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序文 
 
  地球惑星科学は、太陽系や生命の誕生と進化などの「夢」を追求する分野と、環境・災害・
資源などの「役に立つこと」を研究する分野の２つの魅力を備えたユニークな学問分野です。
我々東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻および地球惑星物理学科・地球惑星環境学科
のスタッフは、この学問の最先端を切り拓きながら、明日の地球惑星科学を担う研究者を育てる
ために、日々努力を重ねています。日々の研究と教育活動、よい学生やスタッフを集めるための
様々な取組み、大学をよりよいものとするための運営などにおいて、文字通り日夜を問わぬ努力
がこの報告書に現れていると共に、この記録を通じて現状の問題点を洗い出し、明日への課題を
掲げ、さらに前進していきたいと思います。 

アジアにおいても、多くの大学・研究機関が長足の発展を遂げ、東京大学や日本の大学の地
位は安泰なものではありません。その原因として、教員数の削減、教員が研究・教育に割ける時
間の著しい減少、博士課程学生数の低下、基盤的研究費の減少などがあることは認識されていま
すが、なかなか効果的な対策を講じられていないのが現状です。しかし、こうした厳しい状況に
おかれているからこそ、教育に携わるものが熱意をもって有為な人材を各界に送り出すことが新
しい時代への突破口になるのであり、我々が果たすべき役割は益々大きいといえるでしょう。 
 
  我々の地球惑星科学専攻と対応する学科である地球惑星物理学科および地球惑星環境学科
は、このような地球惑星科学の発展に呼応して組織を改編してきました。1877 年の東京大学成
立時から理学部には地質学科があり、その後鉱物学科，地理学科，地震学科（後の地球物理学
科）が設置されました。そして、現在の学部組織である地球惑星物理学科と地球惑星環境学科
は、それぞれ 1990 年と 2006 年に改組されて成立しています。一方，大学院組織は，大学院重
点化と 4 専攻（地球惑星物理学，地質学，鉱物学，地理学）合同を経て， 2000 年に現在の地
球惑星科学専攻となりました。 
 

地球惑星科学専攻は，広範な地球惑星科学に対応するために，「地球をとりまく宇宙空間や
太陽系内外の惑星」，「地殻・マントル・コアからなる固体地球」，「その中間に存在する大気
や海洋」，「生命が息づく地球表層の生命圏」の sphere（圏）に対応した大講座（大気海洋科
学講座，宇宙惑星科学講座，固体地球科学講座，地球生命圏科学講座）と，「sphere 間のエネ
ルギーや物質の相互作用を統合的に扱う」地球惑星システム科学講座の 5 つの大講座からなって
います。各講座では，諸現象の素過程を野外での「調査・観測」，試料の「分析」，自然を模擬
した「実験」などから解明する研究と，その素過程を基に全体を統一的に理解・予測するための
「モデリング」や「シミュレーション」を主体とする研究が，互いに刺激し合いながら進められ
ています。また大学院教育には，協力講座として地震研究所，大気海洋研究所，先端科学技術研
究センターが，連携講座として JAXA・宇宙科学研究所と高エネルギー加速器研究機構
（KEK）・物質構造科学研究所が参画しており，より幅広い研究分野に対応しています。また特
筆すべきこととして、本専攻メンバーが中心となった宇宙惑星科学機構（UTOPS: UTokyo 
Organization for Planetary Space Science）が 2017 年度に東京大学に設置され、本専攻の研究
と教育にも大きく貢献して頂いております。 
 

本専攻は、修士と博士の定員がそれぞれ 1 学年約 100 名と 50 名という大所帯の組織であ
り、講座の枠を越えた交流が、今後の地球惑星科学の発展のためにも課題とされてきました。こ
の点に鑑み、教員・学生が一同に介し、互いの研究を紹介するセミナー（融合セミナー）を
2017 年度から開始しました。さらに 2018 年度の融合セミナーは、恒例の東大ホームカミング
デーに行われる学科 OBOG 会と合同開催とし、横のつながりに加えて、縦のつながりも活性化す
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る取組みを始めました。これらを通じて、多様性という本専攻が元々持っていた長所に加えて、
活発な相互連携の成果も基盤にして、新しい地球惑星科学、新しい地球惑星科学専攻を創造して
いきたいと考えています。 
 

地球惑星・環境を対象とするこの分野は、紛れもなく 21 世紀において最も必要とされてい
る科学の１つです。2018 年に頻発した豪雨災害やその原因と思われる地球温暖化、東日本大地
震・福島第一原発事故などに代表される自然災害や環境問題、70 億を超える人類を支えるため
の資源・エネルギーの問題などの喫緊の課題が、我々の分野には突きつけられています。その一
方で、地球惑星科学は、本専攻の複数の教員が主体となって進めている「はやぶさ２」に代表さ
れる惑星探査の科学、地球の核の圧力までを再現した実験が可能な高圧下の固体地球の科学、古
代の地球や極限環境に棲息する生物を調べ生命の誕生と進化を探求する科学などの魅力あるテー
マが花咲く分野でもあります。そして、そのアプローチとして、原子・分子の相互作用や生命の
基本単位である遺伝子などのミクロなレベルでの知見が、マクロな現象の理解や将来予測につな
がり、ダイナミックレンジの広い物の見方が多くの新しい発見につながっている点も、この分野
の特徴であり魅力です。 
  地球惑星科学は、研究対象が理学として面白いばかりでなく、それが世の中の役に立つチャ
ンスも多く、そんな魅力に溢れたこの地球惑星科学分野に、若手がどんどん挑戦し、研究者の道
に進んでくれるとよいと願っています。しかし、こうした多用な地球惑星科学であればこそ、こ
の分野の研究者にとって最も大事なことは、その基礎・基盤をきちんと身につけることです。こ
の分野で扱われるトピックスは、さまざまな技術開発により今後とも激しく移り変わっていくで
しょうが、そのベースとなるのは理学的な物理、化学、生物、地学の基礎とそれを活かす論理的
思考に他なりません。研究者は学位取得後 40 年間、最前線の研究を開拓する使命を背負いま
す。われわれ教員は、そのことを常に胸にとどめ、長い研究者の道程を生き抜くために必要な基
礎・基盤を学生達に授けることに全力を尽くしたいと思っています。幸い、今のところ本専攻の
修了生は、さまざまなキャリアパスに恵まれており、十分な実力を養成すれば、研究者として活
躍できる場は数多くあります。学生さんには、是非とも地球惑星科学の研究者になって、われわ
れと一緒に新たな「夢」や「貢献」を実現しつつ，素晴らしい人生を送って欲しいと思います。 
 

本冊子に見られる通り、上記のような教育を受けた学生が 2017 年度も多数、地球惑星科学
専攻の修士・博士課程を修了し、地球惑星物理学科・地球惑星環境学科の学士課程を卒業しまし
た。彼らが研究者や技術者となって新しい研究分野を切り拓くこと、持続可能な人類の発展に貢
献すること、社会を支えリードする人材となること、あるいは我々が予想もしなかった新たな価
値を創造することを楽しみにしながら、我々は今後とも研究と教育に邁進していきたいと思いま
す。今後ともご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。 
 
2018 年 9 月 30 日 

地球惑星科学専攻 専攻長 髙橋 嘉夫 
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2  教員・職員および研究員 
（平成 29 年 4 月 1 日現在） 
 
2.1 基幹教員 
 

教授 井出 哲 （いで さとし） 
教授 遠藤 一佳 （えんどう かずよし） 
教授 小澤 一仁 （おざわ かずひと） 
教授 狩野 彰宏 （かの あきひろ） 
教授 茅根 創 （かやね はじめ） 
教授 小暮 敏博 （こぐれ としひろ） 
教授 佐藤 薫 （さとう かおる） 
教授 杉田 精司 （すぎた せいじ） 
教授 関 華奈子 （せき かなこ） 
教授  髙橋 嘉夫 （たかはし よしお） 
教授 田近 英一 （たぢか えいいち） 
教授 多田 隆治 （ただ りゅうじ） 
教授 日比谷 紀之 （ひびや としゆき） 
教授 廣瀬 敬 （ひろせ けい） 
教授 星野 真弘 （ほしの まさひろ） 
教授 升本 順夫 （ますもと ゆきお） 
准教授 阿部 豊 （あべ ゆたか） 
准教授 天野 孝伸 （あまの たかのぶ） 
准教授 安藤 亮輔 （あんどう りょうすけ） 
准教授 飯塚 毅 （いいづか つよし） 
准教授 生駒 大洋 （いこま まさひろ） 
准教授 笠原 慧 （かさはら さとし） 
准教授 河合 研志 （かわい けんじ） 
准教授 小池 真 （こいけ まこと） 
准教授 鈴木 庸平 （すずき ようへい） 
准教授 関根 康人 （せきね やすひと） 
准教授 東塚 知己 （とうづか ともき） 
准教授 比屋根 肇 （ひやごん はじめ） 
准教授 三浦 裕亮 （みうら ひろあき） 
准教授 三河内 岳 （みこうち たかし） 
准教授 横山 央明 （よこやま たかあき） 
講師 田中 秀実 （たなか ひでみ） 
講師 對比地 孝亘 （ついひじ たかのぶ） 
助教 荻原 成騎 （おぎはら しげのり） 
助教 河原 創 （かわはら はじめ） 
助教 桂華 邦裕 （けいか くにひろ） 
助教 髙麗 正史 （こうま まさし） 
助教 櫻庭 中 （さくらば あたる） 
助教 清水 以知子 （しみず いちこ） 
助教 砂村 倫成 （すなむら みちなり） 
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助教 高橋 聡 （たかはし さとし） 
助教 田中 祐希 （たなか ゆうき） 
助教 西田 圭佑 （にしだ けいすけ） 
助教 茂木 信宏 （もてき のぶひろ） 
助教 吉岡 和夫 （よしおか かずお） 

 
 
2.2 職員 
 

係長 三家本 めぐみ 
主任  河村 静佳 
一般職員  吉田 孝司 
図書主任  星  理絵子 
技術専門員  吉田 英人 
技術専門員  栗栖 晋二 
技術専門職員  酒井 隆 
技術専門職員    市村 康治 
技術専門職員 小林 明浩 

 
 
2.3 研究員 
 
日本学術振興会特別研究員 髙本 亮 

 松崎 賢史 
 
特任研究員 伊地知 敬 

 上田 匡将 
 大畑 祥 
 王 可 
 岡本 あゆみ 
 奥村 知世 
 加藤 大和 
 門屋 辰太郎 
 堺 正太郎 
 高橋 直子 
 巽 瑛理 
 田中 雅人 
 永井 平 
 福田 惇一 
 増野 いづみ 
 山本 将史 
 Maury Julie Aurelie 
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2.4 名誉教授  
 

佐藤 久 地形学  （昭和 55 年退官） 
木村 敏雄 構造地質学  （昭和 57 年退官） 
阪口 豊  第四紀学  （平成 2 年退官） 
小嶋 稔  地球年代学  （平成 3 年退官） 
床次 正安  鉱物学  （平成 6 年退官） 
熊澤 峰夫  地球惑星内部物理学  （平成 6 年退官） 
久城 育夫  岩石学  （平成 7 年退官） 
武田 弘  鉱物学  （平成 7 年退官） 
松野 太郎  気象学  （平成 7 年退官） 
國分 征  超高層大気物理学  （平成 8 年退官） 
島崎 英彦  鉱床学  （平成 12 年退官） 
小川 利紘    大気化学 （平成 13 年退官） 
濱野 洋三   地球惑星ダイナミクス （平成 19 年退職） 
松浦 充宏 地震物理学 （平成 21 年退職） 
松本 良 堆積学 （平成 24 年退職） 
棚部 一成 古生物学 （平成 24 年退職） 
山形 俊男  気候力学 （平成 24 年退職） 
浦辺 徹郎 化学地質学 （平成 25 年退職） 
宮本 正道 固体惑星物質科学 （平成 25 年退職） 
近藤 豊 グローバルな大気物理化学・大気環境科学（平成 27 年退職） 
杉浦 直治 惑星科学・隕石学 （平成 27 年退職） 
木村 学 プレートテクトニクス・構造地質学 （平成 28 年退職） 
村上 隆 環境鉱物学  （平成 28 年退職) 
GELLER Robert James 地震学  （平成 29 年退職） 
永原 祐子 惑星科学   （平成 29 年退職） 

 
(注) 理学系研究科・理学部として推薦した本専攻に関係する名誉教授のリスト。旧地球惑星物理学専
攻(地球物理学専攻)、旧地質学専攻、旧鉱物学専攻、旧地理学専攻関係を含む。ただし、ご逝去され
た方々を除く。 
 
 
2.5 学部・大学院教育に参加する関連研究機関の教員 
 

大気海洋研究所 
教授 阿部 彩子 （あべ あやこ） 
教授 植松 光夫 （うえまつ みつお） 
教授 沖野 郷子 （おきの きょうこ） 
教授 川幡 穂高 （かわはた ほだか） 
教授 木本 昌秀 （きもと まさひで） 
教授 佐藤  正樹 （さとう まさき） 
教授 佐野 有司 （さの ゆうじ） 
教授 高薮 縁 （たかやぶ ゆかり） 
教授 新野 宏 （にいの ひろし） 
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教授 羽角 博康 （はすみ ひろやす） 
教授 安田 一郎 （やすだ いちろう） 
教授 横山 祐典 （よこやま ゆうすけ） 
教授 渡部 雅浩 （わたなべ まさひろ） 
准教授 伊賀 啓太 （いが けいた） 
准教授 岡 顕 （おか あきら） 
准教授 岡 英太郎 （おか えいたろう） 
准教授 黒田 潤一郎 （くろだ じゅんいちろう） 
准教授 鈴木 健太郎 （すずき けんたろう） 
准教授 朴 進午 （ぱく じんお） 
准教授 山口 飛鳥 （やまぐち あすか） 

 
地震研究所 

教授 新谷 昌人 （あらや あきと） 
教授 岩崎 貴哉 （いわさき たかや） 
教授 歌田 久司 （うただ ひさし） 
教授 大久保 修平 （おおくぼ しゅうへい） 
教授 小原 一成 （おばら かずしげ） 
教授 加藤 照之 （かとう てるゆき） 
教授 加藤 尚之 （かとう なおゆき） 
教授 川勝 均 （かわかつ ひとし） 
教授       木下 正高        （きのした まさたか） 
教授 纐纈 一起  （こうけつ かずき） 
教授 小屋口 剛博 （こやぐち たけひろ） 
教授 佐竹 健治 （さたけ けんじ） 
教授 佐藤 比呂志 （さとう ひろし） 
教授 塩原 肇 （しおばら はじめ） 
教授 篠原 雅尚 （しのはら まさなお） 
教授 武井 康子 （たけい やすこ） 
教授 武尾 実 （たけお みのる） 
教授 田中 宏幸 （たなかひろゆき） 
教授 中田 節也 （なかだ せつや） 
教授（特例） 平田 直 （ひらた なおし） 
教授 古村 孝志 （ふるむら たかし） 
教授 森田 裕一 （もりた ゆういち） 
教授 吉田 真吾 （よしだ しんご） 
教授（兼） 中井 俊一 （なかい しゅんいち） 
准教授 飯高 隆 （いいだか たかし） 
准教授 市原 美恵 （いちはら みえ） 
准教授 今西 祐一 （いまにしゆういち） 
准教授 上嶋 誠 （うえしま まこと） 
准教授 大湊 隆雄 （おおみなと たかお） 
准教授      加藤 愛太郎       （かとう あいたろう） 
准教授 亀 伸樹 （かめ のぶき） 
准教授 酒井 慎一 （さかい しんいち） 
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准教授 清水 久芳 （しみず ひさよし） 
准教授 竹内 希 （たけうちのぞむ） 
准教授 中谷 正生 （なかたに まさお） 
准教授 西田 究 （にしだ きわむ） 
准教授 波多野 恭弘 （はたの たかひろ） 
准教授 平賀 岳彦 （ひらがたけひこ） 
准教授 前野 深 （まえの ふかし） 
准教授 望月 公廣 （もちづききみひろ） 
准教授 安田 敦 （やすだ あつし） 
准教授 山野 誠 （やまの まこと） 

 
先端科学技術研究センター 

教授 中村 尚 （なかむら ひさし） 
准教授      小坂 優         （こさか ゆう） 
 

 地殻化学実験施設 
教授（兼） 鍵 裕之 （かぎ ひろゆき） 
教授（兼） 平田 岳史 （ひらた たかふみ） 
准教授（兼） 森 俊哉 （もり としや） 
 

 物理学専攻 
教授（兼） 常行 真司 （つねゆき しんじ） 

 
 新領域創成科学研究科 

教授（兼） 今村 剛 （いまむら たけし） 
教授（兼） 須貝 俊彦 （すがい としひこ） 
教授（兼） 山室 真澄 （やまむろ ますみ） 
教授（兼） 吉川 一朗 （よしかわ いちろう） 
准教授（兼） 芦 寿一郎 （あし じゅいちろう） 

 
総合文化研究科  

教授（兼） 磯崎 行雄 （いそざき ゆきお） 
准教授（兼） 小河 正基 （おがわ まさき） 
准教授（兼） 小宮 剛 （こみや つよし） 

 
工学系研究科  

教授（兼） 宮本 英昭 （みやもと ひであき） 
 

空間情報科学研究センター 
教授（兼） 小口 高 （おぐち たかし） 

 
総合研究博物館 

准教授 佐々木 猛智 （ささき たけのり） 
 

宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部 
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教授（委） 中村 正人 （なかむら まさと） 
教授（委） 藤本 正樹  （ふじもと まさき） 
准教授（委） 齋藤 義文  （さいとう よしふみ） 
准教授（委） 清水 敏文 （しみず としふみ） 
 

高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 
教授（委）  船守 展正 （ふなもり のぶまさ 

 
産業技術総合研究所 

 教授（委） 宍倉 正展   （ししくら まさのぶ） 
 

海洋研究開発機構 
 准教授（委）  高野 淑識 （たかの よしのり） 

 
国立天文台 

 教授（委） 竝木 則行 （なみき のりゆき） 
 

北海道大学 
 教授（委） 三寺 史夫 （みつでら ふみお） 

 
名古屋大学 

 教授（委）    WALLIS Simon Richard （うぉりす さいもん りちゃーど） 
 
 
2.6 人事異動 
 
平成 29 年 4 月 1 日 廣瀬 敬 採用 東京工業大学から 
平成 29 年 4 月 1 日 飯塚 毅 昇任  

平成 29 年 4 月 1 日 菅澤 茉央 昇任 農学部教務課専攻支援チームへ 
平成 29 年 4 月 1 日 吉田 孝司 再雇用 教養学部経理課から 
平成 29 年 5 月 1 日 吉岡 和夫 昇任 新領域創成科学研究科へ 
平成 29 年 9 月 1 日 板井 啓明 採用 国立水俣病総合研究センターから 
平成 29 年 10 月 1 日 WALLIS Simon 採用 名古屋大学から 
平成 29 年 11 月 1 日 吉田 孝司 配置換 施設部施設企画課へ 
平成 29 年 11 月 1 日 西村 純子 昇任 東洋文化研究所から 
平成 29 年 11 月 20 日 竹村 麻里子 採用 臨時的任用職員 
平成 30 年 1 月 1 日 阿部 豊 退職 ご逝去 
平成 30 年 1 月 1 日 大平 豊 採用 青山学院大学から 
平成 30 年 1 月 1 日 佐藤 雅彦 採用 産業技術総合研究所から 
平成 30 年 2 月 1 日 對比地 孝亘 昇任  

平成 30 年 2 月 22 日 河村 静佳 育児休業 平成 31 年 4 月 29 日まで 
平成 30 年 3 月 31 日 清水 以知子 辞職 京都大学へ 
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3 学部学生・大学院生および研究生 
 
3.1 地球惑星物理学科 

3 年 
赤玉 裕匡 池端 耕輔 石川 謙介 石塚 荘平 
奥井 晴香 加藤 翔太 楠 秀大 久住 空広 
坂倉 孝太郎 左高 豊武 島田 稜也 冨田 涼太 
中山 盛雄 西貝 拓朗 西村 晟八 西山 学 
浜口 佑也 濱本 真沙希 彦坂 晃太郎 久河 竜也 
別所 明彦 増田 滉己 三木 あかり 水越 将敏 
森 雄平 森 悠貴 山名 祐輝 湯本 航生 
横尾 舜平 横田 貴史 横谷 直人 横山 将汰 

 
  4 年 

荒尾  昇吾 荒木 瑞穂 安西 みゆき 安藤 大悟 
上 翼 内田 裕太 遠藤 幸生 大峡 充己 
岡 健太 小澤 佳祐 門 大貴 金子 航 
上吉原 弘明 川島 桜也 木村 真博 河野 凜 
小山 雄大 ザイ ソウ 坂田 遼弥 菅生 真 
鈴木 雄大 高木 直史 千田 拓史 長久 将 
灘本 真実 西條 祥 橋立 佳央理 荷見 拓生 
福山 代智 松下 優樹 森井 洋 柳町 隆裕 
山川 智嗣 山崎 一哉 山本 孝祐 渡邊 香里 

 
3.2 地球惑星環境学科 

3 年 
石原 湧樹 石丸 夏奈 梅宮 悠輔 佐々木 雄亮 
清水 祐輔 末永 祐輝 高宮 日南子 多田 誠之郎 
寺西 毅洋 中川 賢人 並木 亮 福田 凱大 
福場 俊和 松木田 悠希 宮本 樹 宮脇 稔勝 
山口 智弘 吉岡 純平   

 
4 年 

河村 拓哉 谷  遼太郎 藤田 昇生 青木 晋 
青木 智 石川 弘樹 石沢 成美 岩田 裕也 
栄川 航 奥田 花也 川島 彰悟 木村 佳菜子 
桐野 将伍 日下部 瑞季 小林 真輝人 櫻井 陽 
佐藤 英明 澤村 周平 田尻 智之 坪井 寛行 
中野 晋作 中村 麻也 船木 康平 山下 諒悟 
長濱 和音    

 
3.3 地球惑星科学専攻 

修士課程 1 年 
浅見 隆太 厚芝 真希 阿部 仁 池永 有弥 
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3.4 学位論文題目 
 

(a) 修士論文 

№ 
学位 
取得日 

氏名 論文題目 

1 H29.9.15 平島 崇誠 
沖縄県瀬底島周辺に生息するハマサンゴ骨格の酸素・炭素同位体比
の雌雄群体の違いについて 

2 H29.9.15 孫 思依 
太平洋とその縁辺海における大気エアロゾル中無機態窒素の挙動と
海洋環境への影響 

3 H29.9.15 WANG Yikang Study on effect of radiative loss on waves in solar chromosphere 

4 H30.3.22 三武 司 
日本海における過去 70 万年間の炭酸塩補償深度変動の高解像度連
続復元 

5 H30.3.22 山本 龍 乱流計搭載グライダーを用いた黒潮詳細構造の観測 
6 H30.3.22 秋山 歩美 大気酸素濃度変遷とシアノバクテリアの抗酸化酵素の進化 

7 H30.3.22 石山 尊浩 
強 El Nino が発生した 1997/2015 年の北太平洋における熱帯低気
圧活動の相違 

8 H30.3.22 伊藤 健吾 
Evaluation of acid leaching methods for Pb-Pb chronology and its 
application to ancient terrestrial rocks 

9 H30.3.22 稲田 理人 2013 年 7 月の島根・山口豪雨に関する観測的・数値的研究 

10 H30.3.22 今井 優介 将来の惑星探査に向けた リフレクトロン型質量分析器の開発 

11 H30.3.22 岩﨑 友理子 
Continuous tremor activity accompanying 2014 Mw 6.8 slow-slip 
event in the Hikurangi subduction margin, New Zealand 

12 H30.3.22 臼田 優太 
反射法解析を稠密アレイ自然地震記録に適用した阿武隈山地南部の
地殻構造の研究 

13 H30.3.22 大野 鷹士 

Estimating carbon and oxygen isotopic compositions of volcanic 
carbon dioxide based on volcanic plume measurements: 
Implications of the oxygen isotopic compositions for outgassing 
process 

14 H30.3.22 大柳 綾香 固体天体の表面地形とレゴリスの斜面安定性に関する実験的研究 

15 H30.3.22 岡本 篤郎 
2 相混合組織岩石のクリープ・粒成長の拡散メカニズムから解明す
る下部マントルレオロジー 

16 H30.3.22 奥田 貴 プレート沈み込み帯における繰り返し地震の破壊過程の多様性 

17 H30.3.22 奥野 衛 火星大気 Ne 同位体測定装置のための Ne/Ar 分離膜の開発 

18 H30.3.22 尾崎 達也 
熊本県天草の完新世海水準変動の復元と日本沿岸の海水準変動デー
タを用いた異なる時間スケールでの地殻変動の傾向について 

19 H30.3.22 小澤 麻由子 
Research of Runaway Growth Process of Planetesimal Accretion in 
Outer Planetary Systems with High-Resolution N-body Simulations 
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20 H30.3.22 梶田 展人 
Reconstruction of environmental changes using the coastal 
sediments off the East China and its implications for the Neolithic 
civilizations in Yangtze delta during the Holocene 

21 H30.3.22 勝本 康介 
LES を用いた夏季北西太平洋下層雲の降水・非降水レジームに関す
る研究 

22 H30.3.22 金谷 希美 
関東地方における高周波 S 波先駆波の起源─沈み込むプレートの形
状と内部不均質構造の寄与─ 

23 H30.3.22 河本 洋輝 
表面波伝播特性の地域性が気象庁マグニチュード推定値に与える影
響 

24 H30.3.22 神崎 友裕 
堆積岩の鉱物・化学組成への母岩と化学風化の影響分離の試み：タ
リム盆地新生代陸成層の例 

25 H30.3.22 菊地 将彰 北緯 28.5 度・伊豆海嶺近傍における乱流場の観測的研究 

26 H30.3.22 北原 岳彦 探査機あかつきによる金星紫外画像を用いた地形固定重力波の研究 

27 H30.3.22 木野 佳音 軌道要素の変化による高緯度域気候変化の季節性とその要因解析 

28 H30.3.22 木村 俊介 
島根県に豪雨をもたらした線状降水系の構造と環境場に関する数値
的研究 

29 H30.3.22 木村 将也 

No identification of predicted earthquake-induced prompt gravity 
signals in data recorded by gravimeters, seismometers, and 
tiltmeters and its interpretation based on the principle of 
gravimetry 

30 H30.3.22 小池 幸人 
探査機搭載をめざした超小型ミュオグラフィ装置の原理実証モデル
の開発 

31 H30.3.22 小新 大 全中性大気に対する最適なデータ同化システムの検討 

32 H30.3.22 小堀 笑理 
深海底凹凸地形上に形成される潮汐混合域の鉛直構造に関する数値
的・観測的研究 

33 H30.3.22 小森 純希 
房総半島完新世海岸段丘群の地形・地質学的調査による相模トラフ
プレート間地震発生履歴の再評価 

34 H30.3.22 櫻井 翔太 剪断される粉体における粒子再配置イベントの統計特性 

35 H30.3.22 佐々木 智啓 
Left-right asymmetry in the Ediacaran fossil Pteridinium simplex 
from Namibia 

36 H30.3.22 柴田 翔 
Metallicity Enhancement of Gas Giants by Late Accretion of Solids : 
the Effects of Planetary Growth and Orbital Evolution 

37 H30.3.22 水津 明穂 
北部北太平洋におけるエアロゾル中の硫黄化合物と主要イオンの経
度分布特性に関する研究 

38 H30.3.22 杉山 弘一 不純物を含んだ雲粒の光学特性近似計算法の開発 

39 H30.3.22 関根 祐大 十年規模の気候内部変動が全球平均気温に及ぼす影響について 

40 H30.3.22 武田 海 ３次元流体シミュレーションに基づく火山噴煙モデルの高度化 
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41 H30.3.22 多田 賢弘 
Australasian Tektite Event: Discovery of Ejecta Deposit and 
Shocked Bed Rock in NE Thailand 

42 H30.3.22 丹 秀也 
An experimental study of hydrothermal sulfate reduction on 
Europa: Implications for chemistry and sulfur cycle of its interior 
ocean 

43 H30.3.22 千葉 丈太郎 
境界条件を与えた全球大気モデルによるアンサンブル実験を用いた
季節予報可能性に関する研究 

44 H30.3.22 土井 崇史 
Observational studies of the formation of coronal sigmoid in solar 
active regions 

45 H30.3.22 外川 一記 
氷期の大西洋子午面循環の再現における風応力および熱境界条件の
役割 

46 H30.3.22 中村 雄飛 
対流と結合した赤道 Kelvin 波・赤道 Rossby 波の構造と降水特性に
関する統計的研究 

47 H30.3.22 中村 有希 
CMIP5 モデル結果解析による地球温暖化が海洋基礎生産に与える
影響の定量的評価 

48 H30.3.22 成田 冴理 
Thermal and kinematic history of lithosphere:  Constraints from 
mantle xenoliths from Colorado Plateau-Rio Grande Rift in North 
America continent 

49 H30.3.22 長谷川 隆祥 
Observational Studies on Magnetic Helicity Associated with Solar 
Flares 

50 H30.3.22 韓 秀萬 
A simulation study on long-time variability of Jupiter’s synchrotron 
radiation associated with solar-wind-driven electric field 

51 H30.3.22 福山 鴻 
Incorporation of nitrogen into the lower-mantle minerals from high 
pressure and high temperature experiments -Transportation and 
storage of nitrogen in the deep earth- 

52 H30.3.22 福與 直人 
現生および化石二枚貝を用いた完新世トンガ王国の古環境復元に関
する研究 

53 H30.3.22 藤原 智貴 
全球雲解像モデルと衛星観測を用いたエアロゾルの水雲への影響に
関する研究 

54 H30.3.22 戸次 宥人 
Role of the Effective Prandtl Number on the Solar Convective 
Amplitude, Stratification, and Angular Momentum Transport 

55 H30.3.22 前田 歩 
The environmental proxies of symbiont-bearing large benthic 
foraminifers dwelling in coral reefs 

56 H30.3.22 三浦 輝 
Emission and migration processes of radiocesium from Fukushima 
Daiichi Nuclear Power Plant accident: Radiocesium-bearing 
microparticles and solid-water distribution in rivers 

57 H30.3.22 向井 優理恵 関東平野における長周期地震動強度の特徴的方位依存性とその要因 

58 H30.3.22 山河 和也 Stromboli 空振観測と解析~小規模空振アレイの評価~ 
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59 H30.3.22 山口 優太 凝着力を持つ粉体粒子のレオロジーに関する研究 

60 H30.3.22 山田 広大 東経 137 度定線における溶存酸素の長期変動 

61 H30.3.22 山本 大輔 
カサガイ類（軟体動物）の体サイズと寿命：貝殻の酸素安定同位体
比を用いた推定 

62 H30.3.22 吉開 亮一 
大気再解析データにおける温帯低気圧の振舞いに与え得る海面水温
データ高解像度化の影響ー北西太平洋海洋前線帯に着目してー  

63 H30.3.22 吉澤 和子 
Reexamination of the skeletal morphology of Utatsusaurus hataii 
(Reptilia: Ichthyopterygia), with an emphasis on CT scan data of the 
skull 

64 H30.3.22 吉田 聡 
初期太古代の炭酸塩岩の地質学的産状と化学組成から推定する初期
太古代の海洋化学組成 

65 H30.3.22 NATSUME Yuki 
An analytical study on the harmonic tremor and long period events 
at Shinmoedake 

 

(b) 博士論文 

№ 
学位取得 
年月日 

課程
論文
の別 

氏  名 論文題目 

1 H29.4.24 論文 福田 陽子 Generation mechanism of flickering aurora 

2 H29.4.24 課程 渡辺 勇輔 
Distribution behaviors of molybdenum and tungsten in marine 
sediment-water system under various redox conditions 

3 H29.5.22 課程 草茅 太郎 
ミュオグラフィ像における背景ノイズ低減による活動的火山内
部におけるマグマ動態の検出 

4 H29.9.15 課程 
シェリフ多田
野 サム 

Impact of glacial ice sheets on the Atlantic meridional 
overturning circulation and climate 

5 H29.10.31 論文 澁谷 亮輔 
A study of dynamical characteristics of inertia-gravity waves in 
the Antarctic mesosphere by combination of high-resolution 
observations and modelling 

6 H29.12.29 課程 関 有沙 
Reconstruction of deep-water redox condition and CCD 
(Calcite Compensation Depth) variability of the Japan Sea 
during the Quaternary using high-resolution XRF core scanner 

7 H30.3.22 課程 福田 航平 
Irradiation processes in the early solar system: A multiple 
isotope study on early solar system solids. 

8 H30.3.22 課程 後藤 恭敬 
Development and application of turbulence estimation using a 
fast-response thermistor attached to a CTD frame 

9 H30.3.22 課程 伊左治 雄太 
Revealing the biogeochemical cycles of the hypersaline 
environments based on the organic geochemical approaches 
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10 H30.3.22 課程 山上 遥航 
Interannual variability of the western boundary currents in the 
southern Indian Ocean 

11 H30.3.22 課程 竹之内 惇志 
Collisional events on Mars as described by shock P-T histories 
of shergottites Martian meteorites with brown olivine 

12 H30.3.22 課程 伊藤 祐一 
Hydrodynamic escape of mineral atmosphere on hot rocky 
exoplanet: impacts on the evolution of planetary mass and 
atmospheric composition 

13 H30.3.22 課程 川島 由依 
Theoretical modeling of transmission spectra of exoplanet 
atmospheres with hydrocarbon haze and applications to multi-
wavelength transit observations 

14 H30.3.22 課程 山内 初希 
Polycrystal anelasticity at near-solidus temperatures: 
Experiments and seismological applications 

15 H30.3.22 課程 仲谷 幸浩 
Seismicity Patterns before and after the 2011 Tohoku 
Earthquake in the Japan Trench Subduction Zone 

16 H30.3.22 課程 ベル 智子 
Evaluation of paleotemperature proxy using coral genome 
biology 

17 H30.3.22 課程 小長谷 貴志 
A climate modeling study on the mechanism of Antarctic ice 
sheet changes in the past and future 

18 H30.3.22 課程 西川 友章 
Detection and statistical analysis of earthquake swarms at 
subduction zones globally: Implications to slow slip activity 

19 H30.3.22 課程 高木 悠 
地震によって地球内部に生じる粘弾性変形の球対称モデルにお
ける理論計算 

20 H30.3.22 課程 小林 英貴 
Role of ocean carbon cycle in glacial reduction of atmospheric 
carbon dioxide concentration 

21 H30.3.22 課程 平林 頌子 
Variability of Kuroshio strength and its relation with 
ENSO/PDO during the last 100 years based on coral skeletal 
radiocarbon 

22 H30.3.22 課程 志水 宏行 
A numerical study of pyroclastic density currents by a two-
layer shallow-water model 

23 H30.3.22 課程 
WANG 
Shuoyang 

Studies on development of three-dimensional 
magnetohydrodynamic turbulence reconnection 
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3.5 進路・就職先 
 
(a) 学部卒業者 

進学・就職先 地球惑星物理学科 地球惑星環境学科 

進学  （本専攻） 34  17  

    （その他） 0  0  
大学・研究機関、 
官公庁・法人 

0  0  

民 間 1 DOCOMO 3 
日本マイクロソフト、三井
住友信託銀行、みずほフィ
ナンシャルグループ 

その他 0  0  

 
(b) 修士課程修了者 

進学・就職先 内    訳 

進学  （本専攻） 24  

    （その他） 4 
東京大学大学院工学系研究科、東京テクカルカレッジ、群
馬大学医学部、Gottiugen 大学 

教員 0  

大学・研究機関、 
官公庁・法人 

10 
気象庁 3、国土交通省、総務省、内閣官房内閣情報調査
室、宇宙航空研究開発機構、電力中央研究所、独）石油天
然ガス・金属鉱物資源機構 

民間 23 

三菱電機、三菱スペースソフトウェア 2、(株)ブレインパ
ッド、日本 IBM、伊藤忠ケーブルシステム(株)、アクセン
チュア(株)、野村證券、みずほ証券、PWC コンサルティン
グ合同会社、住友生命保険、NHK、日本経済新聞、(株)リ
ッチロード、(株)リクルートキャリア、日本エヌ・ユー・
エス(株)、NTT データ経営研究所、日本航空(株)、国際石油
開発帝石(株)、A.T.カーニー 

その他 4  

 
 (c) 博士課程修了者 

進学・就職先 内    訳 

官公庁・研究員など 14 

東京大学大気海洋研究所特任研究員 3、東京大学地震研究
所特任研究員、京都大学防災研究所特別研究員、国土交通
省国土地理院技術者、東京工業大学地球生命研究所研究
員、海洋開発機構特別研究員、ウィスコンシン大学特別研
究員、九州大学特別研究員、鹿児島大学特任助教、国立環
境研究所高度技能専門員、原子力研究開発機構、研究員 

大学院・研究生 0  
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民間 2 情報処理・通信技術者、PROMETECH 

その他 7  
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4  講義 
 
4.1 学部講義 
 
(a) 地球惑星物理学科 
第 2 学年専門科目 

科目番号 授 業 科 目 担当教員   

0526002 地球惑星物理学基礎演習Ⅰ 横山 央明、桂華 邦裕、河原 創   

0526003 地球惑星物理学基礎演習Ⅱ 横山 央明、田中 祐希、櫻庭 中   

0526005 地球惑星物理学概論 
三浦 裕亮、関 華奈子、井出 哲、生
駒 大洋    

 
専門科目 

科目番号 授 業 科 目 担当教員 学年 学期 

0526021 気象学 佐藤 薫 4 S 

0526022 海洋物理学 日比谷 紀之 4 S 

0526023 大気海洋系物理学 東塚 知己、三浦 裕亮 4 A 

0526027 地震物理学 井出 哲 4 S 

0526034 弾性体力学 安藤 亮輔 3・4 S 

0526037 地球流体力学 I 伊賀 啓太 3・4 S 

0526038 地球流体力学 II 新野 宏 3・4 A 

0526065 大気海洋物質科学 小池 真、安田 一郎 3・4 A 

0526066 宇宙空間物理学 I 星野 真弘 3・4 S 

0526070 宇宙空間物理学 II 横山 央明 3・4 A 

0526072 地球力学 大久保 修平、今西 祐一 3・4 A 

0526073 地球惑星物理学演習 三浦 裕亮、天野 孝伸、東塚 知己 3・4 S 

0526074 地球惑星物理学実験 小池 真、新谷 昌人、一瀬 建日、小
河 勉、小澤 一仁、笠原 慧、加藤 愛
太郎、杉田 精司、関根 康人、高森 
昭光、武井 康子、中谷 正生、西田 
究、西田 圭佑、比屋根 肇、平賀 岳
彦、山田 知朗、吉岡 和夫、吉川 一
朗 

3・4 A 

0526075 地球惑星化学実験 小池 真、新谷 昌人、一瀬 建日、小
河 勉、小澤 一仁、笠原 慧、加藤 愛
太郎、杉田 精司、関根 康人、高森 
昭光、武井 康子、中谷 正生、西田 
究、西田 圭佑、比屋根 肇、平賀 岳
彦、山田 知朗、吉岡 和夫、吉川 一
朗 

3・4 A 

0526076 地球惑星物理学特別演習 全教員 4 S 

0526077 地球惑星物理学特別研究 全教員 4 A 
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0526079 地球惑星内部物質科学 船守 展正 4 S 

0526080 地球電磁気学 歌田 久司、清水 久芳 3・4 A 

0526081 弾性波動論 河合 研志 3・4 A 

0526082 地球内部ダイナミクス 小河 正基 4 A 

0526084 地球物理数値解析 升本 順夫、竹内 希、横山 央明 4 S 

0526085 地球物理データ解析 井出 哲、小坂 優 4 A 

0526086 比較惑星学基礎論 杉田 精司、笠原 慧 4 S 

0526087 地球惑星システム学基礎論 生駒 大洋 4 S 

0526090 地球惑星物理学観測実習 井出 哲、全教員 3・4 S 

0526092 惑星大気学 関 華奈子、今村 剛 4 S 

0526094 地球惑星物理学基礎演習 III 河合 研志、高麗 正史 3・4 S 

0526095 地球惑星物理学基礎演習 IV 生駒 大洋 3・4 S 

0526801 研究倫理 升本 順夫 3・4 S 

 

(b) 地球惑星環境学科 
 
第 2 学年専門科目 

科目番号 授 業 科 目 担当教員   

0528001 地球環境学 茅根 創、髙橋 嘉夫、阿部 彩子   

0528002 地球システム進化学 多田 隆治、遠藤 一佳、田近 英一   

0528003 地球惑星物質科学 三河内 岳、廣瀬 敬   

0528005 地球惑星環境学基礎演習Ⅰ 田近 英一   

0528006 地域論 荒井 良雄   

0528072 固体地球惑星科学概論 飯塚 毅、沖野 郷子、櫻庭 中   

0528073 層序地質学 
狩野 彰宏、遠藤 一佳、田中 秀実、
對比地 孝亘 

  

0528074 自然地理学 
須貝 俊彦、茅根 創、小口 高、阿部 
彩子 

  

 
 
専門科目 

科目番号 授 業 科 目 担当教員 学年 学期 

0528020 大気海洋循環学 中村 尚、升本 順夫 3・4 S 

0528021 地球生命進化学 對比地 孝亘 3・4 S 

0528022 地球惑星物理化学 小澤 一仁 3・4 S 

0528023 固体地球科学 小澤 一仁、安藤 亮輔、井出 哲、廣
瀬 敬 

3・4 S 

0528025 地球生命進化学実習 佐々木 猛智、對比地 孝亘 3・4 S 

0528026 地形・地質調査法および実習 多田 隆治、茅根 創、須貝 俊彦、高
橋 聡、山口 飛鳥 

3・4 S 
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0528027 造岩鉱物光学実習 三河内 岳、小澤 一仁 3・4 S 

0528028 地球惑星環境学基礎演習 II 田近 英一、小澤 一仁、茂木 信宏 3・4 S 

0528029 地球惑星環境学野外巡検 I 遠藤 一佳、狩野 彰宏、関根 康人、
荻原 成騎 

3・4 S 

0528030 地球環境化学 髙橋 嘉夫、川幡 穂高 3・4 S 

0528031 地球生命科学 遠藤 一佳、鈴木 庸平、高野 淑識 3・4 A 

0528032 地球物質循環学 田近 英一、小川 浩史 3・4 A 

0528034 地球環境化学実習 鈴木 庸平、荻原 成騎、砂村 倫成、
髙橋 嘉夫、茂木 信宏 

3・4 S  

0528035 結晶学 小暮 敏博 3・4 A 

0528037 地球惑星環境学特別研究 全教員 4 A 

0528038 地球惑星環境学野外調査 I 對比地 孝亘、狩野 彰宏、多田 隆
治、高橋 聡 

3・4 S 

0528039 地球惑星環境学野外調査 II 小口 高、早川 裕弌、砂村 倫成 3・4 S 

0528040 地球惑星環境学野外調査 III 小澤 一仁、飯塚 毅、小屋口 剛博、
鈴木 雄治郎、前野 深 

3・4 S  

0528041 地球惑星環境学実習 多田 隆治、小澤 一仁、茅根 創、高
橋 聡 

3・4 A 

0528042 地球惑星環境学野外巡検 II 狩野 彰宏、髙橋 嘉夫、多田 隆治、
飯塚 毅 

3・4 A 

0528043 地球惑星環境学演習 全教員 4 S 

0528045 生物多様性科学および実習 鈴木 庸平、荻原 成騎、砂村 倫成、
佐々木 猛智、高野 淑識、遠藤 一佳 

3・4 A 

0528046 地球生態学および実習 茅根 創、佐々木 猛智 3・4 S 

0528047 地球惑星物理化学演習 清水 以知子 3・4 A 

0528048 岩石組織学実習 I 飯塚 毅、清水 以知子 3・4 S 

0528049 岩石組織学実習 II 荻原 成騎、高橋 聡、多田 隆治 3・4 S 

0528050 人間-環境システム学 須貝 俊彦、小口 高、茅根 創 3・4 A 

0528055 古気候・古海洋学 多田 隆治、横山 祐典 4 S 

0528056 堆積学 多田 隆治、小宮 剛 4 S 

0528058 構造地質学 山口 飛鳥 3・4 A 

0528059 地形学 須貝 俊彦、小口 高 4 S 

0528060 火山・マグマ学 小屋口 剛博、飯塚 毅 4 S 

0528061 結晶学実習 三河内 岳、小暮 敏博 3・4 A 

0528062 地球史学 田近 英一、多田 隆治 4 S  

0528063 古生物学 遠藤 一佳、對比地 孝亘 4 AS 

0528065 惑星地質学 宮本 英昭、竝木 則行 4 S  

0528066 水圏環境学 山室 真澄 3・4 S  

0528067 博物館資料保存論 朽津 信明 3・4 S 

0528068 リモートセンシング・GIS および
実習 

小口 高、河原 創、早川 裕弌 3・4 A 
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0528069 宇宙惑星物質進化学 関根 康人、比屋根 肇 3・4 A 

0528070 資源地質学 川幡 穂高、鈴木 庸平、髙橋 嘉夫 3・4 A 

0528071 地球惑星環境学国際セミナー 横山 祐典、飯塚 毅、髙橋 嘉夫 3・4 通年 

0528075 宇宙地球化学 飯塚 毅、中井 俊一、髙橋 嘉夫 3・4 S 

0528076 気候システム学 
阿部 彩子、高薮 緑、渡部 雅浩、岡 
顕、鈴木 健太郎 

3・4 A 

0528077 固体機器分析学 
小暮 敏博、鍵 裕之、髙橋 嘉夫、平
田 岳史 

3・4 S 

0528078 先端鉱物学 
小暮 敏博、鈴木 庸平、三河内 岳、
鍵 裕之 

4 
 

S 

0528801 研究倫理 升本 順夫 3・4 S 
 
 
4.2 大学院講義 
 

科目番号 授業科目 担当教員 学期 

35604-0056 系外惑星特論 I 田村 元秀、須藤 靖、生駒 大洋 Ａ 

35604-0057 系外惑星特論 II 田村 元秀、須藤 靖、生駒 大洋 S  

35616-0001 時系列データ解析 西田 究、望月 公廣 A 

35616-0002 地球物理データ解析 井出 哲、小坂 優 A 

35616-0003 地球物理数学 篠原 雅尚、山野 誠 Ｓ 

35616-0004 地球物理数値解析 升本 順夫、横山 央明、竹内 希 S 

35616-0005 弾性体力学 安藤 亮輔 Ｓ 

35616-0006 地球力学 大久保 修平、今西 祐一 Ａ 

35616-0007 地球流体力学 I 伊賀 啓太 Ｓ 

35616-0008 地球流体力学 Ⅱ 新野 宏 Ａ 

35616-0009 地球惑星内部物質科学 船守 展正 Ｓ 

35616-0012 惑星大気学 関 華奈子、今村 剛 Ｓ 

35616-0014 比較惑星学基礎論 杉田 精司、笠原 慧 Ｓ 

35616-0015 地球惑星システム学基礎論 生駒 大洋 S 

35616-0022 地球史学 田近 英一、多田 隆治 Ｓ 

35616-0023 固体地球科学 小澤 一仁、井出 哲、安藤 亮輔、廣瀬 敬 Ｓ 

35616-0024 宇宙地球化学 飯塚 毅、中井 俊一、髙橋 嘉夫 A 

35616-0025 固体機器分析学 
小暮 敏博、髙橋 嘉夫、鍵 裕之、平田 岳
史 

S 

35616-1002 大気物理学 II  三浦 裕亮、佐藤 正樹、高藪 縁 A 

35616-1006 気候力学 II 渡部 雅浩 Ａ 

35616-1022 地震波動論 I 川勝 均, 西田 究 S 

35616-1023 地球内部構造論 上嶋 誠、平賀 岳彦、竹内 希 A 

35616-1025 地球電磁気学 歌田 久司、清水 久芳 Ａ 

35616-1026 マグマ学 小澤 一仁 A 
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35616-1027 火山学基礎論 
大湊 隆雄、中田 節也、市原 美恵、前野 
深 

S 

35616-1028 変動帯テクトニクス 木下 正高、佐藤 比呂志 S 

35616-1029 地球レオロジー 平賀 岳彦、武井 康子 Ｓ 

35616-1030 海洋底ダイナミクス 沖野 郷子、木下 正高 Ａ 

35616-1031 地形形成進化学 宍倉 正展 
通年 
集中 

35616-1033 地震物理学 井出 哲 S 

35616-1034 地震発生物理学 亀 伸樹、井出 哲 A 

35616-1035 地圏環境進化学 狩野 彰宏 A 

35616-1037 回折結晶学 小暮 敏博 A 

35616-1042 生体鉱物学 小暮 敏博、遠藤 一佳、佐々木 猛智 S 

35616-1044 生命圏進化学 遠藤 一佳、小宮 剛 Ｓ 

35616-1051 宇宙プラズマ物理学 II 横山 央明、清水 敏文 Ａ 

35616-1052 磁気圏物理学 II 齋藤 義文 A 

35616-1053 大気海洋循環学 中村 尚、升本 順夫 Ｓ 

35616-1057 古気候・古海洋学 多田 隆治、横山 祐典 Ｓ 

35616-1058 古環境学 多田 隆治、横山 祐典、阿部 彩子 A 

35616-1059 環境生態学 茅根 創 S 

35616-1062 地震波動論 II 古村 孝志、加藤 愛太郎 Ａ 

35616-1063 固体地球観測論 
飯高 隆、酒井 慎一、森田 裕一、上嶋 
誠、加藤 照之、塩原 肇、大久保 修平、山
野 誠、新谷 昌人 

S 

35616-1064 地球生命進化学 對比地 孝亘 S 

35616-1065 地球生命科学 遠藤 一佳、鈴木 庸平、高野 淑識 Ａ 

35616-1066 地球環境化学 髙橋 嘉夫、川幡 穂高 Ｓ 

35616-1071 地球内部ダイナミクス 小河 正基 A 

35616-1073 地球微生物学 鈴木 庸平 A 

35616-1074 気候システム学 
阿部 彩子、高藪 緑、渡部 雅浩、岡 顕、
鈴木 健太郎 

Ａ 

35616-1075 資源地質学 川幡 穂高、鈴木 庸平、髙橋 嘉夫 Ａ 

35616-2001 大気物理学 III 伊賀 啓太、新野 宏 Ｓ 

35616-2003 海洋物理学 III 岡 顕 Ａ 

35616-2007 大気海洋物質科学 II 安田 一郎、植松 光夫 Ｓ 

35616-2013 惑星探査学 I 笠原 慧、吉川 一朗、今村 剛 Ａ 

35616-2016 比較惑星学 II 宮本 英昭 S 

35616-2018 宇宙惑星物質科学 II 比屋根 肇 A 

35616-2025 地理情報学 小口 高 Ａ集中 

35616-2042 大気海洋科学特論 VI 三好 建正 Ｓ集中 

35616-2043 宇宙惑星科学特論 V 藤本 正樹 Ａ 

35616-2044 宇宙惑星科学特論 VI 竝木 則行 Ｓ２ 
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学術フロンティア講義・全学自由研究ゼミナール・全学体験ゼミナール 〇代表教員 

ゼミナール名 担当教員 学期 

地球惑星科学のフロンティア 
〇三河内 岳、東塚 知己、對比地 孝旦、桜
庭 中、天野 孝伸 

S 

沖縄で学ぶサンゴ礁学 〇茅根 創、八木 信行 S 

惑星科学最前線：生命の住む星を宇宙に
探す 

○生駒 大洋, 今村 剛, 関 華奈子, 宮本 英
昭, 三河内 岳, 笠原 慧, 吉岡 和夫, 関根 康
人, 河原 創 

A 
 

地球惑星環境学 ○田近 英一、遠藤 一佳、多田 隆治 A 
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5. 研究活動 
 
5.1 大気海洋科学講座 
 
インドネシア多島海における乱流強度の定量化とその全球気候の形成に果たす役割の解明 
 今年度は、インドネシア多島海域の水塊変成や海面水温 （SST） への影響を通じてグローバルな気
候変動をコントロールしているインドネシア通過流 (Indonesian Throughflow； ITF) の力学を支配
する物理機構について、主に、スーパーコンピューターによる高解像度数値実験を行うことによって
調べた。 
 パリ大学 (フランス) の Pascale Bouruet-Aubertot 博士から提供を受けた INDOMIX プロジェクト
による数地点での乱流直接観測データとも比較・検討を行った結果、太平洋からインド洋側へ高塩分
水を輸送する ITF の東ルートにおける水塊変成には、ハルマヘラ海の海峡部などで励起された内部
潮汐波の砕波による鉛直乱流混合や同海域で励起される直径数キロメートルのサブメソスケール渦に
よる水平乱流混合の重要な役割が示唆された。さらに、この数値実験により示唆された ITF 変成の鍵
となる乱流ホットスポットを定量化するため、インドネシア国内において傭船し、最新の投下式乱流
計 VMP-X を用いた海底直上までの大規模な乱流直接観測を計画したが、最終的にインドネシア側の
研究機関・研究協力者と傭船の時期などに関する調整をつけることができず、残念ながら、観測の実
施は次年度以降に見送りとなってしまった。 
 しかしながら、本研究の成果は、今後、インドネシア多島海域が ITF を通じてグローバルな気候
変動に果たす役割を議論する上で、重要な基盤として位置付けることができる。 
 
南大洋における乱流ホットスポットの定量化とその深層海洋大循環モデルへの組み込み 
 南大洋では、表層では上空の偏西風の変動に伴って励起される近慣性波が、深層では海底まで達す
る南極周極流と急峻な海底地形との相互作用に伴って励起される風下波が、ともに砕波することで強
い乱流混合が生じていると推察される。この南大洋における乱流散逸率の定量化は、深層海洋大循環
の解明に必要不可欠である。 
 今年度は、2017 年 12 月 31 日～2018 年１月 22 日の間、東京海洋大学の練習船「海鷹丸」による
南大洋航海に参加し、最新の投下式乱流計 VMP-X を用いて、南極周極流域での深度約 4000m の深海
底にまで達する乱流観測を世界で初めて実施し、貴重な Full-Depth の乱流データを多数収集すること
に成功した。いくつかの観測点では、海底直上で乱流が強くなっている様子を確認することができた。
また、これと同時に、吊下式流速計 (LADCP) を電気伝導度・温度・水深計 (CTD) に取り付け、海底
地形上での各物理量も把握することにも成功した。 
 これらのデータと昨年度の観測で得られたデータを、「海底直上における乱流混合過程」や「乱流混
合強度と地衡流との関係」に注目して解析を進めている。 
 さらに、高解像度の非静力モデルに既存の「各海域での海底地形の凹凸の情報」や「密度成層構造の
情報」を組み込むことで、海底地形上で励起された様々な波数をもつ風下波が砕波するまでの物理過
程を再現し、海底境界層における粘性散逸や、風下波の励起に伴い深層で生じる近慣性流シアーによ
るドップラーシフトなどの物理過程が、どの程度寄与しているかを調べている。 
 
鉛直混合の素過程の解明とその定式化 
 今年度は、理論・観測・数値計算から、海洋の表層／中・深層／底層における乱流混合の力学過程
の詳細な議論を行い、それに基づいて従来用いられてきた各乱流パラメタリゼーションの式の検証と
その改良を実施した。 
 海洋の中・深層における乱流混合については、既存の乱流パラメタリゼーションに、ファインスケ
ールの鉛直シアー／鉛直ストレイン比 Rωに基づく補正項を組み込むことで、より正確な乱流パラメ
タリゼーションを構築することに成功した。この乱流パラメタリゼーションの有効性を、アイコナー
ル数値計算と、深海乱流計 VMP-5500 に電磁流速計・CTD を搭載した「マルチスケール・プロファ
イラー」を使用した伊豆・小笠原海嶺近海および南大洋における乱流直接観測によって確認した。 
 さらに、深海底凹凸地形の直上で形成される顕著な乱流ホットスポットの鉛直スケールが、海底地
形の水平卓越波数と潮汐流の振幅で規定される内部波応答の特性に強く依存することを、アイコナー
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ル数値計算によって示した。 
 一方、表層における乱流混合に関しては、大気境界層と海洋境界層の相互作用に着目した数値実験
を行い、短波放射の日周変動に起因する大気・海洋両境界層の日周変動が、緯度 30 度を境にして位
相関係が逆転することに起因して、混合層深度に与える相互作用の影響が同緯度を境に異なることを
見出した。また、新たに開発された自由表面非静力学模型を用いて波浪に伴う渦度の増幅機構の直接
数値計算を初めて実施し、波浪が平均流を生成することなど、先行研究で示された摂動展開に基づく
理論と整合する結果を得た。 
 
新理論に基づく大気大循環の 3 次元描像の解明 
・重力波の水平伝播を考慮したパラメタリゼーションスキームを開発した。特に重力波の屈折に伴う
運動量フラックス収束を考慮した点が新しい。大気大循環モデルに組み込んでその効果を調べたとこ
ろ、南北方向の運動量収束に大きな違いがみられることが分かった。 
・高水平解像衛星観測データを用い、熱帯域のマッデン・ジュリアン振動や、南方振動に伴う成層圏
重力波活動の変動を明らかにした。さらに、南半球最終昇温の時期が春のプラネタリー波のもたらす
熱輸送の積分値でほぼ決まること、またそれに伴う下降流に経度依存性があることなどを示すことが
できた。 
・対流圏下層の擾乱活動に伴う物質輸送をより正確に記述可能な等温位座標における質量重み付き平
均系において重力波活動を 3 次元に記述する波活動度 flux を新たに導出し、論文化した。また、従来
の 2 次元理論における非断熱加熱などの非保存項と物質輸送の関係に着目し、非断熱加熱とバランス
する物質輸送の鉛直成分の 3 次元分布を記述する理論を構築し、その物理的特性を調べた（JAMSTEC
との共同研究）。 
・秒から 10 年スケールの大気変動に関する研究調査の論文を国際共同で執筆した。 
・非定常な波強制対する大気大循環の形成過程についての理論研究を行った。慣性周期より短い継続
時間の波強制が与えられると、惑星規模の重力波が発生することなどを明らかにできた。 
 
大型大気レーダー国際共同観測データと高解像大気大循環モデルの融合による大気階層構造の解明 

白夜の夏季を除き南極は太陽光が弱いため、中間圏はあまり電離せず、PANSY レーダー観測では良
好なデータは得られないと考えられていた。しかし、2015 年 3 月に初めてフルシステム観測を行っ
たところ、強い冬季極域中間圏エコーが検出された（図１左）。ところどころしか残っていない古代
遺跡の壁画のようなデータだが、強い下向きに伝播する周期約半日の波の鉛直構造がはっきり見える。
中間圏における半日周期の波の卓越は知られてはいたが、長く、潮汐波によるものと考えられていた。 
本研究では、南半球中高緯度を均一かつ高解像度にした大気大循環モデル NICAM を用いて再現実験
を行い、レーダー観測と良く似た振幅および位相構造を持つ擾乱を再現した（図 1 右）。そしてモデ
ルデータを用いて特性を調べたところ、この波動は、惑星規模の潮汐波ではなく、かといって、成層
圏でよくみられる水平波長数百 km の重力波でもない、水平波長約 2000 ㎞の巨大な重力波であるこ
とが分かった。波の特性に基づくレイトレーシング解析等から、この重力波の一部は成層圏界面で発
生していることが突き止められた。成層圏界面では、オゾン層の太陽放射加熱による半日周期の潮汐
波が発生するが、これと 1 日周期の潮汐波が重なることで、半日周期の大気重力波が発生しやすい条
件となっていることがわかった。これはロスビー波との共鳴による重力波の発生とよく似た重力波の
共鳴励起が、潮汐波に対して生じていることを示す。本研究は、中間圏に卓越する半日周期の波動が
潮汐波でなく重力波であることを示した画期的な研究であり、大気の階層構造に関する重要な知見を
与えたことになる。 
 
南極昭和基地大型大気レーダー計画 

2016 年度より、本研究は日本南極地域観測隊の担う南極重点研究観測のコアプロジェクトの 1 つ
として行われることとなった。 
・2015 年 10 月から開始されたフルシステムによる対流圏・成層圏・中間圏観測を継続している。ま
た、2018 年 1～2 月に、大型大気レーダー網を中心とする第 3 回目の国際共同観測を実施した。2 月
12 日には、過去最大規模の北極成層圏の大昇温が発生した。季節的に極域中間圏夏季エコーの終わ
りの時期であったため、PANSY レーダーでは連続的な観測データを取得することはできなかったが、



 
 

32 

他研究機関による北極域、中緯度域、赤道域、南極のオーストラリア基地での MF レーダー、流星レ
ーダーによる観測データが集積されつつある。 
・4 件の研究成果を出版した。①レーダー観測にはつきもののクラッタ―除去のアルゴリズム提案（京
都大学情報学研究科と共同研究）。②極域中間圏冬季エコーに現れていた約12 時間周期擾乱の NICAM
再現実験を行い、大規模重力波であることを突き止めた研究。③昭和基地の MF レーダーと PANSY レ
ーダーの観測データを比較し、そのエコーの成因に関する考察を行った研究（国立極地研究所と共同
研究）。④衛星と PANSY レーダーの同時観測データの解析により、重力波による極中間圏雲の変動を
捉えた研究（国際共同研究）。 
 
東部インド洋湧昇域における物理・化学・生物学的特性の統合的解明 

東部インド洋暖水域に発達する冷水湧昇域は、気候変動や海洋一次生産、物質循環などに多大な影
響を及ぼすとともに、全球規模の海洋循環経路の要である。しかし基礎的な観測データは乏しく、こ
の海域のみならず全海洋の現状把握や変動機構の理解および将来予測研究にとって大きな障害となっ
ている。このような東部インド洋湧昇域において、海洋物理・生物地球化学・生態学的特性の観測を
行うと共に、既存データ解析や数値計算を合わせ用い、湧昇システムの詳細像を統合的に理解し、イ
ンド洋や全球規模の気候や海洋生態系変動に果たす役割を明らかにする。特に物理的な視点からの解
明に貢献する。同時に、国際協力の下で進められているインド洋域の研究プロジェクトへ貢献する。 
平成 29 年度は、本研究の中核となる平成 30 年度の白鳳丸によるインド洋観測航海の準備を進めると
ともに、高解像度海洋大循環モデル OFES や大気海洋結合モデル群 CMIP5 のシミュレーション結果を
用いて、スマトラ島／ジャワ島沖湧昇域の変動特性やモデルバイアスを調べ、局所的な風応力バイア
スよりも、赤道域の風に伴うバイアスが波動として伝播する影響が大きいことを明らかにした。また、
湧昇域変動に対する海洋素過程の影響を調べるための感度実験用高解像度領域モデルの作成に着手し
た。 
 
東アジアの人為起源エアロゾルの間接効果 

エアロゾルの雲への影響（エアロゾルの間接効果）は、気候変動を引き起こす有効放射強制力の最
大不確定要因である。この不確定性を克服するためには、エアロゾルという物質科学と、気象学を融
合させた新しい統合的研究が必要である。本研究ではこのような統合的研究アプローチにより、西太
平洋の下層雲を研究対象として、海面水温（SST）と境界層の構造に着目することによりエアロゾルが
直接引き起こす雲微物理量の変化（雲のミクロな変化）と、その結果として生じる雲厚や雲量などの
雲のマクロな変化を航空機観測・衛星データ解析・数値モデルなどにより評価した。H29 年度は、
2013 年の夏季の西部北太平洋での下層雲の航空機観測を対象とした数値モデル研究を実施した。数
値モデルとしては、理化学研究所で開発されたSCALEのラージ・エディー・シミュレーション（LES）
をもちいた。エアロゾルと雲・降水相互作用を表現できるように、降水によるエアロゾルの除去を表
現できるように微物理モデルの改良をおこなった。この改良された数値モデルを使った計算の結果、
非降水時に観測されたエアロゾル数濃度（100 cm-3）や雲の鉛直構造を仮定すると、非降水性の雲が
再現される一方、時間とともに雲層が厚くなると降水し始める結果となった。一方、降水時に観測さ
れた低いエアロゾル数濃度（10 cm-3）を仮定すると降水性の雲が再現され、観測されたような雲水量
のパッチ状の構造と似た構造も現れることがわかった。さらに感度実験として、亜熱帯東太平洋の大
気の鉛直構造に見られるような強い温度逆転層を仮定すると、下層雲の鉛直発達は抑制された。 
北極ブラックカーボンの動態と放射効果 
太陽放射を強く吸収するブラックカーボン（BC）エアロゾルは、グローバル平均でメタンについで 3
番目に大きな放射強制力をもつ。北極圏では BC の雪氷面への沈着によるアルベド（反射率）低下がさ
らに温暖化を増幅させている可能性がある。近年、日本もオブザーバ参加が可能となった北極評議会
においても北極温暖化抑制のための BC 削減が検討されるなど、世界的に北極 BC が注目されている。
本研究では私たちが開発してきた BC 質量濃度測定器（COSMOS）を使った BC の高精度の連続観測を、
北極域の代表的な観測地点である諾国スピッツベルゲン諸島のニーオルスンおよび米国アラスカのバ
ローの２地点で国立極地研究所との共同研究として実施した。COSMOS は採取大気を加熱して BC 以
外の成分を揮発させて測定するが、加熱によって気化しない海塩粒子の影響を評価した結果、その影
響は 9%程度と見積もられた。またバローやニーオルスンにおける熱光学法やレーザー誘起白熱法に
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よる BC 測定ともそれぞれ 9%および 3%で一致し、北極域における COSMOS による測定精度の高さを
確認した。またこれらの観測地点で、20 年間以上の観測を実施しているスウェーデンのストックホ
ルム大学および米国海洋大気庁（NOAA）の光吸収法にもとづく BC 測定との比較を実施した結果、従
来の観測データ（光吸収量）はそれぞれ 43%および 22%過大評価されていたことが明らかとなった。 
 
海洋混合層厚の変動が十年規模気候変動に果たす役割 
 高解像度海洋同化データ（FORA-WNP30）を解析することにより、混合層厚の南北勾配が黒潮続流
に伴う冬季の海面水温前線の海面熱フラックスによる前線の強化過程に与える影響と太平洋十年規模
変動との関係を定量的に調べた。具体的には、黒潮続流前線の強度を表す指標として、冬季の 145°
E‒150°E における黒潮続流前線に伴う南北海面水温勾配で黒潮続流前線指数を定義し、様々な大気
海洋場と回帰解析を行なった。海面水温前線の強度の十年規模変動に支配的な役割を果たしている海
面熱フラックス項の各成分の寄与を調べたところ、海面熱フラックス自身ではなく、混合層厚の南北
勾配の十年規模変動が重要であることが明らかになった。つまり、水温前線が強化される時期には、
黒潮続流前線の南（北）側の混合層が平年よりも深く（浅く）なるため、冬季の海面冷却に対する感度
が下がり（上がり）、正（負）の海面水温編差が出現していることがわかった。 
 次に、北太平洋の解析の応用として、潮汐の 18.6 年周期変動が南半球の十年規模気候変動に果た
す役割について、潮汐の 18.6 年周期変動を導入した大気海洋結合モデルの実験結果を解析すること
により調べた。その結果、この実験で南アフリカ共和国北東部の夏季降水量が、潮汐混合が強い時期
に降水量が減少するという観測と整合的な傾向が見られた。その原因を探ったところ、南極環状モー
ドにも 18.6 年周期変動が見られ、観測と同様に、南極環状モードとの関連が示唆された。 
 さらに、本研究で主に取り扱ってきた海面熱フラックスによる海面水温勾配の強化・緩和における
海面熱フラックスと混合層厚の相対的な寄与を総合的に議論できるような新たなメトリックを提案し
た。黒潮続流域に適用してみたところ、混合層厚の南北勾配が支配的で、海面熱フラックスの効果が、
黒潮続流前線を強化する方向に働いていることが確認された。 
 
沿岸ニーニョ現象のメカニズムとその予測可能性 
 本研究では、観測データ、大循環モデルによるシミュレーションと感度実験の結果、アンサンブル
予測実験の結果を解析することにより、沿岸ニーニョ現象とその影響の詳細なメカニズムを明らかに
するとともに、予測可能性を評価する。本年度に得られた研究成果は以下の通りである。 
（１）水平解像度 0.5 度、鉛直 25 層の海洋大循環モデル（MOM3）を用いて、1948 年から 2012 年
までのシミュレーションを行い、ニンガルー・ニーニョ現象の発生海域における海洋混合層の熱収支
解析を行なった。その結果、沿岸域では、南北移流項と海面熱フラックス項が重要な役割を果たして
いたのに対し、外洋域では、後者のみが重要であった。（i）南北移流項：オーストラリア西岸沖に局
所的な低気圧性の偏差を生じ、北風偏差が現れる。その結果、南向きに暖水を輸送するルーイン海流
が強められ、正の海面水温偏差を増幅する。（ii）海面熱フラックス項：潜熱放出の減少と低密度水を
移流するルーイン海流の強化に伴う成層の安定化により、混合層が平年よりも浅くなるため、短波放
射によって温められやすくなり、正の海面水温偏差はさらに成長する。 
（２）クロロフィル濃度の衛星観測データや高解像度海洋大循環生態系モデル（OFES-NPZD）の結果
を解析することにより、ニンガルー・ニーニョ現象の際には、クロロフィル濃度が増大することが明
らかになった。 
（３）従来のモデルをアップデートした大気海洋結合モデル（SINTEX-F2）を用いて、2000 年から
2014 年の各月 1 日を予測開始日とする 6 ヶ月先までの 12 メンバーのアンサンブル季節予測実験を
実施し、沿岸ニーニョ現象の予測精度を評価した。その結果、ニンガルー・ニーニョ現象については、
3 ヶ月先までの予測に相関係数で 0.15 の改善が見られた。 
 
YMC 観測と気象・気候モデルを複合的に利用した海洋大陸上の MJO 変質過程の解明 

海洋研究開発機構が主導的役割を果たしている国際研究プロジェクト YMC(Years of Maritime 
Continent)において研究観測船「みらい」と陸上観測が連動した集中観測が実施され、横井が PI とし
て「みらい」に乗船すると共に、学生 1 名も乗船し観測に従事した。観測データの整備を進めると同
時に、初期的なデータ解析を行っている。我々のグループで開発したマッデン・ジュリアン振動現象
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の検出アルゴリズムを高度化し、マッデン・ジュリアン振動とその他の活発な対流活動の違いについ
て調べた。その結果、マッデン・ジュリアン振動のようなインド洋乗で発達した後に海洋大陸上を通
過して西/中央太平洋へと至る対流システムと、インド洋上のみ発達するだけで、西/中央太平洋へと
至らずに衰弱するシステムとでは、インド洋上における大規模循環の発達の度合いに違いがあること
が分かった。湿潤静的エネルギー収支や乾燥静的エネルギー収支の解析から、特に水蒸気の水平移流
に違いがあることが分かった。マッデン・ジュリアン振動として発達する場合には、東側から多量の
水蒸気が供給され、対流がより深く発達する。これまでの研究では、大気海洋結合プロセスによるマ
ッデン・ジュリアン振動の時間スケールでの海面水温変動が重要と考えられてきたが、季節内よりも
長い時間スケールでの背景としての海面水温変動がマッデン・ジュリアン振動の発達に取って重要で
あることが分かった。このような海面水温の東西偏差の重要性について検証するべく水惑星条件での
熱帯気象シミュレーションに着手した。 
 
太平洋の熱帯不安定波から放射される内部波による乱流混合の素過程解明とその影響評価 

赤道太平洋の水温躍層における鉛直乱流混合は，運動量の鉛直輸送を通じて赤道域の海流構造に影
響するだけでなく，表層から中深層への熱の鉛直輸送を通じて海面水温をコントロールし，熱帯域の
大気海洋相互作用や全球の気候変動にも影響を及ぼす重要な物理過程の一つである。赤道太平洋の乱
流混合に重要な役割を果たす現象の一つが，熱帯不安定波 (Tropical Instability Wave, TIW) と呼ばれ
る中規模擾乱である。TIW は，東部から中央部太平洋のほぼ赤道に沿って約 0.5 m/s の速度で西向き
に伝播する，波長約 1000 km, 周期約 25 日の波動であり，赤道域の複雑な海流系の順圧／傾圧不安
定によって励起されると考えられている。また，TIW は顕著な季節／経年変動を示し，ENSO のよう
な大規模な気候変動現象とも密接に関連することが知られている。しかしながら，その励起過程の詳
細は未だ十分に明らかにされていない。 
 本年度は，この TIW の励起過程を明らかにすることを目的に，赤道太平洋の複雑な流速／密度構造
を背景場として考慮した上で，その線形安定性を数値的に解析するためのモデルを構築した。本モデ
ルの特徴は，鉛直 2 次元面内における固有値問題を扱うことで，赤道太平洋の現実的な子午面構造を
考慮できる点である。本モデルで得られる固有モードは，背景流が存在しない一様成層の赤道ベータ
面における一連の赤道波や，中緯度 f 面における一様シアー流中の傾圧不安定波などについて，理論
的な解と一致することが確認された。さらに，海洋大循環モデル OFES で再現された赤道太平洋の流
速／密度場を背景場として与えた場合には，TIW とよく類似した位相速度や空間構造をもつ不安定モ
ードが得られた。今後，この不安定モードの物理特性を詳細に解析することで，TIW がどのような不
安定機構によって生じているのかを明らかにしていく。 
 
極域 UTLS における雲出現頻度極小領域及び TIL の季節性の研究 

本年度は、南極での乱流エネルギー消散率の推定について研究を実施した。南極昭和基地における
大型大気レーダー及びラジオゾンデそれぞれから、自由大気中の乱流エネルギー消散率の推定を行い、
それらを比較した。南極の自由大気中の乱流エネルギー消散率の推定は、世界初の試みである。また、
ラジオゾンデに基づく推定の検証は十分に行われておらず、今回、先行研究と比べ 2 桁大きなサンプ
ル(数 1000 回)のラジオゾンデ観測データに基づく検証を実施した。本研究では、Thorpe 長と
Ozmidov 長との間の比例定数を 1 とした。その結果、レーダー・ラジオゾンデのどちらの推定におい
ても、高度 1.5～20km において、エネルギー消散率は同程度の値の幅を持つことが示された。高度
依存性を調べると、成層圏で２つの推定結果はよく一致するのに対し、対流圏ではラジオゾンデの推
定値のほうが大きかった。先行研究での直接数値計算の結果を踏まえると、この結果は、対流圏と成
層圏で卓越する乱流発生源のメカニズムの違いがあることを示唆している。季節変化を調べると、冬
季から春季にかけて、成層圏の乱流のエネルギー消散率が増大する傾向にあることがわかった。これ
は、大気重力波の季節変化と対応している、それらの関係を強く示唆するものである。 
 
 
5.2 宇宙惑星科学講座 
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天体プラズマの高効率観測に向けた極端紫外光検出器の開発研究 
マイクロチャンネルプレートの量子効率を評価するための真空紫外ビームラインを整備し、実際に

光電物質を蒸着した試作品に対して評価試験を行った。また、マイクロチャンネルプレートの一本一
本のポアに対する光の入射角や波長を様々に変化させ、量子効率を最大化するための蒸着条件を決定
し、さらにその条件で制作した試作品の感度の経年変化を評価した。その結果、3um 程度の蒸着厚で
入射面を覆ったマイクロチャンネルプレートを窒素パージ雰囲気の中で保管すれば、半年程度の期間
ならば量子効率に悪影響を及ぼさないことを確認できた。この結果は、探査機打ち上げ時のオペレー
ションにおける制約を軽減し、大幅なコストカットと効率の良い観測の実現につながる。また、これ
まで市販の光源を用いてきた極端紫外領域のビーム光源に関して、自作の高周波回路基板を制作し、
任意のガス（ヘリウム、アルゴン、酸素等）を励起させて輝線を放出させる手法を確立した。この結
果、マイクロチャンネルプレートの量子効率試験における波長選択の自由度を向上させることができ
る。したがって、研究でも量子効率の波長依存性や、経年劣化の波長依存性にも着目して評価するこ
とができた。なお、本研究の結果、マイクロチャンネルプレートの量子効率は長波長ほど低下しやす
いという結果が得られている。以上の成果から、自作のビームラインと、光電物質蒸着のマイクロチ
ャンネルプレートの性能評価を通して、これまでよりも少ない労力で高精度な天体観測を実現できる
ことを示した。 
 
超小型火星探査機用 Ne 計測装置の基礎開発 

火星大気に含まれる Ne の同位体比を質量分析計で測定する際には、同じ質量電価比をもつ“Ar 二
価イオン”が妨害成分となり、測定精度を下げる要因となる。そこで本研究では分子種により透過特
性の異なる分離膜を用いて、質量分析部に導入する前に Ne と Ar を分離し、上記の問題を解決するこ
とを目指す。膜材の候補として、真空実験に一般的に用いられるバイトンとポリイミドを選択し透過
特性を評価した。その結果、厚さ 125μm のポリイミド膜を用いた分離膜に地球大気（~105Pa）を
透過させると、20Ne/40Ar 比を 10-3 程度（地球大気の値）から 10^2 程度まで向上させられるとい
う結果を得た。また厚さ 1mm のバイトン膜を用いた場合は 20Ne/40Ar 比を 3 桁向上させられた。
これらの結果は物質内の分子拡散を考慮した理論計算との整合性も確認した。火星大気組成を仮定し
た透過の理論計算と質量分析計内で作られる Ar++/Ar+比（約 0.1）とから、厚さ約 100μm のポリイ
ミド膜を用いることで Ne 測定が可能であることがわかった。Ar++の寄与を補正することで、火星大
気進化を知る上で重要な 20Ne/22Ne 比を精度 5%-10%程度で測定できる見通しが立った。また、火
星探査に必要な宇宙空間航行期間を念頭に放射線劣化によるポリイミド膜の透過特性への影響を調べ
た。実験の結果 50 krad のガンマ線を照射する前後で、ポリイミド膜に対する Ne、Ar の透過量に有
意な違いは見られなかった。この結果から、ポリイミド膜は火星大気 Ne 同位体測定装置用の分離膜
として十分な放射線耐性を有しているといえる。さらに、光学的にイオン種を分別する可能性も考慮
し、真空中での光学試験装置を構築した。搭載機器を真空環境下で評価するために必要な環境を構築
できた。また、本研究の成果から実際のミッションの実現へと繋げるために積極的に海外の研究者と
会合を設け、5 年以内に打ち上げ可能な相乗り型超小型探査機の実現に向けた検討を開始した。 
 
エッジワース・カイパーベルト天体起源岩片の探索によるニースモデルの物質科学的検証 
 角レキ化隕石は強い衝撃変成作用を受けているが、この影響でカンラン石がどのような変化を受け
るかについて注目して研究を行なった。特に衝撃変成作用の強い火星隕石では、黒色化などの変化が
普遍的に見られるため、電子顕微鏡やラマン分光計などで分析し、黒色領域は高圧相転移→逆相転移
を経験している可能性を示した。黒色カンラン石を含む火星隕石は高い衝撃圧を経験したにも関わら
ず高圧鉱物を含まないことが普通であるが、これは従来衝撃ステージ分類の指標とされてきた高圧鉱
物が、その単純な有無だけでは指標として十分ではなく、形成と消失の速度論的効果を考慮する必要
があることを示している。 
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 ポリミクトユレイライト隕石である Almahata Sitta の詳細な鉱物学的分析を行い、trachyandesite
と斜長石を含むユレイライト２つの破片についての形成環境の推定を行った。Trachyandesite は斜長
石の鉄価数から酸化的な環境で形成されていることがわかり、極還元的であったと考えられていたユ
レイライト母天体で酸化的環境が存在していたことを示した。また、斜長石を含むユレイライトは他
の普通のユレイライトと同様に急冷過程を経たことをカンラン石の組成から示し、斜長石の存在が特
異ではなかったことが明らかになった。 
 Kaidun 隕石は、多種の隕石岩片を含む角レキ岩隕石であるが、これまでに見つかっていない水質
変成を受けたエンスタタイトコンドライト岩片を発見し、詳細な分析を行った。エンスタタイトコン
ドライトは地球と同じ同位体組成を持つことから、地球の原材料物質になったことが指摘されている
が、水などの揮発性成分は別の材料を必要するとされ、どのような過程でもたらされたかは議論が続
いている。水質変成を受けたエンスタタイトコンドライトは地球の材料物質にそのままなり得る可能
性があり、今後は水素同位体比測定などを行う必要がある。 
 
無衝突衝撃波による粒子加速 

超新星残骸や活動銀河核（AGN)ジェットでは衝撃波によって宇宙線（高エネルギー粒子）が作られ
ていると考えられている。そしてその粒子加速機構として古典的フェルミ加速モデルが提唱されてい
るが、詳細なプラズマ過程については未解決である。特に衝撃波近傍で加速の初期段階におけるプラ
ズマ過程は強い非線形性のためにこれまでの理解は限定的であったが、最近の大規模プラズマ粒子シ
ミュレーションによって急速に進展してきている。この問題を解決するために、2 国間交流事業（学
術）プログラムを利用してポーランド・核物理研究所等と共同研究を行っており、非相対論的高マッ
ハ数の準垂直衝撃波では、ブーネマン不安定やワイベル不安定を介して電子が１MeV 程度まで加速さ
れることが明らかになってきた。また超相対論的垂直衝撃波においては、衝撃波上流に伝搬する電磁
波の航跡場加速が重要な役割を果たし、粒子加速が効率よく起きる可能性を示した。 
 
無衝突磁気リコネクション中でのプラズマ加熱と粒子加速 

宇宙プラズマでは、反平行磁場成分があると磁気リコネクション過程により磁場エネルギーが解放
されることが知られているが、X 点での磁場散逸を担うミクロ過程には未解決が山積している。また
磁場散逸機構はマクロな系全体のエネルギー変換を支配するので、これまでのプラズマ加熱や粒子加
速は、まだ定性的な理解に留まっている。一方米国 NASA の MMS 観測衛星によるプラズマ直接観測
で、リコネクションの散逸領域の詳細観測に成功し新しい観測結果が出てきている。これらの観測を
理解するために、スイスの宇宙科学研究所を拠点にして、日米欧の研究者と共同研究を行っており、
特にリコネクションに伴う電子とイオンの選択的加熱や乱流波動に伴う電子加速について研究を進め
ている。これまでの成果としては、磁場拡散領域での非断熱過程と磁気島の圧縮による断熱過程を無
衝突系の熱力学として記述することに成功し、イオンのが電子より数倍程度高温になる理論モデルを
提唱した。 
 
超小型火星探査機用 Ne 計測装置の基礎開発 

火星大気に含まれる Ne の同位体比を質量分析計で測定する際には、同じ質量電価比をもつ“Ar 二
価イオン”が妨害成分となり、測定精度を下げる要因となる。そこで本研究では分子種により透過特
性の異なる分離膜を用いて、質量分析部に導入する前に Ne と Ar を分離し、上記の問題を解決するこ
とを目指す。膜材の候補として、真空実験に一般的に用いられるバイトンとポリイミドを選択し透過
特性を評価した（図 1）。その結果、厚さ 125μm のポリイミド膜を用いた分離膜に地球大気
（~105Pa）を透過させると、20Ne/40Ar 比を 10-3 程度（地球大気の値）から 102 程度まで向上さ
せられるという結果を得た。また厚さ 1mm のバイトン膜を用いた場合は 20Ne/40Ar 比を 3 桁向上
させられた。これらの結果は物質内の分子拡散を考慮した理論計算との整合性も確認した。火星大気
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組成を仮定した透過の理論計算と質量分析計内で作られる Ar++/Ar+比（約 0.1）とから、厚さ約 100
μm のポリイミド膜を用いることで Ne 測定が可能であることがわかった。Ar++の寄与を補正するこ
とで、火星大気進化を知る上で重要な 20Ne/22Ne 比を精度 5%-10%程度で測定できる見通しが立っ
た。 
また、火星探査に必要な宇宙空間航行期間を念頭に放射線劣化によるポリイミド膜の透過特性への影
響を調べた（図 2）。実験の結果 50 krad のガンマ線を照射する前後で、ポリイミド膜に対する
Ne、Ar の透過量に有意な違いは見られなかった。この結果から、ポリイミド膜は火星大気 Ne 同位体
測定装置用の分離膜として十分な放射線耐性を有しているといえる。 
さらに、光学的にイオン種を分別する可能性も考慮し、真空中での光学試験装置を構築した。搭載機
器を真空環境下で評価するために必要な環境を構築できた。また、本研究の成果から実際のミッショ
ンの実現へと繋げるために積極的に海外の研究者と会合を設け、5 年以内に打ち上げ可能な相乗り型
超小型探査機の実現に向けた検討を開始した。 
 
地球と火星の比較に基づく惑星電磁気圏環境に固有磁場強度が与える影響に関する研究 
 惑星周辺の宇宙環境（電磁気圏環境）は、その惑星の持つ固有磁場の強さによって大きく異なる。
しかし、現在の知見では、固有磁場強度が変化したときに、電磁気圏環境や大気流出量がどのように
変化するのかを予測できる段階には達していない。地球型惑星からの大気流出の理解に不可欠な惑星
電磁気圏環境の基本的な性質には、物質輸送とダイナミクス、環電流およびプラズマ圏の形成、大気
流出機構の３つがある。本研究の目的は、この３つの基本的性質に焦点をしぼり、地球と火星の比較
に基づいて、地球型惑星の電磁気圏環境に固有磁場強度が与える影響を解明することにある。 
 研究計画第 2 年度である平成 29 年度には、観測との比較による数値モデルの改良を勧めるため、
火星探査機 MAVEN の観測データを中心に、データ解析研究を推進した。特に残留磁化の多い南半球
と残留磁化が少ない北半球に着目し、火星からの流出イオンの分布や誘導磁気圏界面の位置に南北非
対称があること、太陽風電場の向きと惑星の残留磁化の位置の組み合わせによって、特に密度の高い
イオン流出が見られることなどが明らかとなった。また、地球に関しては、過去２0 年近く蓄積され
ている EISCAT レーダーデータの解析を進め、太陽風変動による地球におけるイオンアップフローの
出現条件を統計的に調べるなどの研究を推進した。また、数値シミュレーションに関しては、平均的
な太陽風条件下で、火星周辺電磁気圏環境の多成分グローバル MHD シミュレーションを実行し、固
有磁場がない場合とある場合のシミュレーション結果を詳しく比較した。その結果、固有磁場がない
場合の大気散逸が、火星探査機 MAVEN の観測結果と矛盾しないことを確かめるとともに、弱い双極
子型の固有磁場（惑星表面赤道で 100nT）を持つ場合には、大気流出に磁気再結合機構が重要な役割
を果たすこと、及び大気散逸率がむしろ増加することを明らかにした。 
 
地上多点ネットワーク観測による内部磁気圏の粒子・波動の変動メカニズムの研究 
 本研究では、磁気緯度（地磁気の極を 90 度とした緯度）で 60 度付近の緯度帯（サブオーロラ
帯）に、北半球で地球を一周するように経度方向に 8 カ所の観測点を国際協力によって開設し、地球
周辺の宇宙空間で地球のまわりを経度方向に周回しているプラズマ粒子の地球大気への降り込みや、
これと相互作用する周波数が 0.1Hz-10kHz の電磁波動を観測する。これらの観測を、新しい人工衛
星による宇宙空間での粒子・波動の直接観測や波動粒子相互作用のモデリングと組み合わせることに
より、内部磁気圏におけるプラズマ粒子と電磁波動の変動過程をグローバルに把握するとともに、そ
の変動のメカニズムを定量的に明らかにすることを目的にしている。2017 年度には、主に以下の研
究を実施し、東京大学のグループでは、このうち、数値モデリング、および、あらせ衛星および関連
地上観測と数値モデリング結果の比較研究の部分を担当した。 
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・既存の観測点の自動定常観測を維持・継続するとともに、ロシアの Istok 観測点にカメラ、VLF ア
ンテナ、リオメータ、ロシアの Zhigansk 観測点にリオメータ、ロシアの Maimaga 観測点に VLF ア
ンテナ、アラスカの Gakona 観測点に VLF アンテナをそれぞれ設置し、自動定常観測を開始した。 
・平成 29 年 3 月に定常観測を開始した日本の ERG（あらせ）衛星の軌道に合わせて、平成 29 年
秋・冬に第 2-4 回のキャンペーン観測を行った。また、米国の Van Alllen Probe 衛星、THEMIS 衛星
などの内部磁気圏衛星との同時観測データの解析を進めた。 
・波動と粒子の相互作用を局所的およびグローバルに評価するモデリングの開発を継続し、これらの
観測と比較することで、モデルの改良と粒子加速・消失の定量評価を行った。 
・国内・海外との共同研究を促進するために、これらの観測で得られるデータを ERG サイエンスセン
ターと IUGONET によるデータベースを利用してデータベース化した。 
 こうした研究により、グローバルシミュレーションにより、放射線帯電子の加速に寄与すると考え
られている Pc5 帯の波動のうち、太陽風動圧で励起される成分については、その空間分布を、グロー
バル MHD と環電流モデルの結合シミュレーションで、定性的には再現できること、などが明らかに
なった。 
 
初期太陽系における同位体組成均一化過程に関する研究 

本年度は、(1) ベリリウム－ホウ素 (Be-B) 同位体分析用のメリライト組成のスタンダードの作成
と NanoSIMS 分析における相対感度係数の決定、(2) NanoSIMS による CH/CB コンドライト中の CAIs
の Be-B およびアルミニウム－マグネシウム (Al-Mg) 同位体分析、(3) 誘導結合プラズマ質量分析計
(ICP-MS)による LL コンドライト中のコンドルールの Mg 精密同位体分析をおこなった。(1) では、新
たに合成したメリライト組成のガラススタンダードを用いて正しい相対感度係数を求めることに成功
した。(2) では、そのスタンダードを用いて CH/CB コンドライト中の CAI を分析し、初生 10Be/9Be
比に大きなばらつき (~1E-4 から 3.3E-3) があることを発見した。それをもとに、10Be の起源が原始
太陽からの高エネルギー粒子の照射によるものであるとの議論をおこなった。(3) では隕石試料から
の Mg の抽出・精製法と、ICP-MS を用いた精密 Mg 同位体分析法を確立し、LL 3.15 コンドライト中
のコンドルールに適用した。その結果、コンドルールの過剰 26Mg が -20 ppm～0 ppm の間にばら
つくことを発見した。この結果のひとつの解釈として、コンドライトの形成領域における 26Al の存
在量（26Al/27Al 同位体比）の不均一の可能性が考えられる。今後の検証・高精度分析データの蓄積
が重要である。 
 
太陽彩層におけるダイナミクスおよび加熱過程の理論的解明 

本研究の目的は、太陽彩層における、プラズマ・磁場・放射が織りなす物理現象について数値シミ
ュレーションを用いて解明し、Solar-C 衛星計画のための理論的裏付けを準備することを目的とす
る。具体的には、非局所熱力学平衡状態の輻射輸送を含む多次元磁気流体シミュレーションコードを
構築し、(1)彩層中の波動生成・伝播・熱化過程や、(2)スピキュールと呼ばれるジェット現象の解
明、(3)彩層加熱の問題に挑む。 
2017 年度は、以下の個別課題につき研究を実施し、順次論文を出版または投稿した。 
「彩層波動伝播」研究では、最近の観測で見つかったスピキュールにおける高周波数振動現象を説明
するモデルとして、縦波から横波への彩層内でのモード変換を提案した。「太陽風加速・コロナ加
熱」研究では、従来独立に調べられてきた、衝撃波加熱機構と乱流加熱機構とを、自己調和的に取扱
い双方の相対的重要度を評価した。近々打ちあがる予定の太陽圏ミッション Paker Solar Probe への
提言を含み、観測が待たれる。「プロミネンス形成」については 3 次元シミュレーションを実施し
た。プロミネンス内部での磁気 Rayleigh-Taylor 不安定で誘発される乱流状態の再現に成功し、観測
との整合性を議論した。「スピキュール再現の多次元シミュレーション」については、光球での渦運
動でねじられた磁束管の磁気 Lorentz 力の重要性をあたらしく指摘する結果を 3 次元シミュレーショ
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ンから得た。「太陽内部」研究では、Prandtl 数（粘性対熱伝導比）が磁気乱流効果で 1 より大きく
なると推測されているが、この結果、熱対流運動が相対的に安定化し速度が抑制され、観測とより整
合的となることがわかった。 
 
大規模運動論的シミュレーションで解き明かす内部磁気圏の物理素過程 

地球の内部磁気圏領域は平均的には双極子磁場の支配的な低ベータ領域であるが，磁気嵐時などに
はプラズマシートからのプラズマ供給によって，リングカレント粒子のプラズマ圧が磁気圧と同程度
になることが分かっており，このような場合のプラズマダイナミクスを調べるのが本研究の大きな目
的である．特に，内部磁気圏領域での周波磁気流体(MHD)波動(ULF 波動)の起源として考えられてき
たプラズマ不安定性の理解を目指し，背景プラズマを MHD とし，リングカレント粒子のみを運動論
的に扱う独自開発の数値シミュレーションモデルを用いて研究を行った． 
内部磁気圏を模擬したモデルとして，磁力線の曲率を無視したスラブ配位のもとで，磁気圧とリング
カレント成分のプラズマ圧力がバランスした平衡状態を初期条件とした数値シミュレーションを実施
した．ここでリングカレント成分に温度異方性(Tperp > Tpara)を与えた場合は，パラメータによって
ミラー不安定性と電磁イオンサイクロトロン(EMIC)不安定性が励起され得る．ただし，本研究で考え
るパラメータ領域では EMIC 不安定性の方がミラー不安定性よりも優勢である．ところが，初期にミ
ラー不安定性の条件を満たさない場合であってもミラー不安定性に特徴的な磁気圧とプラズマ圧の負
相関が現れることがシミュレーション結果から分かった．シミュレーションで得られた分布関数デー
タの解析から，これは初期に EMIC 不安定性によって励起された Alfven 波によるピッチ角散乱が bi-
Maxwellian 分布とは異なる分布を形成し，これがミラー不安定性に対する運動論的な不安定条件を満
たすことが分かった．今後はこの過程が起こる条件，特に磁気圏物理への適用可能性について議論を
進めていく予定である． 
 
半球型の視野を持つ非熱的電子分析器の新規開発 

本研究の目的は，半球型の視野を持つ非熱的電子(>10keV) 分析器を開発し，宇宙プラズマの非熱
的電子生成（加速）機構研究に新たな光をあてる事である．このため，平成 26 年度から 28 年度ま
でに，(1)オプティクス部分の設計・製造，(2)検出器（アバランシェフォトダイオード, APD）の設
計・製造，(3)信号読み出し回路の設計，(4)高圧電源基板の回路・基板設計，(5)制御基板の回路・基
板設計，(6)信号読み出し回路基板の製造・試験，および(7)センサ回路部筐体構造の設計，(8)ロケッ
ト実験の検討を実施してきた．これに引き続き，平成 29 年度には，(9)高圧電源基板・制御基板の製
造，(10)全体組上げ，(11)性能試験などを実施した．高圧電源基板に関しては，単体での性能試験
（DCDC の出力リップル調査，高圧出力の線形性・リップル調査）・回路修正などを実施した．制御
基板についても単体でのテレメトリ・コマンド確認試験を実施した．そのうえで信号読み出し基板と
接続してテストパルスを入力し，想定通りの動作を確認した．また，シャーシへの取り付けも確認
し，細部の形状修正なども実施した．その後の組上げ後の性能試験（大気中の X 線照射および真空中
での電子照射）では，所期の低雑音レベル及びエネルギー分解能が得られた．さらには，搭載検討を
実施していた観測ロケット（米国のロケット）への搭載が決定し，2018 年度冬期に打上・観測が予
定されている． 
 
惑星探査機搭載用質量分析器の開発 

本研究では，惑星表層物質・高層大気の質量分析を可能にする観測器を開発する．本年度は，ガス
化した表層物質や高層大気の中性粒子を質量分析部に導入する前段でイオン化する機構として，電子
銃の開発を開始した．質量分析の感度を上げるためには電子銃の放出電流が鍵となることから，本研
究では大きな放出電流を得ることを目指している．検討の結果，過去に飛翔実績のあるタイプの電子
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銃に比べて同程度の消費電力で数倍以上の放出電流が見込まれる設計を見出し，現在ブレッドボード
モデルを製造中である． 
 
多点観測を用いた磁気嵐中のリングカレント酸素イオン増加の時間空間変動に関する研究 

本年度は、交付申請書の「研究の目的」に記載した課題 1「磁気嵐中の内部磁気圏酸素イオン圧の
空間分布と磁気嵐規模に対する寄与」について、「研究計画・ 方法」の手法 I を用いて調査した。イ
オン圧に寄与するイオンのエネルギー帯(寄与エネルギー帯、数 keV から約 100 keV)を十分にカバー
し、時間分解能が過去 の観測よりも非常に高い(約 8 秒)、あらせ衛星搭載 MEP-i 粒子検出器で得ら
れた水素イオンおよび酸素イオンのデータを用いた。 具体的には、あらせ衛星がこれまで観測した
6 つの磁気嵐の主相と初期回復相における、水素および酸素イオンのエネルギー密度の空間分布(主に
動径方向)を調べた。次に、エネルギー密度比(O+/H+比)が、磁気嵐規模の指標である Dst 指数とどの
ような関係があるかを調査した。得られた成果は以下の通りであり、研究代表者はこれらを国内外の
研究集会で発表した。 
(1) 深内部磁気圏に位置する高プラズマ圧領域の地球側境界では、磁気嵐規模によらず O+/H+比が高
い(1 より大きい)。 (2)より遠い内部磁気圏(静止軌道付近)では、O+/H+比の時間変動が深内部磁気圏
に比べ大きい。 
(3) O+/H+比は Dst 指数 SYM-H 指数と相関は低い。 (1)はドリフト輸送中の電荷交換反応に伴う消失
率の差異、(2)はサブストームに伴う短時間スケールの輸送・加速現象がそれぞれ原因であると考えら
れ、数値計算も含めて調査を継続している。(3)は時間分解能の低い過去の観測とは異なる結果であ
り、O+イオンの選択的・優先的加速を解明する上で非常に興味深く、事 例解析と統計解析の両面か
ら調査を継続している。 
 
内部磁気圏編隊衛星データを用いたリングカレントイオン加速と消失に関する研究 

本年度は、交付申請書の「研究と目的」に記載した課題 1 と 2 について、「研究実施計画」に記載
した手法で実施した。2016 年 12 月 20 日に打ち上げられ、2017 年 3 月 24 日に定常運用を開始し
た「あらせ」衛星に搭載されている MEP-i 粒子検出器によって計測された中エネルギー帯イオンの微
分フラックスデータを用いた。 
あらせ衛星がこれまで観測した 6 つの磁気嵐の主相と初期回復相における、水素および酸素イオンの
エネルギー密度の空間分布を調べた。次に、エネルギー密度 に対してどのエネルギー帯が多く寄与
しているか、各粒子種について調べ、その「寄与エネルギー帯」が地心距離にどのように依存するか
調べた。その結果、水 素イオンの寄与エネルギー帯は、深内部磁気圏(L 値が 4~5 以下)では 20-80 
keV、静止軌道付近(L 値が 4~5 以上)では 40-100 keV であった。また、酸素イオンの寄与エネルギー
帯は深内部磁気圏では水素イオンと同じであったが、静止軌道付近では 60-150 keV であった。この
寄与エネルギー帯の質量依存は、サブストーム 活動などに伴い酸素イオンが効率的あるいは選択的
に加速を受け、内部磁気圏圧力増加に影響を与えていることを示唆している。実際、磁気圏近尾部に
おいて O+ のフラックスのみが急増する現象も確認されている。 
昨年度までに実施した研究の成果も合わせて、国内学会や国際学会での招待講演および海外の研究所
でのセミナー等で発表し、リングカレントイオンのダイナミクスについて国内外の研究者と議論し
た。 
 
部分電離プラズマ中の宇宙線加速機構の解明と初期宇宙への応用 

部分電離プラズマ中を伝搬する無衝突平行衝撃波(磁場の向きと衝撃波法線の向きが平行)の 2 次元
プラズマ粒子シミュレーションを世界で初めて行った。垂直衝撃波の時と同様に、電荷交換反応によ
り生じた下流の高温の水素原子が上流に向かって染み出すこと、それらが電離したのちに上流プラズ
マと相互作用することで衝撃波構造を変えることを示した。垂直衝撃波とは異なり、衝撃波上流では
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共鳴型不安定や非共鳴型不安定が励起されることを発見した。また、電離度が非常に低い( fi = 0.1 )場
合の部分電離プラズマ中を伝搬する無衝突垂直衝撃波(磁場の向きと衝撃波法線の向きが垂直)の 2 次
元プラズマ粒子シ ミュレーションを世界で初めて行った。電離度が 0.5 程度の場合と同程度の水素
原子の上流への染み出しが生じることを示した。一方で電離度は非常に低いので、上流のプラズマ成
分は非常に少なくなる。その結果、衝撃波構造の変化は非常に大きくなり、宇宙線の加速には適さな
くなることが明らかになった。宇宙線を加速するには電離度として 0.5 程度必要であることが明らか
になった。宇宙線加速について電離度の制限が存在することを世界で初めて示した。また、初期宇宙
での宇宙線加速について理論的に調べた結果、最初の星が超新星残骸を作る際に、宇宙線が z = 20 
ごろに 60 GeV まで加速されることを明らかにした。同じ z = 20 程度の時期に生じる構造形成に伴
う衝撃波は、電離度が非常に低い衝撃波となるため宇宙線を加速することができないことも判明し
た。 
 
分子雲における氷・有機物生成 

星間分子雲における氷・有機物の生成・進化過程の全体像を明らかにすることを目的とし，本研究
計画では，分子雲に存在する低温の星間塵上で起こる原子反応および光化学反応に関する実験を系統
的・定量的におこなう．その上で，各種反応の反応速度，生成物の分岐比などを決定することもめざ
す．実験生成物の化学組成・同位体組成や，分子雲の天文観測や化学モデリングなどの研究成果を包
括することにより，分子雲における化学進化の大筋を描き出す．光化学反応実験装置を用いて，不純
物を含む氷（H2O, CO, CH3OH, NH3）への紫外線照射による有機物生成実験をおこなった．生成さ
れた有機物を，各種顕微鏡を用いて観察し，分子雲有機物は平坦な構造を低密度雲有機物はポーラス
な構造を示していることを明らかにした．この過程で紫外線照射を受けた非晶質氷が 50-140K の広
い範囲で粘性の大きな液体になっていることを発見した．この液体状の物性が紫外線を照射したアモ
ルファス H2O 氷でも発現することを確認した．この結果は，氷は 136K 以下の温度では固体と思わ
れてきたこれまでの常識を覆えす結果で，非常に意義のある成果であった． 
 
隕石中の難揮発性包有物の形成速度論に基づく太陽系最初期の物理化学環境解析 

太陽系形成の最初期に内側太陽系で高温ガスからの固体凝縮プロセスや加熱による固体溶融プロセ
スがあったことは，始源的隕石中の難揮発性包有物（CAI や AOA）の存在から明らかである．惑星材
料物質が経験したこの高温プロセスは，原始星や原始惑星系円盤の天文観測でも観測されておらず，
その物理化学環境はいまだにはっきりとしない．本研究では，難揮発性包有物の同位体岩石学・鉱物
学的研究に，室内実験による難揮発性包有物の再現実験を組み合わせ，太陽系最初期の高温プロセス
の物理化学環境を定量的に制約する．特に本研究により，原始惑星系円盤内縁領域の圧力条件，水蒸
気分圧とガス／ダスト比が新規決定できることが期待される．本年度は以下の研究成果が得られた．
CAI 形成場推定のための室内実験を実施した．低圧水素ガス中での CAI 模擬メルトからのマグネシウ
ム，ケイ素の蒸発実験をおこない，水素によって，蒸発が促進されることを確認した．同時に蒸発速
度が増加しても，蒸発による化学組成の変化のトレンドは同じであることがわかった．また，低水蒸
気圧・高温での CAI 模擬物質の溶融・結晶化実験を開始し，蒸発によって，結晶化するメリライトの
組成や形成される組織が変化することも明らかになった． 
 
地球とコンドライトの化学組成：初期太陽系円盤での主要元素分別 

始源隕石コンドライトや地球型惑星の主要元素組成は，初期太陽系での元素分別過程で決定された
と考えられる．主要元素であるマグネシウム・ケイ素の存在比が地球と始原隕石コンドライトで異な
ることが知られており，この分別過程の鍵となると考えられるのは，フォルステライト（Mg2SiO4）
とケイ素に富んだガスとの低圧条件下での反応によるエンスタタイト（MgSiO3）形成による固体
Mg/Si 比の変化過程である．本研究では，初期太陽系を模擬した低圧条件でエンスタタイト形成実験
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をおこない，その反応速度を決定する．結果を基に初期太陽系円盤でのエンスタタイト形成効率を推
定し，Mg/Si 分別が起きる条件およびコンドライトや地球の元素組成の関係を議論する．エンスタタ
イト形成の基板となるフォルステライトの低圧下での形成プロセスの理解が不十分であることもあ
り，フォルステライト形成過程を実験的にまず解明した．具体的には，水蒸気存在下ではフォルステ
ライトの蒸発が抑制されること，ただし，低温条件においては，水蒸気による抑制の効果は熱力学的
予想ほどには効かず，水素による蒸発促進の効果が卓越することがわかった．また，フォルステライ
トの低圧水素・水蒸気雰囲気での気相成長の反応障壁は蒸発の反応障壁と同程度もしくは小さいこと
が明らかとなった． 
 
 
5.3 地球惑星システム科学講座 
 
史上最大大量絶滅期の無酸素海洋の要因としての火山活動と高一次生産の評価 

主な活動として、分析環境の整備、野外地質調査試料採取、炭素同位体比、オスミウム同位体比分
析を行った。環境整備は、岩石粉砕装置とその周辺機器を東京大学に整備し、硬質な岩石を効率的に
粗砕できるようになった。また、分担者の朝比奈は、産総研に GC-MS 分析用のシリカカラムを導入
し、有機 
分子分析の準備を行った。 
 主な野外調査活動の成果として、岩手県におけるペルム紀/三畳紀境界の露頭を調査した結果、前
期三畳紀黒色粘土層中に鍵層を見出して露頭の複雑な褶曲構 
造を明らかにした。該当の粘土岩層のサンプルを基に有機炭素同位体比分析を行い、浅海域の三畳紀
層序と対比を行った。研究代表者の高橋と分担者の黒田は、 
大量絶滅境界期を記録した約 30 試料の粉末について、オスミウム（Os）とレニウム（Re）を精錬
し、ICP-MS および TIMS 装置を用いて分析を行った。大量絶滅期のサンプルは、Re と Os がともに
高濃度に含まれる。Re が Os 同位体比にもたらす放射壊変の影響を補正して Os 同位体比を評価した
結果、大量絶滅層準直上に顕著に低い値が検出された。このトレンドが火山活動の増加を示すシグナ
ルかどうか検討を進めている。 
 前期三畳紀－中期三畳紀境界期に堆積した黒色粘土層の存在について論文を国際誌 paleo-3 誌に公
表した。国際シンポジウム IGCP630 仙台大会、国際放散虫研究 
集会新潟大会にてセッションを企画し、大量絶滅事変に関する研究成果の情報交換と交流を行った。 
 
CO2 湧出口における造礁サンゴからソフトコーラルへの群集シフト 

硫黄鳥島のサンゴ類が，昨年の白化からの回復していることをコドラート調査およびライントラン
ゼクト調査から確認した．さらに加入と定着試験のために，ＣＯ２湧出口と湧出口近く，湧出口から
離れたコントロールポイントの３点に，実験区を設けて，底生生物を除去して岩盤の露出した裸地を
作った．この裸地を用いて底生生物の移入と定着，遷移の観察を開始した．定点においては，水温，
塩分，溶存酸素，濁度などの連続計測を開始した．また，海水試料を採取して，ＣＯ２湧出量の空間
的時間的変化と，群集代謝による応答を評価した．湧出口に近い北側ほどＣＯ２濃度が高い傾向が継
続していることを確認した一方，調査地域全体としては，２０１６年に活発に起こっていたＣＯ２の
湧出が２０１７年７月に一度弱くなり，その後再度活発になっていることがわかった．また，夜間の
採水調査を初めて実施し，昼間よりも高いＣＯ２濃度を観測した．低潮位と夜間の主に呼吸による生
物活動に因るものだと考えられる．ｐＨ計測については，簡易で安価な現場型ｐＨロガーの本格的な
測定にむけて，電極性能の確認と検出電極表面での微量成分の濃縮について検討し，実用化試験のた
めに現地に設置した．また，ＣＯ２湧出口近くの堆積物を採取して，その環境ＤＮＡを用いた生物多
様性解析をおこない，サンゴ礁海域とは異なるＤＮＡの分布を確認した．これはソフトコーラルによ
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るものと推測される．今後，より広い範囲で堆積物を採取し，湧出あり／なしの生物多様性を比較す
る． 
 
海洋生態系の酸性化応答評価のための微量連続炭酸系計測システムの開発 

海洋酸性化によるサンゴ礁生態系の応答を評価するためには，現場海水の炭酸系計測が非常に重要
である(Cyronak et al., 2018)が，現状ではマンパワーによるサンプリングと分析に頼っている．本課
題では，小型・省電力で，長期に安定的に微量・連続試料のアルカリ度をフロー系で計測するシステ
ムを開発する．開発するシステムの目標性能は，以下の通りである．  
１）精度・確度は，滴定と同等の（2000µmol kg-1 に対して）2µmol kg-1． 
 0.1%の精度は，飼育実験，野外における生物代謝を 1%の精度で測定するために必要である． 
２）1mL min-1 のフロー中で酸を加え，応答時間 5 分以内（試料量にして 5mL）で計測する．  
３）ブイに搭載して，１ヶ月自動運転する．消費電力は 40W 以下，重量は 5kg 以下． 
４）pH (±0.002)，CO2 (±2µatm)，全炭酸（±2µmol kg-1）と組み合わせ，海洋の炭酸系と群集代
謝を精密に決定する． 
 上記目標性能を達成するために，以下の開発項目の解決をはかることが必要である． 
A）微量計測：微少電極の開発．ペリスタポンプの導入．  
B）省電力・小型化： ペリスタポンプの導入．温度制御方式の検討． 
C）安定計測：電極の安定性を高める．ドリフト対策．比色法の検討．  
D）実験室・実海域への適用：最適な電源ユニット，ブイシステム．  
E）標準海水の作成・維持：２次標準試料の作成・維持． 
これまでに，機器に必要な各コンポーネント（ポンプ，計測部，フィルター，排出カラム，チューブ
など）の選定作業をし，ペリスタポンプと ISFET センサー，そしてミリ単位の流路をアクリル板に彫
る mini－TAS を採用することに決定した．平成 29 年度はそれらのシステムを組み合わせ，室内での
炭酸系分析を行い，結果を評価して，それぞれのコンポーネントの最適化を図った．また，各コンポ
ーネントの現場海水での安定性の試験をおこなった．さらに E)にあたる 2 次標準試料の作成と維持に
ついては，Scripps 海洋研究所の Dickson 教授と協力し，現場海水を用いた安価且つ大量な生産体制
を確立することができた． 
 
数百年～数千年スケールの東アジアモンスーン変動の出現時期、時代変化とその制御要因 

H28 年度は、IODP 日本海掘削地点のうち、U1424、U1425 地点の過去 300 万年間にあたる層序
区間について、関（研究協力者）が、高知コアセンターにおいて、村山（研究分担者）の指導の下、
XRF スキャナーによる主要・少量元素ピーク強度の測定を行ない、得られた測定結果のうちの Br, Ca, 
Fe, Ti などの元素について、 ピーク強度に対して管球の aging 効果の補正を行い、多田（研究代表
者）、入野（研究分担者）らが行った Hole 間対比に基づいて、過去 300 万年間に及ぶ高解像度 連
続データに編集した。特に Br の連続データは、過去 300 万年間に渡る東アジア夏季モンスーンの変
動を記録するもので、これまでに類を見ない長さと時間解像度 を持つユニークな記録である。ま
た、関は U1425 地点の約 30 試料について通常の XRF 分析を行い、Ca,   Fe, Ti などの元素について
検量線を導出して、XRF スキャ ナーのピーク強度データを定量値に変換した。更に関は、U1424 地
点の 26 試料、U1425 地点の 74 試料について TOC, C/N, d13Corg の分析を行い、Br count との比較
を 試みた。一方入野は、両地点におけるガンマ線減衰強度から乾燥かさ密度の推定を試み、多田が
中心となって U1424 地点について作成した高精度年代モデル、およ び各地点間での暗色層の対比に
基づいて、過去 300 万年間に渡る質量堆積速度の高時間解像度連続復元を行った。高橋（研究分担
者）は、U1423,   1425 地点のコア から選び出した約 100 試料について、ICP-AES,   ICP-MS を用
いて酸化還元鋭敏元素の分析を行った。また、多田、入野は、IODP 日本海掘削地地点における Hole
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間対 比、連続堆積記録編集、連続堆積記録の地点間対比、詳細な年代モデルの作成、年代モデルに
基づく、物性データの連続記録編集結果を投稿した。 
 
頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラム: アジアモンスーンの長期的変動
に関する共同研究 

今年度（2017 年度）の頭脳循環では、雲南大学との連携と今後の共同研究の方向性を探るため、1
月 12 日～2 月 12 日まで Chen Jianbo 博士を東大に招聘し（前半 1 月 31 日までは、二国間交流の経
費で招聘）、化学風化強度を鉱物化学的に評価する方法の確立と、その古気候学への応用について議
論すると共に、北大の入野智久博士を加えた共同研究プロジェクトに関する検討も行った。また、2
月 23 日～3 月 8 日にかけては、多田が雲南大学を訪問し、雲南大学（地球システム研究所：所長 
Zheng Hongbo 教授）と合同で、両大学の学部生及び大学院生の為の野外地質調査巡検を 2 月 26 日
～3 月 5 日(7 泊 8 日)にかけて企画、実行した。巡検には、東大側、雲南大側其々約 30 名、合計 60
名の学部生・院生が参加し、各大学から 2～3 名ずつの混成の班を組ませて行動させた。また、宿泊
もなるべく両大学の学生が部屋をシェアするようにアレンジした。巡検は、多くの世界遺産やジオパ
ークを有する雲南省の地質を網羅するもので、特に巡検の後半はチベット高原東南縁に迫り、高原の
隆起とアジアモンスーン気候の成立の関係について最新の知見の紹介を受けた。巡検を通して両大学
の学生・院生・教員は交流を深め、大成功であった。この巡検の過程で、Jinchuan Basin の堆積物に
記録された東南チベットの隆起とモンスーン気候成立の関係が共同研究テーマとしてクローズアップ
され、参加院生の一人が、博士論文のテーマとして検討する事となった。また、Zheng 教授から雲南
省北部の Lugu Lake あるいは Luyang Lake の掘削を計画しており、そのプロジェクトに参加しない
かとの誘いがあり、前向きに検討する旨返答した。このプロジェクトには、多田、入野(北大)、鈴木
(早稲田大)が参加する見込みである。 
 
微生物代謝過程を考慮した海洋生物化学循環モデルの開発と海洋環境変動の解明 
 本研究は，原生代の海洋化学組成と微生物生態系の群集構造およびその活動との関係について，海
洋生物化学循環モデルを用いて明らかにしようとするものである．貧酸素条件にある海洋での主要生
元素の循環に加えて微量生元素循環と微生物代謝過程を詳細に考慮した全く新しい数値モデルを開発
し，当時の海洋一次生産性とその律速因子および微生物生態系の群集構造，ひいては大気海洋酸化還
元状態の安定性の解明を目指す． 
 平成２９年度においては，まず前年度に開発を行った海洋鉄循環に関するモデル計算で得られた知
見と，前年度から開発に着手した酸素非発生型光合成細菌を基礎とする生態系モデルの知見を基に，
海洋鉄循環がグローバルな物質循環へどのような寄与を果たしうるのかについて全球酸化還元収支モ
デルによる検討を行った．有光層アノキシア条件下での鉄酸化光合成細菌の活動や鉄還元菌による有
機物の分解をはじめとした微生物代謝過程を考慮した海洋物質循環モデルと大気化学モデルを結合
し，海洋中鉄濃度の変化に応じてどのような生態系応答が生じるのかを検討した．この結果，海洋中
鉄濃度の増減は，鉄酸化光合成細菌の活動を通して大気組成に強く影響する因子であることを見出し
た．この発見は，微量生元素と微生物生態系および気候形成の間に密接な関係があることを初めて指
摘したもので，Nature Geoscience 誌に発表した． 
 昨年度は，簡単のために遊離酸素の存在しない還元的条件を想定したが，今後遊離酸素の効果を考
慮した計算スキームの実装を目指す予定である．また，昨年度開発に着手した生態系モデルに，硫黄
循環を実装する作業を進めている．これは，鉄以外の微量生元素（Mo や Zn）の挙動を理解するため
に重要な作業であると位置づけている．  
 
クールワールドにおける系外惑星探査とキャラクタリゼーション 
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本年度は、ホットジュピターWASP 33b の dayside 高分散分光の解析を行い、酸化チタンの初検出
に成功した。さらに温度逆転構造も同時に発見した。この解析に 用いたデータはすばる望遠鏡の
HDS によるものであり、高分散分光キャラクタリゼーションとしても可視光領域を用いたという意味
で初の検出例である。同時期 に VLT 中分散分光でも酸化チタンが発見されたが、両惑星とも比較的
高温の部類のものであり、酸化チタンがコールドトラップされない温度領域でこそ存在し、 検出さ
れることを示唆している。また本手法を、近赤外光でも可能にするため IRD を用いたパイプラインも
作成した。これは直接撮像惑星での同様な手法(HDC)を 可能にするために我々が開発している
SCExAO+IRD の接続部が使用可能になれば世界に先駆けて HDC を行うことができることを意味す
る。 さらにケプラー衛星・TESS 衛星等の長期間のライトカーブモニタリングデータから長周期トラ
ンジット惑星の検出を行うスキームの開発を行った。ケプラーデータ中に 4 つの新しい自己重力レン
ズ連星(SLB)を発見し、スキームの有効性を確かめることができた。ちなみに現在発見されている SLB
は 5 つであり、そのうち 4 つは我々が発見したものである。これらの SLB の特徴は、Field Blue 
Straggles と同様な周期・白色矮星質量を持つことがわかった。すなわち、安定質量膠着シナリオから
予想されるものと非常に良い一致を示す。これは、FBS と SLB は同じ起源をもち、銀河内に普遍的に
存在する種族であることが示唆される。SLB は 0.1%以下の増光であるが、これが減光であれば海王
星以下の惑星に対応する。その意味で 2018 年度に打ち上げ予定の TESS データに即時に適応でき
る。  
 
大気中のブラックカーボン粒子の複素屈折率の観測手法の開発 

地球大気に浮遊する微粒子（エアロゾル）のうち、ブラックカーボン等の黒い物質からなる粒子
は、太陽光吸収により大気や雪氷面の加熱をもたらす。黒い粒子による加熱は、気候全体の温暖化の
一因となるだけでなく、降水量や雪解け速度など水循環にも影響を及ぼす。これまで人為起源の黒い
粒子としては、化石・バイオ燃料燃焼時に放出される主に炭素から構成されるもの（炭素性粒子：ブ
ラックカーボンおよびブラウンカーボン）しか知られていなかった。本研究の過程で検出能力を拡張
した単一粒子レーザー白熱検出装置を搭載した航空機観測により、人為的な高温プロセスで生成した
黒色の酸化鉄粒子が、東アジア上空の対流圏に高い質量濃度で存在していることを発見した。さら
に、金属ナノ粒子の凝集体のような複雑形状粒子の光散乱・吸収特性をマクスウェル方程式に忠実か
つ高速に計算できるソフトウェアを開発した。新たに取得した観測データに基づいた理論計算から、
この黒色酸化鉄粒子が炭素性粒子に比べて無視できない程度に大きい大気加熱効果をもつことを示し
た。この結果から、温暖化や水循環変化の一因となる人為起源の黒い粒子として、炭素性粒子だけで
はなく黒色酸化鉄粒子も重要である可能性が示された。さらに東アジアで観測した黒色酸化鉄の観測
データで人為起源酸化鉄の放出量を制約した全球数値シミュレーションにより、ブラックカーボン、
ブラウンカーボン、黒色酸化鉄それぞれの直接放射強制力の全球分布を計算した。この結果から、黒
色酸化鉄がヨーロッパや東アジアなどの発生源近傍では、ブラックカーボンの 10~30%程度の寄与を
もつ有意な正の放射強制因子であることを初めて明らかにした。また、当初の研究目的であったブラ
ックカーボン粒子の複素屈折率の測定についても、単一粒子光消散法という新たな測定原理を考案
し、装置を完成させ初期データを取り始めた段階にある。 
 
系外惑星の大気獲得過程の理論研究とトランジット観測への示唆 

大気獲得過程でこれまでに考慮されていなかった重要な効果として、原始惑星系円盤ガス成分と固
体物質に含まれる揮発性成分との混合が挙げられる。実際、ペブルや微惑星衝突破片など小物体の集
積が起きうることを示唆している惑星形成の現代的描像では、こうした混合が容易に起きる。本プロ
ジェクトでは、混合気体の大気構造を数値的に再現し、分子量の変化という物理的な効果と、気相反
応や凝結などの化学的な効果を定量的に評価した。それによって、過去の研究で得られた大気量より
も大幅に増大することを示した（Ikoma et al., submitted）。また、水蒸気の凝結に起因するフィルタ
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ー効果によって、岩石比率が増加しうる新たなプロセスを発見した。一方、形成論的予測を系外惑星
観測で検証するために、トランジット惑星の大気透過光の模擬スペクトルを生成する理論ツールを構
築した（Kawashima & Ikoma 2018）。特に、短周期惑星に存在しうるヘイズの影響を詳細に検討
し、スペクトルの多様性および分子検出可能な観測波長について系統的な調査を行った。 
 
 
5.4 固体地球科学講座 
 
世界の沈み込み帯における低速＆高速地震のダイナミクスの解明 

2 種類の摩擦則に従う力学システムにおいて，比率の違いが普通の地震とゆっくり地震を引き起こ
すことを数値シミュレーションで明らかにし，論文にまとめた。ブラウン運動モデルの再検討を行
い，このモデルが日本，カスケード，メキシコのデータを定量的に説明できることを示し，論文にま
とめた。世界のゆっくり地震の分析を進めた。メキシコの太平洋岸全域における微動と低周波地震活
動を解明し，論文にまとめた。新たにチリの地震観測データを入手，チリ大学との共同研究により微
動カタログの暫定版を作成した。ニュージーランドの地震観測データの整頓を行い微動カタログの暫
定版を作成した。アメリカパークフィールドの低周波地震データを整頓し，メカニズム推定の予備解
析を行った。世界の沈み込み帯における群発地震活動検出研究を論文としてまとめた。南海沈み込み
帯で 2016 年に発生した地震に対して各種の分析を行い，スロースリップ，超低周波地震，微動とい
う現象が同期していることから，広帯域ゆっくり地震の存在を指摘した。この関連で 3 報の論文を出
版した。 
2017 年熊本地震で観測された二つの前震を引き起こした遅れ破壊現象を，動的破壊シミュレーショ
ンによって再現した。断層モデルには，摩擦則に滑り弱化則と速度強化則を考慮した。滑り速度強化
係数を変えたパラメタスタディーにより，観測された遅れ破壊時間を説明するパラメタ値を，求める
ことが出来た。  
東海地方の重力観測データから，低速地震現象の代表である長期的スロースリップ中に，既知の現象
からは説明できない異常な重力変化が生じていることを明らかにした。地下の高圧流体の流れがスロ
ースリップ中に発生している可能性がある。東北地方の 3.11 地震前の長期的なすべりの加速が，有
効法線応力が低い場合には，海洋に対する外力応答として説明できることを示した。 
 
低速変形から高速すべりまでの地球科学的モデル構築 
下記３項目について研究を進めた。 
 (A) スロー地震諸現象の時間空間的な関連性の解明：豊後水道の SSE モデルを改善し，すべり領域
上端を正確に推定した。SSE の移動速度と摩擦特性の関係を数値実験により定量化した。紀伊半島沖
で，微動，超低周波地震，SSE の詳細な分析からスロー地震が超広帯域な現象であることを明らかに
し，微動のエネルギー推定を行った。新たな微動のメカニズム推定法を検討した。速度状態依存摩擦
則に従う摩擦不均質線断層の挙動を数値計算により調査し，普通の地震の前震や余震についてモデル
化を行った。 
 (B) 現実的プレート運動システムにおけるモデル化：カスカディア，九州等で 3 次元熱対流沈み込
みモデルを構築し，SSE，地震活動の地域性と脱水量の対応を解明した。また固液 2 相流理論に基づ
いた沈み込み帯モデルにより，スラブ形状と水の分布との関係を明らかにした。潮汐とプレート形状
を考慮した SSE の数値計算を実施し，潮汐が短期的 SSE の周期性が高めることを示した。ヒクランギ
SSE のモデル化を行い，巨大地震により SSE が励起されることを示した。断層鉱物の脆性塑性遷移点
の多様性によってスロー地震の発生様式の深さ依存性を説明できることを示した。 
 (C) 巨大地震を含むプレート運動システムの予測可能性の検討：岩石摩擦実験により，高い載荷速
度は小さな震源核サイズとシステムの不安定性につながること，断層面の粗さが初期破壊過程に影響
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することを明らかにした。世界中の沈み込み帯で重力変化と地震活動度に相関を検出，水による荷重
変形が地震活動を誘発している可能性を指摘した。M8 のメキシコ地震の震源すべりを推定し，群発
地震活動との対応を調べた。また一般的に巨大地震前の前震存在確率を計算し，30-40%という値を
得た。時間発展の運動方程式に揺動項を加える数値モデルを開発し SSE や拡散的な伝播を再現した。 
 
高圧液体の挙動と初期地球進化 

今年度はまず，昨年度大きな成果があがったコアから SiO2 の結晶化につき，さらなる考察を加え
た。固体 SiO2 はマントル最下部の物質に比べて軽いため，コア－マントル境界にできた SiO2 層はあ
る厚みに達すると重力不安定を起こしてマントル中を上昇し始めること，また地球の比較的初期に形
成された SiO2 層は厚みがあるため，対流するマントル中であっても密度中立する深さ約 1600km 付
近にとどまること，それらが現在地震波散乱体として観測されることをあきらかにした。また，地球
コアの組成をあきらかにする目的で，鉄－炭素２成分系，鉄－シリコン－硫黄３成分系の結晶化実験
を行って，液体コア（外核）よりも密度の大きな固体コア（内核）が結晶化する組成範囲を特定し，
コア中の炭素・シリコン・硫黄の最大量を見積もった結果，この３元素はどれも支配的な軽元素では
ないことがあきらかになった。同時に，水素を含む超高圧高温実験の技術開発に成功し，鉄－水素２
成分系の融解実験を行って，高圧下での共融点組成を決定した。これにより，コア中の水素量の最大
値を推定することができた。さらに，第一原理計算によって，外核の密度と音速の観測に整合的な液
体鉄合金の組成を鉄－シリコン－酸素－硫黄－炭素－水素の６成分系で探ったところ，酸素もしくは
水素に富む組成がふさわしいことがあきらかになった。また MgO-SiO2 系の融解実験をマントル最下
部まで行って，２つの共融点組成をあきらかにし，岩石惑星それぞれの Mg/Si 比の違いによって，マ
グマオーシャンの固化にともない，別種の化学的成層構造ができることをあきらかにした。また，下
部マントルの主要鉱物 MgSiO3 ブリッジマナイトに関する総説を著した。 
 
ボリビア国南部における古段丘隆起と中部地殻におけるマグマ流動 

約 15ka までボリビア国南部に広大な湖が広がっていたが，その後の気候変動により蒸発し，現在
ウユニ塩湖など複数の大規模な盆地地形として認識できる。盆地周辺に刻まれた段丘も数多く観測で
きる。これらの段丘は優れた水平マーカーである。段丘は現在水平でない場合，段丘形成後のテクト
ニクスを記録していると考える。キネマティック GPS による測量や段丘に付着した炭酸塩岩の年代測
定により段丘の隆起量と隆起速度を推定した。また，明らかになった隆起履歴を説明できる粘弾性モ
デルは作成中である。現在，同地域の南部 10km 程の深さで 大規模な部分溶融した層の存在が推定
されている。近年同地域において観測される活発な火山活動を維持するマグマの供給源であると考え
られている。この柔らかい部分溶融層の存在がウユニ塩湖周辺の隆起履歴に影響を与えたかにより溶
融した層の存在時間スケールを明らかにする予定である。 
 
スロー地震の地質学的描像と摩擦・水理特性の解明 

現在の西南日本などの地域で観測される，深いスロー地震が頻繁に起きる深さと温度条件と同様な
条件で形成し，現在地表にある沈み込み型変成岩類で構成される三波川変成帯に着目した。とりわけ
プレート境界の化石として捉えられるウェジマントルと沈み込んだスラブ物質の境界を。形成震度が
異なる複数の地域で調査，試料採取と分析を行った。スルー地震を引き起こすために高い流体圧が必
要であるとされているが，流体圧上昇のために浸透率の低い蛇紋岩形成と石英濃集領域の重要性が着
目されている。三波川帯のウェッジマントル起源の岩体の鉱物組み合わせ，脈の形成などにより
SiO2 を含む H2O 流体の流動様式の解析を進めている。 
 
自然地震データと物理モデルを用いた広い速度レンジでの摩擦特性の推定 
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地震を起こす断層滑りの振る舞いは，断層摩擦則の滑り速度に対する依存性が関与して決定される
ことが知られている．この摩擦特性は，現状では小型の実験試料を用いた室内実験からの類推で議論
されているのが現状であり，天然断層が従う摩擦則が，自然地震の観測から得られた実データで検証
された例はほとんど無い．従来は，地震波観測および測地観測の量的な不足により検証が困難であっ
たが，2011 年東北地方太平洋沖地震や 2014 年長野県北部の地震，2016 年熊本地震，2016 年
Kaikoura などの最近の大地震発生に伴い，相当程度の観測データの蓄積がなされた．本研究では，こ
れらの自然地震の観測記録を用いて物理モデリングを行うことで，天然断層の摩擦則を明らかにして
きた．2011 年東北地方太平洋沖地震においては，本震の 2 日前に発生した前震後に観測されたゆっ
くり滑りの測地学的データ，および本震時に得られた地震学的データを用いて，プレート境界断層の
摩擦特性を調べた．モデリングには，運動学的な応力解析，および動力学的な摩擦特性の検証を行っ
た．これら異なる二つの滑り現象が，断層上の同一領域で発生していたことを確認した．さらに，そ
れぞれの滑りに対応した応力変化量を弾性応答が考慮された数値計算により求めた．その結果，ゆっ
くり滑りでの 10^-6 (m/s)程度の滑り速度では 0.5MP 程度の応力上昇が，地震時滑りでの 1(m/s)程度
の滑り速度では数 10MPa の応力降下が生じていたことが見積もられた．実地震の解析は，前述のイ
ベントに対しても行っている．本研究では，また実データの解析に必要な数値計算手法の開発も行っ
た．高速領域分割法という新しい時空間境界積分方程式法の数値演算手法を開発し，従来手法のコス
トが O(N^2M)だったところを，O(N^2)に低減させることに成功した．これにより効率的なデータ解
析が可能となった． 
 
最下部マントルの 3 次元詳細構造推定およびそのダイナミクスの研究 

日本などの環太平洋地域では，地震や火山噴火などの現象を伴いつつ海洋プレートが地球深部へと
沈み込んでいる。海洋プレートの下部マントルへの沈み込みは，これまでの地震波観測およびその他
の地球内部構造の研究によって下部マントルへの沈み込みが示唆されていた。しかし，核・マントル
境界（CMB）まで沈み込むのか，そして沈み込んだ場合にどのような現象が引き起こされるのかは未
解明であった。 
そこで，地震波形の持つ全ての情報を用いる「波形インバージョン」をアメリカに展開された稠密ア
レイ USArray のデータに適用し，世界最高解像度（水平 250 km 鉛直 50 km）で中米およびカリブ
海下の最下部マントルの地震波速度構造を定量的に推定することに成功した。その推定イメージによ
って，かつて太平洋の底にあった古プレートの沈み込みが CMB まで到達していることが明らかにな
った。さらに，その脇に CMB からの上昇流と解釈できる像があり，CMB まで沈み込んだ古プレート
が上昇流を励起している可能性が示唆された。これらは地球表層の運動がマントルの対流に影響を支
配していることを意味し，この発見は地球の熱・化学 進化の理解に貢献するものである（Borgeaud 
et al. 2017）。 
 
スピネルカンラン岩ゼノリスの高精度圧力計開発：リソスフェア薄化機構の解明への応用 

大陸リソスフェアは地球の断熱材の役割をしているため，その規模・熱流量とそれらの変動は地球
の熱史に大きな影響をおよぼす。大陸リソスフェアの主体を構成する物質の断片であるマントルゼノ
リスは，こうした大陸リソスフェア全体の挙動に制約を課す上で貴重な物質情報を提供する。本研究
では，マントルゼノリスの圧力推定が困難とされてきた 60km 以浅で安定なスピネルかんらん岩の
由来深度を±数 km 以下の精度で決定するする方法を開発し，構成鉱物に記録されている温度に敏感
な非平衡現象とあわせて，大陸リソスフェアの温度の時空変化を推定し，地球内部からの熱放出効率
に大きな影響を与える大陸リソスフェアの薄化機構を解明する。世界の大陸・島弧地域からモロッ
コ，コロラド高原，一ノ目潟を選択し研究を進めている。29 年度には，モロッコの Cadi Ayyad 大学
Youbi 教授と Boumehdi 教授の協力を得て，スピネルかんらん岩ゼノリスを多産するモロッコの新第
三紀-第四紀アルカリ玄武岩地域で野外調査を実施し，有益な野外情報を得ると同時に大量のサンプル
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採集を行った。広域的に分布する複数の火山を対象とし，予定通り噴火ユニットの同定，ユニット内
のゼノリス分布とサイズ分布の決定，ゼノリスとホストが接している多数のサンプルの採取に成功し
た。ゼノリスを大量に産する 2 地域で火山地質学とゼノリス岩石学を結合させることができた点は，
今後の研究にとって最大の成果であった。一ノ目潟とコロラド高原については，既に手に入れている
サンプルの解析を進めた結果，ゼノリス由来深度の推定に成功している。 
 
固体地球惑星の進化 

地球及び微惑星の進化解明に向け，地球岩石・鉱物及び隕石試料の年代学・地球化学的研究を実施
した．地球試料の研究では，まず初期地球の分化過程を明らかにするために，太古代初期岩石試料の
タングステン同位体分析，及び冥王代ジルコンのジルコニウム同位体分析を行った．また，日本島弧
の花崗岩質岩石に含まれるモナザイト鉱物について，系統的に微量元素分析を実施し，マグマ分化に
おけるモナザイト鉱物の微量元素組成変動を明らかにした．さらに，富士山における最後の噴火で噴
出したパミス～スコリア試料に含まれる斜長石斑晶の元素・同位体分析を実施し，噴火に至るまでの
マグマ進化過程に制約を与えた．一方，隕石試料を用いた研究では，石鉄隕石パラサイトの高精度ハ
フニウムータングステン年代測定を実施し，その形成年代が太陽系誕生から 120 万年以内であること
を明らかにし，さらに，未分化隕石 NWA6704 を初期太陽系年代学の絶対年代基準隕石として確立し
た．また，上記の応用的研究と並行して，（超）塩基性岩を対象とした高精度ウラン-鉛年代測定法の
確立に向けて，酸洗浄法の開発を行った．特に，酸洗浄における鉱物の溶出過程を明らかにするた
め，塩基性岩の構成鉱物に，硝酸，塩酸，フッ化水素酸，臭化水素酸を用いた酸洗浄を適用し，それ
ぞれの過程における鉱物の組織の変化を観察し，さらに酸洗浄液の化学組成分析を実施した．その結
果から，希硝酸を用いた洗浄ではリン酸塩鉱物の溶解に伴って金属/硫化物および輝石表面に存在す
る非放射起源鉛の大部分が選択的に取り除かれ，６規定の硝酸及び塩酸を用いた洗浄ではアルミニウ
ムに富む斜長石の溶解により非放射起源の鉛がさらに溶出し，濃フッ酸洗浄においてナトリウムに富
む斜長石が溶解していくという描像を得た． 
 
火星核条件での Fe，Fe-S メルトの音速測定：速度の大小関係逆転の検証 

地球型惑星の核に含まれる軽元素の候補の一つである S は，地球外核条件では Fe メルトの音速を
増加させると報告されているが，我々の月核条件での測定結果によると S は Fe メルトの音速を低下
させる。本研究では，これまで空白領域となっている火星核条件での，Fe および Fe-S 系メルトの音
速を系統的に測定し，火星核の鉱物物理化学的地震波構造モデルを構築することを目的としている。 
今年度は，これまで Fe-S メルト測定用に開発してきた高圧セルを使い，火星の核マントル境界に相
当する 20 GPa までの Fe57S43 メルトの音速の測定を行った。また，このセルを純鉄測定用にカプセ
ルを BN からサファイアに変更したセルを開発し，20 GPa までの Fe メルトの音速測定を行った。そ
の結果，Fe メルトの音速と Fe80S20 メルトの音速は 20 GPa において速度差がほとんどなくなるこ
とが明らかになった。一方，Fe57S43 メルトの音速は，Fe80S20 メルトの音速に比べ 20 GPa までの
全ての圧力条件で遅い結果が得られた。この結果は，火星核条件で Fe-S メルトの音速が中間組成で
極大値をとる可能性を示唆しており，中間組成での音速は単純な混合モデルで説明できないかもしれ
ない。 
また，20-30GPa の圧力領域での測定を目指して，TEL3.5mm の高圧セルの設計を行い，必要な高圧
パーツを購入した。来年度以降はこのセルの最適化を行い，30GPa までの Fe，Fe80S20 および
Fe57S43 メルトの音速測定を行い，火星核条件での鉱物物理化学的地震波構造モデルを構築するとと
もに Fe と Fe-S メルトの音速が逆転するか検証する予定である。" 
惑星金属コアのダイナミクスに関する基礎研究 
" (1) 一様磁場下の熱対流。水平方向に磁場を印加した液体ガリウムのレイリー・ベナール対流の室
内実験の詳細を説明するため，同じ系を数値シミュレーションで再現した。レイリー数のチャンドラ
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セカール数に対する比を大きくすると，対流構造が定常ロールから振動するロールを経て，３次元的
な乱流へと推移した。中間的なパラメータ領域では，間欠的なロールのつなぎ替えが起こった。ロー
ル状対流セルが側壁と接する部分に生じるエクマン層がハートマン層より薄くなると，２次的な流れ
が卓越し，ロールを壊すことがわかった。 
 (2) 磁気不安定の線形解析。回転球形電磁流体（コア）中に仮定した軸対称のトロイダル磁場の線
形安定性を，磁気地衡流近似と電気伝導度有限の条件下で解析した。仮定したトロイダル磁場の形状
にかかわらず，磁場強度の最大値で定義されるエルサッサ数が 10 程度になると，東向きの「遅い
波」の伝搬を伴いつつ不安定化が起こった。トロイダル磁場がコア赤道に局在するにつれ，東西方向
の臨界波数は増加し，線形成長率も増加した。磁気地衡流ダイナモの磁場飽和が，磁気不安定による
軸対称磁場エネルギーの減少と，α効果による増加とが釣り合うことによって実現される，という仮
説を提示し，磁気レイノルズ数とエルサッサ数のスケーリング則を導いた。 
 
 
5.5 地球生命圏科学講座 
 
軟体動物の貝殻形成メカニズムの解析 

軟体動物における貝殻形成の遺伝的基盤を明らかにするために、(1)貝殻形成の遺伝子カスケードの
最初のスイッチと(2)貝殻の沈着（バイオミネラリゼーション）に関与するタンパク質の解析を行っ
た。(1)については、マガキ(Crassostrea gigas)を用いて、レチノイン酸の過剰投与、合成阻害による
機能解析を行い、軟体動物においてレチノイン酸が貝殻形成の最初のスイッチとして機能しているこ
とを明らかにした。(2)については、巻貝類のタケノコモノアラガイ（Lymnaea stagnalis）を用いた
貝殻基質タンパク質の網羅解析および外套膜左右間での発現量の比較解析を行い、左右で発現量に有
意な差のある貝殻基質タンパク質がバイオミネラリゼーションで重要な役割を果たしている可能性が
高いことを明らかにした。(2)については、さらに二枚貝類のマガキとアコヤガイ(Pinctada fucata)を
用いて、幼殻と成殻の貝殻プロテオームの比較を行った。その結果、いずれの種においても幼殻と成
殻は全く違う貝殻基質タンパク質のセットを用いていることが分かった。一方で、幼殻と成殻の貝殻
基質タンパク質で共通するタンパク質のドメインがいくつか使われていることも明らかとなり、それ
らはバイオミネラリゼーションで重要であることが示唆された。 
 
新規同位体分析法を駆使した石筍古気候記録の定量的解読 

よく理解されていない日本列島の後期更新世～完新世の陸域気候変動を復元するために，日本各地
から採集した石筍試料を対象に高解像度の同位体分析を進めている。今年度は三重県と岐阜県の試料
から過去８万年間の同位体記録を抽出した。酸素同位体比の記録はグリーンランド氷床や中国石筍に
も現れる数千年周期のハインリッヒイベントを正のスペイクとして明確に記録していた。また，長期
的変動は海水準記録と良く同調しており，全球的な氷床体積の増減に伴う海水酸素同位体の変動を反
映していると解釈された。この成分を差引くと，石筍酸素同位体比の変動はほぼ気温変化で説明され
る。三重県のケースでは最終氷期最盛期と完新世中期の気温差が９℃，ハインリッヒイベントでの寒
冷化幅は３℃と見積もられた。この結果は炭酸凝集同位体から導き出された温度記録とも整合的であ
る。一般に，石筍酸素同位体比は降水量の指標であると考えられてきたが，今回の結果はこの古典的
な解釈を覆すことになった。おそらく，黒潮流路に近い太平洋沿岸では，海水ー雨水の間で起こる同
位体分別は気候条件の影響を受けにくかったと考えられる。 
また，本研究の重要な目的である炭酸凝集同位体温度計の開発も順調に進行し，先行する欧米の研究
室と同等の誤差での分析が可能になり，信頼度の高い D47-温度の換算式を提示することができた。
年輪を持つトゥファを用いた分析結果では，明確な温度の気温変化が得られ，炭酸凝集同位体温度計
の有用性が確かめられた。 
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原子炉から放出された放射性ガラス微粒子（CsMP）の実環境中での変質及び Cs の溶出過程の追跡 

CsMP は、エアロゾルとして関東一円に飛散したことがわかっている。様々な環境に存在している
と考えられる CsMP が時間とともにどう変化していくかは、今後の放射能汚染への対策を考えるため
に重要である。また今後膨大に発生した除染廃棄物の減容化のため、これらの廃棄物の焼却処理を行
なうことが検討されている。そして CsMP がこの焼却によって、どのように変化するのか考える必要
がある。今年度は主にこれらの問題について取り組み、CsMP の溶液中での溶解挙動と、加熱による
放射能及び構造の変化を調べた。 
様々な温度の純水中で CsMP の溶解実験を行い、アレニウスプロットより算出した粒子溶解の活性化
エネルギーは 67 kJ/mol と見積もられた。またこれにより福島県の年平均気温 13℃の条件下におけ
る半径の減少量は 0.011 μm/year と算出された。また溶解処理前の粒子はほぼ球状であったが、処
理後は粒子サイズが減少し、また粒子は表面が非常に不均一に溶解して非常に凹凸の大きなものとな
っていた。分析の結果、CsMP 中の Cs はガラス自体の溶解によって減少し、溶解処理後の放射性微
粒子表面にはスズ酸化物や鉄酸化物からなるナノ粒子が析出していた。 
一方 CsMP を大気中で加熱すると、その放射能は 600°C 付近から減少し始め、1000°C 付近でほ
ぼ消滅した。加熱前後の SEM 観察及び組成分析より、加熱によって CsMP 自体の大きさや形状はほ
とんど変わらないが、そこから Cs と K のアルカリ成分が減少あるいは消滅していることがわかっ
た。つまり珪酸塩ガラス中のアルカリ成分のみが、高温による拡散によって表面から脱離したと考え
られた。TEM 観察の結果、この温度では Zn と Fe は結晶化し、微結晶となっていた。このように
CsMP は、例えば除染廃棄物の減容化のための焼却により、その高い放射能密度を失う可能性が示唆
された。 
 
福島県内下水道処理施設で発生した放射能汚染物質の評価 

福島県内で採取された下水道処理施設関連の放射能汚染物質を、主に電子顕微鏡などの微視的な手
法を用いて分析・評価した。 
下水処理場で発生した沈砂には、IP オートラジオグラフィで強い輝点が現れ、特定の土壌粒子に放射
性 Cs が濃集していることがわかった。そして SEM-EDS による解析から４つの放射性粒子の３つまで
が Mukai et al.（2014）で報告した黒雲母あるいは風化黒雲母であることが判明した。一方乾燥汚泥
も IP 上で輝点が現れるため、同様な放射能の汚染形態であることが示唆されたが、こちらは放射能
強度がかなり低く、構成粒子が非常に細粒であるため、放射性 Cs を担持してる物質を完全に特定す
ることはできなかった。しかしこの乾燥汚泥の中には、X 線回折や TEM/STEM によって細粒の風化
黒雲母がかなりの密度で存在していることが示され、その一部に放射性 Cs が吸着していることは十
分に予想された。つまり両試料とも下水に流れ込む土壌中の放射性鉱物粒子を引き継いだ汚染形態と
言える。一方、今回の観察・分析では高放射能濃度の微粒子は、IP オートラジオグラフィで見る限り
一切発見されなかった。また下水汚泥を高温で溶融したいわゆる溶融スラグについては、その高い放
射能にかかわらず、IP 上で輝点が現れず、放射性 Cs はこの物質中に均一に含まれていることが示さ
れた。この溶融スラグは珪酸塩ガラスとリン酸塩ガラスがミクロレベルの混じった混相となってお
り、珪酸塩ガラスの方にのみカリウム（K）が含まれている。おそらく放射性 Cs はその元素挙動が
Cs に近い K とともにこの珪酸塩ガラスの部分に取り込まれていると考えられた。 
 
化学種解析による元素分配の系統的理解に基づく同位体分別の予測と分子地球化学的展開 

ゲルマニウム（Ge）は、ケイ素と類似のイオン半径や化学的性質を持つため、ケイ素と似た地球化
学的な挙動を示すことが知られており、Ge/Si 比は大陸や海洋のケイ素循環のトレーサーとして利用
されている。また Ge の同位体比も地球化学的な過程を反映しており、地球化学的な標準物質でδ
74/70Ge ~ -4‰‐4‰の同位体比をとることが報告されている。Pokrovsky らは Ge の鉄水酸化鉱物へ
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の吸着および共沈によって、固相側が水溶液に比べて 1.7-4.4‰程度軽い同位体に富むことを報告し
ている。我々は、これまでに 6 族元素の鉄およびマンガン(水)酸化鉱物への吸着に伴う四配位から六
配位構造への変化によって大きな同位体分別を生じることを、X 線吸収端微細構造(XAFS)法と量子化
学計算により明らかにしてきた。平成 28 年度の研究では、Ge の吸着に伴う構造変化を XAFS 法によ
り調べ、量子化学計算により同位体分別を見積もり、構造変化と同位体分別の関係を明らかにするこ
とを目的として研究を進めた。その結果、Ge K 吸収端 EXAFS スペクトルの解析から、吸着実験に用
いた鉱物に対して Ge は、内圏錯体を形成することが示唆された。また XANES 解析からフェリハイド
ライトおよびδ-MnO2 に対しては、溶存状態の４配位構造を保ったまま吸着することが分かった。
酸化チタンについては、わずかに６配位構造が存在し、酸化セリウムについてはさらに多くの割合で
６配位構造が存在することが示唆された。DFT 計算の結果、６配位構造の吸着構造では、水溶液に比
べて 2.5‰程度軽い同位体分別が生じることが予測された。吸着による吸着種の分子構造の変化によ
り同位体分別が生じ、結合距離の変化による同位体分別への寄与が大きいことが分かった。６配位へ
の構造変化によって大きな同位体分別を生じるという、6 族元素で見られた傾向と同様の結果が得ら
れた。 
 
化学種解析による元素分配の系統的理解に基づく同位体分別の予測と分子地球化学的展開 

平成 29 年度は、Mn 酸化物に対する Mo の吸着構造とそれに伴う Mo の同位体分別の実験結果を
合理的に解釈できる吸着構造モデルを検討するために、量子化学計算を行い、Mo が大きな同位体分
別を起こす元素的な性質について考察を行った。本研究で提案する吸着構造モデルは、単量体であっ
てもポリモリブデン酸に見られる、末端酸素との短い結合 Mo=O と、その trans 位の長い Mo…O 結
合を持った歪んだ八面体構造をとる。これらの結合距離は EXAFS 解析から報告されている Mo-O 距
離と良い一致を示した。また、この構造を用いて見積もられた吸着に伴う同位体分別の値は 1.79‰と
なり、実験値を良く再現した。この大きな同位体分別は、溶液中では四面体構造の Mo がマンガン酸
化物への吸着によって歪んだ八面体構造へと変化することが原因と考えられている。歪んだ八面体吸
着構造に見られる短い結合(Mo=O)の trans 位の結合が長くなる原因は、trans 影響として知られてお
り、trans 位にある 2 つの配位子が中心金属の d 軌道を共有することに起因する。この trans 影響は
Mo(VI)などの d0 電子配置の時に最も大きくなる。さらに、d0, d10 電子配置の金属（イオン）の酸
化物など大きな配位子を持つ化合物の構造は、結晶場の安定化が殆どないため、配位子間の反発が構
造決定の主要因となり、四面体構造を取る。また、金属錯体の配位数は中心金属のイオン半径に比例
し、その構造を規定する。6 族元素 Cr(VI), Mo(VI)および W(VI)のイオン半径(6 配位)は 0.44 A, 0.59 
A および 0.60 A であり、Mo および W のマンガン酸化物に対する吸着構造は 6 配位であり、一方
で、Cr は 4 配位のまま鉄水酸化鉱物に吸着する。従って、Mo 同位体分別の要因は、Mo(VI)が d0 電
子配置と適切なイオン半径を持つことに起因することが示唆された。 
 
金属元素の帰化過程に伴う同位体分別に基づく環境地球化学の新展開 

平成 29 年度の研究では、工場等での人為的な燃焼を経て大気中に放出されるエアロゾル中の鉄に
着目し、海洋表層における生物生産に対するその影響を明らかにするため研究を行った。これまでの
研究で、人為起源鉄が特異的に低い鉄安定同位体比(δ56Fe (‰) = {(56Fe/54Fe)試料/ (56Fe/54Fe)標
準 -1} × 1000)を持ち、トレーサーとして用いることができるということを明らかにしたので、さ
らにその発生プロセスと海洋表層への寄与の評価を目標として研究を進めた。特に人為起源鉄の発生
プロセスについて明らかにするため、排出源付近でのサンプリング、分析を行った。まず、千葉県内
の製鉄所付近において、エアロゾル試料のサンプリングを実施した。採取した試料は SEM, TEM 等に
よる個別粒子観察のほか、X 線吸収微細構造法(XAFS 法)を用いた鉄化学種の解析、またμ-XRF-XAFS
法による個別粒子ごとの鉄化学種解析、マルチコレクター型 ICP 質量分析計による鉄同位体の分析を
行った。この結果については、現在論文を執筆中である。また電力中央研究所の協力のもと、同研究
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所内の火力発電燃焼試験設備での石炭燃焼時に発生する微小粒子のサンプリングを実施した。微小粒
子の他、燃焼源の石炭なども入手し、今後上記製鉄所試料と同様に同位体や化学種の分析を行う予定
である。さらに閉じられた系において人為起源鉄の発生プロセスを追うため、実験室において条件を
管理して燃焼実験を行った。燃焼させる原料として、排出源の一つである野焼きに着目し、植物のヨ
シを使用した。温度等の条件管理が未確定であり、目的に合った試料はまだ得られていないが、今後
更に条件を検討し、バイオマス燃焼に伴う鉄の同位体分別についてもさらに検討を進める。 
 
層状混合酸化物を用いた陰イオンで溶存する放射性核種の効率的除去法の開発 

初年度において Lee 氏は、Mg/Al 層状水酸化物（LDH）による有害な陰イオンの除去に関する研究
を展開した。LDH は、Mg2+の層状水酸化物に Al3+を添加することで正電荷を持たせ、陰イオンに対
する高い反応性を付与した担体である。Lee 氏は、この混合酸化物の合成から本研究に着手し、特に
LDH を様々な手法と複合的に組み合わせることで、効率的な有害元素除去法を開発した。特に今年度
は、以下の研究を進めた。  
1 陰イオンの除去材としての LDH を 5 価のヒ素（ヒ酸）・アンチモンの除去に適用した結果、これ
らの除去に LDH が有効であることを見出すと共に、その加熱で再生が可能なことも明らかにした。
特に初年度は、この研究において重要な LDH へのヒ素およびアンチモンの吸着構造を EXAFS 法から
調べることに成功した。  
2 特に彼が開発した LDH を用いた除去法は、様々な陰イオンの除去に有効であり、特に今回新たに
開発しているビスマス（Bi）を含む LDH (Bi-LDH)を用いた予備的実験から、LDH はヨウ素 (I)、セレ
ン (Se)、レニウム (Re; テクネチウム(Tc)のアナログ) へも適用可能であることが分かってきた。一
般に陰イオンは水中から除去されにくいが、これらの元素は固相吸着や溶媒抽出などによる除去が特
に困難な元素である。そこで初年度は、ヨウ化物イオンに対する応用を進めた。添加物を含まない
LDH のままではヨウ素の除去が認められなかったが、Bi-LDH ではヨウ素の除去率や除去容量が増加
することが分かった。これらの原因として、Bi の添加により空隙率が増加する結果、表面積の増加や
除去容量の増加が生じたと考えられる。  
 
XAFS 法を駆使した硫酸エアロゾルの生成過程と地球寒冷化への影響の解明 

エアロゾル中の様々な元素の化学種解析を進めている。硫酸イオンについては、対陽イオンを X 線
吸収微細構造法（XAFS 法）で決定する方法を開発し、様々な試料への応用を進めている。その結
果、黄砂時には硫酸イオン化学種に占める石膏（CaSO4・2H2O）の割合が増加するが、それ以外の
季節では硫酸アンモニウムが卓越することが分かった。硫酸アンモニウムは吸湿性が高く、雲生成に
よる地球寒冷化効果を持つが、黄砂などの鉱物粒子の存在は、硫酸を石膏のような不溶性の塩に変化
させるため、雲生成効果は持たないと考えられる。 
硫酸や類似の挙動を示すセレン酸について、沈着後の挙動を調べるために、土壌中のセレン酸の化学
種を調べた。セレンは土壌中では亜セレン酸として存在する場合が殆どであるが、水抽出されるのは
主にセレン酸であることが分かった。これは、セレン酸イオンと亜セレン酸イオンの水和イオンの安
定性の違いによると考えられる。  
さらに塩素の化学種について検討した。特に火星表面などで過塩素酸がみつかっていることに着目
し、タクラマカン砂漠やチベット高原の砂試料などで、塩素化学種として過塩素酸がないかどうかを
調べた。まずイオンクロマトグラフィーで過塩素酸を定量する方法を確立し、塩素化学種に適用し
た。その結果、全塩素中の数％が過塩素酸塩となっている試料が見出された。これらは、紫外線の照
射などによって塩化ナトリウムが過塩素酸塩化したものと推定された。さらにこの反応素過程を明ら
かにするために、マイクロ XRF 法で砂試料中の塩素の分布状態を調べると共に、塩素の局所化学状態
をマイクロ XAFS で調べた。その結果、過塩素酸塩は X 線により容易に還元されるため、その特定が
XAFS 法では困難であることが示唆された。 
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様々な分光法や量子化学計算を駆使した環境中での放射性核種の移行素過程に関する研究 

モリブデンは、放射性廃棄物に含まれる主要な元素（核種）の１つである。そこで、モリブデンの
環境中での挙動を探るため、そのホスト相として重要な水酸化鉄およびマンガン酸化物に対するモリ
ブデンの吸着構造とその特徴について調べた。その天然試料の例として、海底鉄マンガン酸化物を用
いた。鉄マンガン酸化物は、水酸化鉄およびマンガン酸化物を主成分とする海底沈殿物であり、クラ
ストや団塊などの形態で世界の海洋底に幅広く大量に存在している。また、沈降粒子中に存在する鉄
マンガン酸化物との反応は、海水中の微量元素の挙動を支配する重要な化学過程である。これまでの
研究から、マンガン酸化物が帯びる負電荷により、海水中で陽イオンとして溶存する元素が海底鉄マ
ンガン酸化物へ多く濃集することが知られている（Koschinsky and Halbach, 1995 ; Hein et al., 
2003）。また、海洋で陰イオンとして溶存する元素は、その共役酸の酸解離定数（pKa）が大きいほ
ど海底鉄マンガン酸化物に対して多く濃集することが示唆されている（Takahashi et al., 2014）。し
かし、元素の濃集を支配する化学的要因は多岐にわたるため、元素ごとの吸着機構の系統的な理解は
十分ではないのが現状である。本研究では、特に陰イオンとして海洋に溶存する微量元素の鉄マンガ
ン酸化物への濃集機構に新たな知見を加えるべく、それぞれ水酸化鉄、マンガン酸化物への選択的濃
集が示唆されるヒ素(As)とモリブデン(Mo)の濃集機構から海底鉄マンガン酸化物中での水酸化鉄とマ
ンガン酸化物の存在状態について研究を行った。その結果、陰イオンとして溶存する Mo が負電荷を
帯びるマンガン酸化物に選択的に濃集することが確認され、電荷だけでなく化学構造による濃集機構
の重要性が明らかになった。 
 
外洋性魚類・鯨類を指標とした北西太平洋における水銀安定同位体比の三次元分布解析 

前職より 9 月に東京大学に移任し、本課題を実施する上での実験室のセットアップと化学分析を実
施した。実験設備としては、生物試料の前処理・水銀濃度・メチル水銀濃度分析に必要な設備を導入
し、初期試験を完了した。水銀安定同位体比は、マルチコレクタ型 ICP 質量分析計を用いて分析し
た。北西太平洋のカツオ約 70 試料について水銀安定同位体比のデータを得て、生態学的トレーサー
としての有効性評価、および親潮域・黒潮域のメチル水銀のソースに関する解析を実施した。 
 
深海と地底生命の生態と鉱物との相互作用の解明 

深海底の金属硫化物中に生息する微生物のメタゲノム解析を実施したところ、ゲノム情報に基づき
再構築された普遍系統樹で、共通祖先に近縁な古細菌が優占していることが明らかになった。海洋地
殻深部の玄武岩亀裂中に、1 立方センチメートル当たり 10 の 9 乗細胞の高密度で、微生物が生息し
ているのを明らかにした。深海のマンガンクラスト表面に微生物バイオフィルムが、ナノ繊維状のマ
ンガン鉄酸化物・水酸化物を沈殿していることを明らかにした。また、日本海の海底から採取した塊
状メタンハイドレートの内部に封印されたドロマイトマイクロのジュール中に微生物細胞が高密度で
保存されていることを発見した。メタンハイドレートを胚胎する海洋堆積物中に真核生物の化石 DNA
の解析から、1 万年間に日本海底層環境の無酸素化の原因となった珪藻種を特定した。 
 
四肢動物類の頸胴部領域進化様式とメカニズム：化石記録と胚発生からのアプローチ 
 本年度の研究作業はまず，研究に用いる現生種標本の収集から開始した．具体的には，原始形質の
確認のために，頸部を持たないいわゆる魚類（ハイギョ類 
Protopterus,サメ類）などを得て，Protopterus については CT スキャン撮影を行い頸部骨格データを
収得し，コンピューターでて３D デジタル観察を行った．ま 
た，頸部と胴部の境界が明瞭に認識できる派生的特徴を持つ有羊膜類として，哺乳類の中では比較的
原始的な有袋類の Monodelphis を入手し，また特殊化した例としてのヘビ類の標本も得た． 
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 化石標本については，茨城県立自然史博物館から，頸部の分化前の状態を示すデボン紀の肉鰭類
Eusthenopteron 及びジュラ紀のサメ類 Hybodus の標本を借用し，頭部から脊柱にかけての部位につ
いて CT スキャン撮影を行った．また，頸部が極端に退化傾向にある魚鰭類の中で，最も初期のもの
の一つである Utatsusaurus の標本を北海道大学博物館において観察した．また，より派生的なジュ
ラ紀の魚鰭類 Ichthyosaurus の標本を茨城県立自然史博物館から借用し，CT スキャン撮影を行った．
これらの CT スキャンデータについては，本研究費で購入したソフトウエア Amira 及びコンピュータ
ーを用いて３D デジタル構築を行い，その骨格形態の観察を行った． 
 発生学的研究については，まず組織切片観察用の透過型顕微鏡を購入・整備した．爬虫類の繁殖に
関しては，飼育場所及び用品の整備等にとどまり，胚を得る 
までには至らなかった． 
 
インド洋中央海嶺およびトランスフォーム断層と海溝生命圏 

水深 6000m を超える超深海は、太平洋プレートの沈み込む西部太平洋の海溝に存在し、海溝内に
は深海域とは明瞭に異なる特徴的な超深海海溝生命圏が見出されている(Nunoura et al. 2015)。この
微生物群集構造を規定する要因には、水深による圧力の増加と地形・斜面崩壊と堆積物被服度・深海
底層流に基づく水塊構造の形成が考えられる。低・中速拡大の中央海嶺軸では、周辺の深海底よりも
水深の深い峡谷をなすトランスフォーム断層が存在する。そこでインド洋中央海嶺のトランスフォー
ム断層であるマリーセレステにおける水塊構造探査と微生物群集構造探査を断層内 2 点と断層外の 1
点で実施した。水温・塩分・圧力は、海溝内外で連続的に推移しており、断層内に特徴的な水塊の形
成は認められなかった。また、微生物細胞密度は水深に応じて一定の割合で減少し、原核微生物の多
様性は水深に応じて増加していた。一方で、トランスフォーム断層内の海底面近辺の水塊の微生物群
集構造は、直上層に比べ、より浅層の 2000-3500m の微生物群集構造と高い類似性を示した。これ
らの結果は一般的な深海域と同様であり、峡谷という地形要素や水深のみで超深海海溝生命圏が形成
されるのではなく、海溝斜面の地崩れや底層流の重要性が予想される。 
 
房総半島南部に分布する沸石類の成因に関するする研究 

房総半島に分布する後期鮮新世白浜層中から、特殊な産状を示す沸石群を見出した。これらの沸石
群は、これまでに報告のない産状であり、薄片観察、回折 X 線分析、EPMA 分析、炭酸塩炭素酸素
同位体組成分析を行った。熱履歴の解明のため泥岩のバイオマーカー分析を行った。 
輝沸石とネコ石の共存を白間津南方海岸に分布 SH 凝灰岩中の軽石中に見出した。軽石層は変質を被
り、輝沸石とネコ石が形成されている。輝沸石の空隙を埋める形でネ コ石の放射状結晶が観察され
る。ネコ石は、スカルンや石灰岩の 風化鉱物であり、続成作用で形成された例はない。SH 凝灰岩層
中の層厚 2cm の白色細粒凝灰岩がエリオン沸石化していることを発見した。我が国におけるエリオ
ン沸石の報告は、晶洞鉱物としての記載がほとんどであり、ガラス質凝灰岩層全体がエリオン沸石化
している凝灰岩層は知られて いない。また、野島崎灯台下の地域では、偽礫となっている泥岩が方
沸石化されており、見かけ上、方沸石ノジュールとなっている。これまでの研究で、沸石続成分帯に
おける方沸石ノジュールの存在は大きな謎であり、形成環境の推定、生成メカニズムの解明を行って
いる。 
房総半島白浜層における沸石の鉱物組み合わせは、先行研究で明らかにされた堆積岩中の沸石組み合
わせとは大きく異なる。この地域の沸石は、これまで 知られていない成因を持つ可能性がある。 
 
Herkimer 型の有機物を内包する水晶の成因、特に有機物の果たした役割について 

Herkimer 型水晶は、両錘で透明度が高く、有機物の包有物を持つことが特徴である。油状包有物
を含むことで有名な、パキスタン/アフガニスタン国境産の試料について、物理的粉砕の後、包有物
を抽出し、蛍光スペクトル解析、さらにバイオマーカー分析を行い、包有物の有機地球化学的特徴付
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けを行った。その結果、蛍光の原因となっているのは、アルキルベンゼン類であることが明らかにな
った。パキスタン/アフガニスタン国境地域での現地調査はできない。そのため、米国ニューヨーク
州ハーキマー産出の有機物を含む水晶の調査を開始した。ここでは、カンブリア紀の炭酸塩岩中にで
きた晶洞中に、内壁に無煙炭のごとき有機物コーチングが見られ、その中に、良質の水晶が形成され
ている。有機物は、結晶学的には石墨であり、ラマン分光法による温度推定では、約 200℃という熱
履歴が得られた。炭酸塩岩のバイオマーカー分析の結果、アルキルベンゼンが卓越した。この結果
は、パキスタン/アフガニスタン国境地域産水晶の包有物の分析結果と一致した。現在、ハーキマー
で得られた水晶自体の分析を行っている。また、高知県佐川町にも有機物を含む水晶が産出する。試
料採取を終え詳細な観察/分析を開始した。このような、観察/分析結果を総合して、水晶の結晶成長
における有機物の役割を明らかにしていく。  
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25. 木下武也，佐藤薫，渦位 flux および非断熱加熱率とバランスする 3 次元残差流の考察，日本気象
学会 2017 年度春季大会 (国立オリンピック記念青少年総合センター,2017.5.28) 
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気海洋環境研究センター発足記念シンポジウム (九州大学応用力学研究所,2017.7.14) [招待講演] 
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南極重点研究観測 AJ0901「南極大気精密観測から探る全球大気システム」の概要, 第 11 回 MU
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32. Kataoka, R., H. A. Uchida, Y. Tanaka, T. Nishiyama, M. Tsutsumi, Y. Ogawa, A. Kadokura, Y. Ebihara, 
Y. Miyoshi, K. Shiokawa, K. Hosokawa, M. Ozaki, T. Takashima, I. Shinohara, A. Matsuoka, K. 
Asamura, S. Yokota, Y. Kasahara, S. Kasahara, N. Higashio, T. Mitani, Y. Kazama, S-Y. Wang, S. W. 
Y. Tam, and K. Sato, Atmospheric impacts of auroral electrons as observed by Arase satellite and 
ground-based observations at Syowa station, 第 142 回 地球電磁気･地球惑星圏学会（SGEPSS）
総会・講演会（2017 年 秋学会） (京都大学宇治キャンパス,2017.10.16) 

33. Marvin Seow Xiang Ce, 東塚知己, Mixed-layer heat budget analysis of the winter cold tongue in 
the South China Sea, 2017 年度日本海洋学会秋季大会 (東北大学,2017.10.16) 

34. Yang, W., T. Hibiya, L. Zhao, and H. Wei, Parametric subharmonic instability of the semidiurnal 
internal tide over a continental shelf slope in the East China Sea, 2017 年度日本海洋学会秋季大
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35. 木戸晶一郎, 東塚知己, 正のインド洋ダイポールモード現象に伴う亜表層の塩分偏差の形成メカ
ニズム, 2017 年度日本海洋学会秋季大会 (東北大学,2017.10.16) 

36. 伊地知敬, 日比谷紀之, 深海における乱流混合係数のパラメータ依存性, 2017 年度日本海洋学会
秋季大会 (東北大学,2017.10.16) 

37. 小堀笑理, 日比谷紀之, 深海底凹凸地形上に形成される乱流ホットスポットに関する理論的・観
測的研究, 2017 年度日本海洋学会秋季大会 (東北大学,2017.10.16) 

38. Tanaka, Y., T. Nishiyama, A. Kadokura, M. Ozaki, K. Shiokawa, S. Oyama, M. Nose, T. Nagatsuma, 
M. Tsutsumi, K. Nishimura, K. Sato, Y. Miyoshi, Y. Kasahara, A. Kumamoto, F. Tsuchiya, M. 
Hikishima, S. Matsuda, A. Matsuoka, M. Shinohara, A. Fujimoto, M. Teramoto, R. Nomura, R. 
Kataoka, and A. S. Yukimatu, A comprehensive analysis of an isolated substorm observed during 
the first coordinated Arase and ground-based observations, 第 142 回 地球電磁気･地球惑星圏学
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会（SGEPSS）総会・講演会（2017 年 秋学会） (京都大学宇治キャンパス,2017.10.17) 
39. Tsutsumi, M., K. Sato, T. Sato, and D. Murphy, Characteristics of winter time mesosphere echoes 

over Syowa and Davis in the Antarctic obtained using PANSY and MF radars, 第 142 回 地球電
磁気･地球惑星圏学会（SGEPSS）総会・講演会（2017 年 秋学会） (京都大学宇治キャンパ
ス,2017.10.17) 

40. 當房豊，足立光司，Paul J. DeMott，Thomas C. J. Hill，大畑祥，植竹淳，近藤豊，小池真，スバ
ールバル諸島・ニーオルスンでの氷晶核の計測：2016 年 7 月の事例，日本気象学会 2017 度秋
季大会 (北海道大学,2017.10.30) 

41. 大畑祥, 茂木信宏, 吉田淳, 小池真, 近藤豊, 東京都市大気における黒色酸化鉄の動態と発生源, 
日本気象学会 2017 度秋季大会 (北海道大学,2017.10.31) 

42. 小新大，佐藤薫，宮崎和幸，中層大気におけるデータ同化の研究―大気大循環モデルのパラメ
ータ依存性―，日本気象学会 2017 年度秋季大会 (北海道大学,2017.11.2) 

 
 
7.2 宇宙惑星科学講座 
(国際会議) 
1. Inui, S. T. Namekawa, K. Seki, S. Sakai, K. Matsunaga, D. A. Brain, J. P. McFadden, T. Hara, J. S. 

Halekas, D. L. Mitchell, J. E. P. Connerney, and B. M. Jakosky, Dense cold ion outflow observed in 
the Martian induced magnetotail by MAVEN,  International Conference on Mars Aeronomy 
(Boulder, USA,2017.05.18) 

2. Keika, K., K. Seki, Y. Miyoshi, M. Nose, L. J. Lanzerotti, D. G. Mitchell, M. Gkioulidou, A. Gerrard, H. 
Spence, B. A. Larsen, J. W. Manweiler, Oxygen impulsive energization during the storm main 
phase and its contribution to the ring current buildup, JpGU Meeting 2017, Makuhari Messe, 
Chiba, Japan, May 21-25, 2017. (幕張, 千葉,2017.05.18) 

3. Hoshino, M. Ion and Electron Acceleration during Magnetic Reconnection, Space Science Institute 
Workshop, Advancing Plasma Physics from the Sun to the Earth(Breckenridge, Colorado, 
USA,2017.05.21) [招待講演] 

4. Seki, K., T. Hara, D. A. Brain, R. J. Lillis, N. Terada4, D. E. Larson, D. L. Mitchell, J. R. Espley, J. E. P. 
Connerney, J. G. Luhmann, N. M. Schneider, S. K. Jain, and B. M. Jakosky, Solar Energetic Electron 
Penetration into Martian Atmosphere Observed by MAVEN,  2017 JpGU-AGU Joint Meeting(幕
張メッセ,2017.05.21) 

5. Amano, T., Evaluation of Numerical Properties of Constrained-Transport-Type Schemes for 
Hybrid Simulations, JpGU-AGU Joing Meeting 2017(幕張メッセ,2017.05.25) 

6. Yoshioka, K., F. Tsuchiya, M. Kagitani, T. Kimura, G. Murakami, F. Suzuki, R. Hikida, A. Yamazaki, 
I. Yoshikawa, and M. Fujimoto, Plasma dynamics around Jupiter’s inner magnetosphere deduced 
by EUV spectra of the Io plasma torus, MOP meeting 2017,  June, 2017(Uppsala, 
Sweden,2017.06.15) [招待講演] 

7. Hoshino, M. Particle acceleration in plasma universe: magnetic reconnection, shock waves, and 
accretion disk, 44th Conference on Plasma Physics, European Physical Society(Belfast, Northen 
Ireland, England,2017.06.26) [招待講演] 

8. Amano, T., Matsumoto, Y., Oka, M., Hoshino, M., Coherent and Stochastic Acceleration in Quasi-
perpendicular Collisionless Shocks, Workshop on Plasma Astrophysics from the Laboratory to 
the Non-thermal Universe(Oxford, UK,2017.07.04) [招待講演] 

9. Ohira, Y.,Particle acceleration by pulsar wind nebulae inside supernova remnants, 
ICRC2017(Busan, Korea,2017.07.17) 
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10. Hoshino, M. Wakefield acceleration in relativistic shocks: origin of ultra-high-energy cosmic rays, 
International Symposium: Tropical Problems of Nonlinear Wave Physics(Moscow-St. Petersburg, 
Russia,2017.07.22) [招待講演] 

11. Fukuda K., Fujiya W. Hiyagon H., Takahata N., Kagoshima T., Sugiura N. and Sano Y. (2017) Li-
Be-B and Al-Mg isotopic compositions in CH and CH/CB CAIs-Implications for the origin of 10Be 
in the early solar system. 80th Annual Meeting of the Meteoritical Society(Santa Fe, New Mexico, 
U.S.A.,2017.07.23-28) 

12. Amano, T., Matsumoot, Y., Oka, M., Hoshino, M., Nonthermal Electrons at Quasi-perpendicular 
Collisionless Shocks, 7th East-Asia Workshop on Laboratory, Space, Astrophysical 
Plasmas(Weihai, China,2017.07.25) [招待講演] 

13. Hasegawa, H., T. Mikouchi, and A. Yamaguchi, Petrological and Petrofabric Study of Roberts 
Massif 04239 Compared to Tafassasset and Brachinites, 80th Annual Meeting of The Meteoritical 
Society(Santa Fe, New Mexico, USA,2017.07.25) 

14. Hoffmann, V. H., M. Funaki, K. Wimmer, R. Hochleitner, M. Kaliwoda, T. Mikouchi, and M. E. 
Zolensky, Almahata Sitta Meteorite ̶ Compilation of Magnetic Susceptibility Database, 80th 
Annual Meeting of The Meteoritical Society(Santa Fe, New Mexico, USA,2017.07.25) 

15. Mikouchi, T., A. Takenouchi, and M. E. Zolensky, Multiple Igneous Bodies for Nakhlites and 
Chassignites as Inferred from Olivine Cooling Rates Using Calcium Zoning, 80th Annual Meeting 
of the Meteoritical Society(Santa Fe, New Mexico, USA,2017.07.25) 

16. Komatsu, M., T. J. Fagan, A. Yamaguchi, T. Mikouchi, M. Yasutake, and M. E. Zolensky, Amoeboid 
Olivine Aggregates in Antarctic CR Chondrites: Petrologic Variations Among CR Chondrites, 80th 
Annual Meeting of The Meteoritical Society (Santa Fe, New Mexico, USA,2017.07.27) 

17. Ono, H., A. Takenouchi, T. Mikouchi, and A. Yamaguchi, Silica Polymorphs in the Millbillillie 
Eucrite: Implications for Their Formation Conditions, 80th Annual Meeting of The Meteoritical 
Society(Santa Fe, New Mexico, USA,2017.07.27) 

18. Takenouchi, A., T. Mikouchi, and A. Yamaguchi, Comparison of Shock Induced Lamellar Texture 
in Olivine Between Martian Meteorites and Experimentally Shocked Basalt, 80th Annual Meeting 
of The Meteoritical Society(Santa Fe, New Mexico, USA,2017.07.28) 

19. Horiuchi, M., M. Hosokawa, A. Kawashima, M. Uno, Y. Cho, S. Kameda, Y. N. Miura, S. Kasahara, S. 
Sugita (2017), K-Ar Dating System for Mars Lander Missions, AOGS Mtg., PS05-13-A014. 
(Singapore,2017.08.06-11) 

20. Kasahara, S., K. Asamura, N. Higashio, M. Hirahara, Y. Kazama, H. Matsumoto, T. Mitani, W. 
Miyake, Y. Suto, T. Takashima, B.-J. Wang, S.-Y. Wang, K. Yamamoto, S. Yokota, "Charged particle 
measurements in the radiation belts by ERG", AOGS(Singapore,2017.08.09) [招待講演] 

21. Morita T., Sano Y., Koike M., Onda S., Takahata N., Hiyagon H. and Niihara T. (2017) In-situ 
uranium-lead dating of Zagami and RBT 04261 phosphates by NanoSIMS. Goldschmidt 
Conference(Paris, France,2017.08.13-18) 

22. Mikouchi, T., W. Satake, A. Takenouchi, H. Ono, and P. C. Buchanan, Iron valence variation in 
plagioclase from eucrite meteorites: Additional information and implications, 27th Goldschmidt 
Conference(Paris, France,2017.08.14) 

23. Yamanaka, T., H.-K. Mao, K. Komatsu, T. Hattori, A. Sano, Y. Noda, Y. Ishikawa, and T. Mikouchi, 
Magnetic and structure transition of Mn1-xFe2+xO4 by neutron diffraction study under high-
pressure and high-temperature, The 26th International Conference on High Pressure Science and 
Technology (AIRAPT 26), Aug. 22, 2017.(北京, 中国,2017.08.22) 

24. Keika, K. Ring current spatio-temporal evolution affected by plasma sheet conditions and 
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magnetosphere- ionosphere coupling, 2017 IAPSO-IAMAS-IAGA Joint Assembly, Cape Town 
International Convention Center, Cape Town, South Africa, August 29, 2017. (Cape Town, South 
Africa,2017.08.29) [招待講演] 

25. Hoshino, M. Ion and electron acceleration during driven magnetic reconnection, AOGS meeting 
(Singapore,2017.08.6) [招待講演] 

26. Kasahara, S., S. Yokota, T. Mitani, K. Asamura, M. Hirahara, Y. Shibano, and T. Takashima, "MEP-
e: Medium-Energy Particle experiments - electron analyzer", The 3rd ERG Mission Science 
Workshop(Tainan,2017.09.07) 

27. Yokoyama, T., Iijima, H.,MHD waves and jets in the solar atmosphere,1st Asia-Pacific Conference 
on Plasma Physics(Chengdu, China,2017.09.18-23) 

28. Hoffmann, V. H., K. Wimmer, M. Funaki, R. Hochleitner, M. Kaliwoda, T. Mikouchi, and M. Zolensky, 
Compilation of the MagSus Database of Almahata Sitta - the Enstatite Chondrites, Paneth 
Kolloquium 2017(Nordlingen, Germany,2017.10.12) 

29. Hoffmann, V. H., K. Wimmer, R. Hochleitner, M. Funaki, T. Mikouchi, and M. Zolensky, Almahata 
Sitta MagSus Database - the Ureilites, Paneth Kolloquium 2017(Nordlingen, 
Germany,2017.10.12) 

30. Hoffmann, V. H., R. Hochleitner, M. Kaliwoda, K. Wimmer, and T. Mikouchi,Stubenberg Meteorite 
Fall 2016: Raman Spectroscopy and Carbon Phases, Paneth Kolloquium 2017(Nordlingen, 
Germany,2017.10.12) 

31. Keika, K. Multi-spacecraft simultaneous observations of magnetospheric ion dynamics on storm 
and substorm time scales, Van Allen Probes - Arase Joint Meeting, Kyoto University, October 14, 
2017. (京都大学,2017.10.14) [招待講演] 

32. Hoshino, M, Electron acceleration in high Mach number shocks, MACH 5 meeting(Université 
Grenoble Alpes, Grenoble, FRANCE,2017.11.27) [招待講演] 

33. Hoshino, M.; Matsumoto, Y.; Amano, T., Particle Acceleration by Magnetic Islands in a Strong 
Turbulent Shock, American Geophysical Union, Fall Meeting(New Orleans USA,2017.12.11) [招
待講演] 

34. Sakai, S., K. Seki, N. Terada, H. Shinagawa, T. Tanaka, and Y. Ebihara, Ion escape from the Martian 
upper atmosphere with a weak intrinsic magnetic field,  2017 AGU fall meeting(New Orleans, 
USA,2017.12.11) 

35. Keika, K., S. Kasahara, S. Yokota, M. Hoshino, K. Seki, M. Nosé, T. Amano, Y. Miyoshi, I. Shinohara, 
Energy and mass dependence of the contribution to storm-time plasma pressure observed by 
Arase/MEP-i, AGU Fall Meeting 2017, New Orleans, December 12, 2017. (New 
Orleans,2017.12.12) 

36. Kasahara, S., S. Yokota, T. Mitani, K. Asamura, M. Hirahara, Y. Shibano, K. Yamamoto, and T. 
Takashima, "Medium-Energy Particle experiments (MEPs) for the Exploration of energization and 
Radiation in Geospace (ERG) mission", AGU(New Orleans,2017.12.13) [招待講演] 

37. Seki, K., K. Keika, S. Kasahara, S. Yokota, A. Matsuoka, Y. Ogawa,K. Asamura, Y. Miyoshi, and I. 
Shinohara, Characteristics of molecular ions  in the ring current observed by  the Arase (ERG) 
satellite,  2017 AGU fall meeting(New Orleans, USA,2017.12.13) 

38. Yoshioka, K., G. Murakami, A. Yamazaki, F. Tsuchiya, M. Kagitani, T. Kimura, and I. Yoshikawa, 
The Extreme Ultraviolet spectrometer on board the Hisaki satellite, AGU Fall meeting 2017, 
December, 2017 (New Orleans, USA,2017.12.14) [招待講演] 

39. Hoffmann, V. H., T. Mikouchi, M. Kaliwoda, and R. Hochleitner, Systematic detection of 
carbonaceous phases in chondrites ‒ request for sophisticated techniques for Hayabusa 2 
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particle analyses, Hayabusa Symposium 2017(国語研究所,2017.12.04) 
40. Tachibana, S., Initial analysis of Ryugu samples. Hayabusa Symposium 2017 (Tokyo, Japan, 

2017.12.4)(Tokyo, Japan,2017.12.04) 
41. Terada, K., Sato, A., Ninomiya, K., Kawashima, Y., Shimomura, K., Tomono, D., Yoshida, G., Kawai, 

Y., Osawa, T. and Tachibana, S., Development on non-destructive muonic X-ray analysis: 
Appication to Earth and planetary science. Hayabusa Symposium 2017 (Tokyo, Japan, 
2017.12.5)(Tokyo, Japan,2017.12.05) 

42. Yabuta, H., Hirata, N., Honda, R., Ishihara, Y., Kitazato, K., Komatsu, M., Miura, A., Matsumoto, K., 
Morota, T., Nakamura, T., Nakato, A., Noguchi, T., Okada, T., Sakatani, N., Sugita, S, Tachibana, S., 
Tanaka, S., Tatsumi, E., Watanabe, S., Yamaguchi, T., Yamamoto, Y., LSS, AA Team (Hayabusa2 
Project) (2017) Hayabusa2 landing site selection (LSS) training: Summary report of scientific 
evaluation. Hayabusa Symposium 2017 (Tokyo, Japan, 2017.12.5)(Tokyo, Japan,2017.12.05) 

43. Zolensky, M., T. Mikouchi, K. Hagiya, K. Ohsumi, J. Martinez, S. Sitzman, Y. Terada, N. Yagi, M. 
Komatsu, H. Ozawa, Y. Taki, Y. Yamasuta, A. Takenouchi, H. Hasegawa, H. Ono, K. Higashi, M. 
Takata, A. Hirata, A. Kurokawa, and S. Yamaguchi, Measuring the Shock Stage of Asteroid Regolith 
Grains by Electron Back-Scattered Diffraction and Synchrotron X-ray Diffraction, Hayabusa 
Symposium 2017 (Tachikawa, Japan), Dec., 2017.(国語研究所,2017.12.05) 

44. Hoffmann, V. H., R. Hochleitner, M. Kaliwoda, and T. Mikouchi, Carbon phases in stony meteorites 
I, 40th NIPR Symposium on Antarctic Meteorites(国語研究所,2017.12.06) 

45. Komatsu, M., T. J. Fagan, A. Yamaguchi, T. Mikouchi, M. Yasutake, and M. E. Zolensky, Petrology 
of amoeboid olivine aggregates in Antarctic CR chondrites: Evidence for aqueous alteration and 
shock metamorphism, 40th NIPR Symposium on Antarctic Meteorites(国語研究所,2017.12.06) 

46. Ono, H., A. Takenouchi, A. Yamaguchi, and T. Mikouchi, Quartz and tridymite in the Yamato 
980433 cumulate eucrite: Implications for its thermal history, 40th NIPR Symposium on 
Antarctic Meteorites(国語研究所,2017.12.07) 

47. Takenouchi, A. and T. Mikouchi, Iron nano-particles in brown olivine in Yamato 984028 
shergottite, 40th NIPR Symposium on Antarctic Meteorites(国語研究所,2017.12.07) 

48. Sakai, S., K. Seki, N. Terada, H. Shinagawa, T. Tanaka, Effects of a weak intrinsic magnetic field on 
the Martian plasma environments based on global multi-species MHD simulations,  International 
Conference on Mars Aeronomy (Boulder, USA,2017.05.17) 

49. Seki, K., T. Hara, D. A. Brain, R. J. Lillis, N. Terada4, D. E. Larson, D. L. Mitchell, J. R. Espley, J. E. P. 
Connerney, J. G. Luhmann, N. M. Schneider, S. K. Jain, and B. M. Jakosky, Solar Energetic Electron 
Penetration into Martian Atmosphere Observed by MAVEN,  International Conference on Mars 
Aeronomy (Boulder, USA,2017.05.17) 

50. Tachibana, S., Key science drivers for new space missions: Solar System origin and formation 
scenarios. ISSI-Beijing Forum "Roads towards Sample Return from Comets and Asteroids" (Beijing, 
China, 2018.1.17)(Beijing, China,2018.01.17) [招待講演] 

51. Tachibana, S., Needed technologies: Sampling techniques for Hayabusa-2. ISSI-Beijing Forum 
"Roads towards Sample Return from Comets and Asteroids" (Beijing, China 2018.1.18)(Beijing, 
China,2018.01.18) [招待講演] 

52. Amano, T., Particle Acceleration in Relativistic Plasmas, Dawn of a New Era for Black Hole Jets in 
Active Galaxies(Sendai, Japan,2018.01.26) [招待講演] 

53. Tachibana, S., Asteroid sample return missions - Hayabusa-2 and OSIRIS-REx. Europlanet & 
International Space Science Institute Workshop "Role of Sample Return in Addressing Major 
Outstanding Questions in Planetary Sciences" (Bern, Switzerland, 2018.2.9)(Bern, 
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Switzerland,2018.02.09) [招待講演] 
54. Tachibana, S., Kouchi, A., Sugawara, I., Kimura, Y., Hama, T., Naraoka, H. and Tamenori, Y., 

Chemistry of molecular-cloud macromolecular organic matter - Photochemical experiments with 
PICACHU. Solar-System symposium in Sapporo 2018 (Rusutsu, Japan, 2018.2.28)(Rusutsu, 
Japan,2018.02.28) 

55. Amano, T., Iwamoto, M., Matsumoto, Y., Hoshino, M., Astrophysical Coherent Radiation and 
Acceleration of Cosmic Rays, The Third STEPS Symposium on Photon Science(Moskow, 
Russia,2018.03.11) 

56. Tachibana, S., Laboratory experiments related to cosmochemistry. Winter school "Volatile 
elements in the Solar System" (Les Houches, France, 2018.3.13)(Les Houches, 
France,2018.03.13) 

57. Tachibana, S., Role of sample return missions from small bodies in Solar System science. Winter 
school "Volatile elements in the Solar System" (Les Houches, France, 2018.3.15).(Les Houches, 
France,2018.03.15) [招待講演] 

58. Hayashi, H., A. Takenouchi, T. Mikouchi, and M. Bizzaro, Shock Metamorphism of the Northwest 
Africa 7203 Angrite, 49th Lunar and Planet. Sci. Conf.(The Woodlands, Texas, USA,2018.03.19) 

59. Cho, Y., S. Sugita, Y. N. Miura, R. Okazaki, N. Iwata, S. Kameda (2016), End-to-End Validation of 
an In-Situ K-Ar Isochron Dating Method for Planetary Landers: Isochron Analysis of Natural Rocks, 
3rd International Workshop on Instrumentation for Planetary Mission, 24-27 October, 2016 in 
Pasadena, California. LPI Contribution No. 1980, id.4038(Houston Texas, USA,2018.03.19-23) 

60. Sugita, S., Tatsumi, E., Kouyama, T., Kameda, S., Yokota, Y., Sakatani, S., Suzuki, H., Yamada, M., 
Sawada, H., Honda, R., Honda, C., Morota, T., Ogawa, K., Hayakawa, M., Yoshioka, K., Ogawa, N., 
Tanabe, N., Kamiyoshihara, H., Iijima, Y., ONC Team, Pre-Arrival Scientific Calibration of the 
Hayabusa2 Multi-Band Visible Camera, XXXXIX, Houston, TX, USA, March 20-24, #2818, pp.1-
2.(Houston Texas, USA,2018.03.19-23) 

61. Tatsumi, E., Domingue, D., Hirata, N., Kitazato, K., Vilas, F., Lederer, S. M., Weissman, P. R., Lowrys, 
S. C., Sugita, S., Regolith Properties on the S-Type Asteroid Itokawa Estimated from Photometrical 
Measurements, XXXXIX, Houston, TX, USA, March 20-24, #1921, pp.1-2.(Houston Texas, 
USA,2018.03.19-23) 

62. Tatsumi, E.; Sugita, S., Itokawa's Orbital Transition from Main Belt to Near-Earth Orbit as Derived 
from Spectral Ages of Quasi-Circular Depressions on Itokawa, XXXXIX, Houston, TX, USA, March 
20-24, #1945, pp.1-2. (Houston Texas, USA,2018.03.19-23) 

63. Yabuta, H., A. Nakato, M. Komatsu, T. Morota, M. Matsuoka, S. Sugita, Hiroi, To., K. Kitazato,, T. 
Okada, H. Senshu, S. Sasaki, T. Nakamura, N. Kobayashi, S. Watabnabe, Hayabusa2 Landing Site 
Selection Team, Scientific Strategy of Landing Site Selection for Hayabusa2, 79th Annual Meeting 
of the Meteoritical Society, 7-12 August, 2016 in Berlin, Germany. LPI Contribution No. 1921, 
id.6525(Houston Texas, USA,2018.03.19-23) 

64. Yabuta, H.; Hirata, N., Honda, R., Ishihara, Y., Kitazato, K., Komatsu, M., Miura, A., Matsumoto, K. 
Morota, T. Nakamura, T. Nakato, A. Noguchi, T. Okada, T. Sakatani, N. Sugita, S. Tachibana, S. 
Tanaka, S. Tatsumi, E. Watanabe, S. Yamaguchi, T. Yamamoto, Y. Hayabusa2 Lssaa Team,  , 
Hayabusa2 Landing Site Selection (LSS) Training: Summary Report of Scientific Evaluation, 
XXXXIX, Houston, TX, USA, March 20-24, #1921, pp.1-2. (Houston Texas, USA,2018.03.19-23) 

65. Arai, T., M. Kobayashi, K. Ishibashi, F. Yoshida, H. Kimura, K. Wada, H. Senshu, M. Yamada, O. 
Okudaira, T. Okamoto, S. Kameda, R. Srama, H. Kruger, M. Ishiguro, H. Yabuta, T. Nakamura, J. 
Watanabe, T. Ito, K. Ohtsuka, S. Tachibana, T. Mikouchi, M. Komatsu, K. Nakamura-Messenger, S. 
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Sasaki, T. Hiroi, S. Abe, S. Urakawa, N. Hirata, H. Demura, G. Komatsu, T. Noguchi, T. Sekiguchi, T. 
Inamori, H. Yano, M. Yoshikawa, T. Ohtsubo, T. Okada, T. Iwata, K. Nishiyama, T. Toyota, Y. 
Kawakatsu, and T. Takashima, DESTINY+ Mission: Flyby of Geminids Parent Asteroid (3200) 
Phaethon and In-Situ Analyses of Dust Accreting on the Earth, 49th Lunar and Planet. Sci. 
Conf.(The Woodlands, Texas, USA,2018.03.20) 

66. Arai, T., M. Komatsu, A. Takenouchi, T. Mikouchi, and K. Tomeoka, Na Variation and Redox State 
of Plagioclase in CK4 Chondrites: Possible Record of Thermal Metamorphism, 49th Lunar and 
Planet. Sci. Conf.(The Woodlands, Texas, USA,2018.03.20) 

67. Takenouchi, A. and T. Mikouchi, Local Olivine Darkening by the Formation of Iron Nanoparticles 
in Shergottite Olivines, 49th Lunar and Planet. Sci. Conf.(The Woodlands, Texas, USA,2018.03.20) 

68. Zolensky, M., J. Martinez, S. Sitzman, T. Mikouchi, K. Hagiya, K. Ohsumi, Y. Terada, N. Yagi, M. 
Komatsu, H. Ozawa, Y. Taki, Y. Yamasuta, A. Takenouchi, H. Hasegawa, H. Ono, K. Higashi, M. 
Takata, A. Hirata, A. Kurokawa, and S. Yamaguchi, Measuring the Shock Stage of Asteroid Regolith 
Grains by Electron Back-Scattered Diffraction, 49th Lunar and Planet. Sci. Conf.(The Woodlands, 
Texas, USA,2018.03.20) 

69. Mikouchi T., Takenouchi A., Zolensky M. E. and Hoffmann V. H. “Almahata Sitta MS-MU-011 and 
MS-MU-012: Formation Conditions of Two Unusual Rocks from the Ureilite Parent Body”, 49th 
Lunar and Planetary Science Conference (The Woodlands, USA), Mar. 21, 2018.(The Woodlands, 
Texas, USA,2018.03.21) 

70. Nyquist, L. E., C.-Y. Shih, J. Park, G. F. Herzog, K. Nagao, and T. Mikouchi, Radiogenic and 
Cosmogenic Isotopes in Los Angeles and Dhofar 378 Shergottites, 49th Lunar and Planet. Sci. 
Conf.(The Woodlands, Texas, USA,2018.03.22) 

71. Ono, H., A. Takenouchi, M. Koike, T. Iizuka, T. Mikouchi, and A. Yamaguchi, Silica Minerals in Non-
Cumulate Eucrites with High Thermal Metamorphism, 49th Lunar and Planet. Sci. Conf.(The 
Woodlands, Texas, USA,2018.03.22) 

72. Yokoi, N., A. Takenouchi, and T. Mikouchi, Iron Valence States of Plagioclase in Some Lunar 
Meteorites, 49th Lunar and Planet. Sci. Conf.(The Woodlands, Texas, USA,2018.03.22) 

 
（国内会議） 
1. Yokoyama, T., Iijima, H., Shimojo, M., Okamojo, T. J., Solar chromospheric dynamics by ALMA 

observations, 日本地球惑星科学連合大会 (幕張メッセ,2017.05.20-25) 
2. 堀内美沙, 長勇一郎, 亀田真吾, 三河内岳, 中村智樹, 杉田 精司, 火星衛星探査計画 (MMX)のた

めの LIBS を用いた元素分析, 日本地球惑星科学連合 2017 年大会 (幕張メッセ,2017.05.22) 
3. 森田拓也、佐野有司、小池みずほ、音田知希、比屋根肇、高畑直人、新原隆史 (2017) NanoSIMS

を用いた Zagami と RBT04261 中のリン酸塩鉱物のウラン－鉛年代測定。日本地球惑星科学連合
2017 年大会 (幕張メッセ、千葉県千葉市美浜区,2017.05.23) 

4. 早川瑛庸、福田航平、飯塚毅、比屋根肇 (2017) IC-ICPMS を用いた普通コンドライトコンドルー
ルの高精度 Mg 同位体分析、日本地球惑星科学連合 2017 年大会 (幕張メッセ、千葉県千葉市美
浜区,2017.05.23) 

5. 大野遼, 山口亮, 竹之内惇志, 三河内岳, Eucrite の結晶化実験から推測する Non-cumulate eucrite
中シリカ多形の形成過程, 日本地球惑星科学連合 2017 年大会 (幕張メッセ,2017.05.23) 

6. 竹之内惇志, 三河内岳, 小林敬道, 山口亮, 衝撃実験による玄武岩中カンラン石の微細構造と火星
隕石中カンラン石との比較, 日本地球惑星科学連合 2017 年大会 (幕張メッセ,2017.05.23) 

7. 福田航平、藤谷渉、比屋根肇、杉浦直治、鹿児島渉悟、高畑直人、佐野有司 (2017) A combined 
study of Be-B and Al-Mg systematics on CH and CH/CB CAIs. 日本地球惑星科学連合 2017 年大
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会 (幕張メッセ、千葉県千葉市美浜区,2017.05.23) 
8. Kasahara, S., K. Asamura, N. Higashio, M. Hirahara, Y. Kazama, H. Matsumoto, T. Mitani, W. 

Miyake, Y. Suto, T. Takashima, B.-J. Wang, S.-Y. Wang, K. Yamamoto, S. Yokota, "Charged particle 
measurements in the radiation belts by ERG", 地球惑星科学連合 2017 年大会 (幕張メッ
セ,2017.05.24) 

9. 大平豊,超新星残骸での粒子加速と非熱的放射,磁気リコネクション・粒子加速勉強会 (東京大
学,2017.06.26) 

10. 横山央明,シンポジウム開催趣旨について, シンポジウム「2020 年代のスペース太陽研究」 (国立
天文台,2017.07.13) 

11. 横山央明,パネルディスカッション, シンポジウム「2020 年代のスペース太陽研究」 (国立天文
台,2017.07.13) 

12. 横山央明,太陽プラズマの磁気流体数値計算, 「磁気流体プラズマで探る高エネルギー天体現象」
研究会 (JAMSTEC 東京事務所,2017.08.28-30) 

13. 山中高光, 服部高典, 小松一生, 三河内岳, 石川喜久, 毛河光, Mn3-xFexO4 の J-PARC 中性子回折
実験による高圧・高温での磁気転移、構造転移の解析, 日本鉱物科学会 2017 年年会 (愛媛大
学,2017.09.12) 

14. 三河内岳, 山口 亮, Asuka 12209 アングライト中カンラン石外来結晶の形成環境, 日本鉱物科学
会 2017 年年会 (愛媛大学,2017.09.13) 

15. 大野遼, 竹之内惇志, 三河内岳, 山口亮, Millbillillie ユークライト隕石中のシリカ多形, 日本鉱物
科学会 2017 年年会 (愛媛大学,2017.09.13) 

16. 竹之内惇志, 三河内岳, 火星隕石中黑色カンラン石の形成過程の再検討：不均化反応による鉄ナ
ノ粒子の形成, 日本鉱物科学会 2017 年年会 (愛媛大学,2017.09.13) 

17. 東浩太郎, 三河内岳, 長谷川輝, Zolensky M. E., Kaidun 隕石中の特異な岩片についての鉱物学的
研究, 日本鉱物科学会 2017 年年会 (愛媛大学,2017.09.13) 

18. 小池みずほ, 森田拓弥, 高畑直人, 佐野有司, 飯塚毅, 三河内岳, 分化隕石リン酸塩鉱物の U-Pb 年
代・希土類元素分析, 日本地球化学会 2017 年年会 (東京工業大学,2017.09.15) 

19. 笠原慧，沖津由尚 ，平原聖文，齋藤義文，横田勝一郎，三浦弥生，奥野衛，吉岡和夫，杉田精司, 
"超小型探査機による惑星観測に向けた粒子計測器の開発", 惑星科学会秋季講演会 (大阪大
学,2017.09.27) 

20. 三河内岳, 火星隕石ナクライト・シャシナイト起源岩体の関係について, 日本惑星科学会 2017 年
年会 (大阪大学,2017.09.29) 

21. 大平豊,宇宙線 Knee の起源,高エネルギー宇宙物理学研究会 2017 (京都大学,2017.09.6) 
22. 横山央明,太陽大気中波動の観測と理論, RIMS 研究集会 非線形波動現象の数理とその応用 (京都

大学数理解析研,2017.10.11-13) 
23. 天野孝伸, Kinetic temperature anisotropy instabilities in inhomogeneous collisionless plasmas, 

地球電磁気・地球惑星圏学会 講演会 (京都大学宇治キャンパス,2017.10.16) 
24. 加藤拓馬, 天野孝伸, モンテカルロ法による衝撃波遷移層での非熱的電子加速のモデリング (京

都大学宇治キャンパス,2017.10.16) 
25. 笠 原 慧 , 横 田 勝 一 郎 , 三 谷 烈 史 , 浅 村 和 史 , 平 原聖 文 , 高 島 健 , "Medium-Energy Particle 

experiments - electron analyzer （MEP-e） for the ERG satellite mission", SGEPSS 秋学会 (京都
大学,2017.10.16) 

26. Keika, K., S. Kasahara, S. Yokota, M. Hoshino, K. Seki, M. Nosé, T. Amano, Y. Miyoshi, I. Shinohara, 
Energy and mass dependence of the contribution to storm-time plasma pressure: Arase/MEP-i 
observations, SGEPSS 2017 Fall Meeting, Kyoto University, October 17, 2017.  ( 京 都 大
学,2017.10.17) 
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27. Seki, K., K. Keika, S. Kasahara, S. Yokota, A. Matsuoka, Y. Ogawa, K. Asamura, Y. Miyoshi, and I. 
Shinohara, Characteristics of molecular ions in the ring current observed by the Arase (ERG) 
satellite, 第 142 回地球電磁気・地球惑星圏学会秋季講演会 (京都大学,2017.10.17) 

28. Seki, K., Y. Miyoshi, Y. Ebihara, Y. Katoh, S. Saito, T. Amano, Y. Omura, M. Shoji, T. Hori, N. 
Takahashi, K. Keika1, S. Nakano, A. Nakamizo, M. Nose, S. Watanabe, and ERG 
theory/modeling/integrated studies team, Theory, Modeling, and Integrated studies in the ARASE 
(ERG) project, 第 142 回地球電磁気・地球惑星圏学会秋季講演会 (京都大学,2017.10.18) 

29. Walia Nehpreet Kaur, 関華奈子, 星野真弘, 北村成寿, 斎藤義文, 横田勝一郎, Pollock Craig J., 
Giles Barbara L., Moore Thomas E., Torbert Roy, Russell C. T. , Burch James L., A statistical study 
of slow-mode shocks observed by MMS in the dayside magnetopause, 地球電磁気・地球惑星圏
学会 (京都大学、京都,2017.10.19) 

30. 岩本昌倫、天野孝伸、松本洋介、星野真弘、Intense Electromagnetic Waves Excited in Two-
dimensional Relativistic Shocks、地球電磁気・地球惑星圏学会 (京都大学、京都,2017.10.19) 

31. 桂華邦裕, 笠原慧, 横田勝一郎, 星野真弘, 関華奈子, 能勢正仁, 天野孝伸, 三好由純, 篠原育, 磁
気嵐中の内部磁気圏プラズマ圧に対するエネルギー帯および粒子種ごとの寄与について：あらせ
衛星搭載 MEP-i 粒子検出器の観測、地球電磁気・地球惑星圏学会 (京都大学、京都,2017.10.19) 

32. 松本洋介, 天野孝伸, 加藤恒彦, 星野真弘、高マッハ数衝撃波の 3 次元 PIC シミュレーション：
電子加速効率のパラメタ依存性、地球電磁気・地球惑星圏学会 (京都大学、京都,2017.10.19) 

33. 浅見隆太、星野真弘、桂華邦裕、地球電磁気・地球惑星圏学会 (京都大学、京都,2017.10.19) 
34. Kasahara, S., K., Asamura, N. Higashio, Y. Kazama, T. Mitani, S.-Y. Wang, K., and S. Yokota,"Charged 

particle measurements in the radiation belt by ERG (Arase)", PLASMA 学会 (姫路,2017.11.23) [招
待講演] 

35. Yokoyama, T., Shimojo, M., Okamoto, J. T., Iijima, H.,ALMA observations of the solar 
chromosphere on the polar limb,4th Asia-Pacific solar physics meeting (京都大学,2017.11.07-
10) 

36. 大平豊,First cosmic ray,第 30 回 理論懇シンポジウム (東京大学,2017.12.26) 
37. 吉岡和夫、土屋史紀、木村智樹、鍵谷将人、村上豪、山崎敦、吉川一朗、藤本正樹、「ひさき」

の 観測で捉 えた木 星磁気 圏と衛星 イオの 関係、宇 宙科学シ ンポジ ウム  (宇宙 科学研 究
所,2018.01.09) 

38. 三河内岳, 岐阜で見つかった新しい鉄隕石, 総合研究大学院大学学融合推進センター 平成 29 年
度 萌芽的共 同研究 支援課 題 流星 刀と日 本の隕石 について の研究 会  (富山市 科学博 物
館,2018.02.06) 

39. 横山央明,全体議論,太陽研連シンポジウム (京都大学,2018.02.19-21) 
40. 大 平 豊 ,超 新 星 残 骸 衝 撃 波 中 の ピ ッ ク ア ッ プ イ オ ン ,PSTEP・ ISEE 研 究 集 会  ( 名 古 屋 大

学,2018.02.20) [招待講演] 
41. Seki, K., Current understanding of water and atmospheric escape from Mars based on MAVEN 

observations, Symposium on Planetary Science 2018 (Tohoku University,2018.02.28) [招待講演] 
42. 吉岡和夫、桑原正輝、田口真、川原琢也、亀田真吾、吉川一朗、D/H 吸収セルの開発と惑星科学

への貢献, 第 19 回惑星圏研究会 (東北大学,2018.02.28) [招待講演] 
43. 大平豊,宇宙線と磁場,研究会 X (広島大学,2018.03.01) [招待講演] 
44. 横山央明、下条圭美、岡本丈典、飯島陽久, 彩層極域リムの ALMA 観測,日本天文学会年会 (千葉

大学,2018.03.14-17) 
45. 横山央明,太陽物理学イントロダクション・コンピュータの中の太陽, 理系大学生のための太陽研

究最前線体験ツアー (国立天文台,2018.03.19) 
46. 吉岡和夫、吉川一朗、村上豪、山崎敦、藤本正樹、土屋史紀、鍵谷将人、木村智樹、飛翔体によ
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る遠隔観測技術を用いた惑星磁気圏の研究, 日本物理学会第 73 回年次大会 (東京理科大学野田
キャンパス,2018.03.22) [招待講演] 

47. 加藤拓馬, 天野孝伸, モンテカルロ法による衝撃波遷移層での非熱的電子加速のモデリング (東
京理科大学 野田キャンパス,2018.03.23) 

48. 大平豊,低電離プラズマ中の無衝突衝撃波のハイブリッドシミュレーション,日本物理学会 2018
年春季大会 (東京理科大学,2018.03.23) 

49. 天野孝伸, 宇宙空間衝撃波の遷移層, 物理学会 2018 年春季年会 (東京理科大学 野田キャンパ
ス,2018.03.24) [招待講演] 

50. 吉岡和夫、桑原正輝、村上豪、吉川一朗、EUV imaging for Earth's plasmasphere from Earth-Moon 
L2 point by nano-spacecraft named EQUULEUS、日本地球惑星科学連合 2017 年大会 (幕
張,2018.05.24) 

51. 吉岡和夫、桑原正輝、吉川一朗、今村剛、 田口真、亀田真吾、船瀬龍、小泉宏之、鈴木宏二
郎、笠原慧、杉田精司、超小型探査機による光学観測手法の惑星科学への応用、日本惑星科学
会秋季講演会 (大阪,2018.09.27)  

 
7.3 地球惑星システム科学講座 
（国際会議） 
1. Kadoya, S., Tajika, E., and Reinhard, C. T., Lifetime of the warm climate of Earth-like planets in the 

habitable zone, Astrobiology Science Conference 2017 (Arizona, USA, 2017.4.24) 
2. Ozaki, K., and Tajika, E., Limited O2 production in the Mid-Proteorozic oceans, Astrobiology 

Science Conference 2017 (Arizona, USA, 2017.4.24) 
3. Goto-Azuma, K., Y. Ogawa-Tsukagawa, Y. Kondo, R. Dallmayr, M. Hirabayashi, J. Ogata, K. 

Kitamura, K. Kawamura, H. Motoyama, S. Matoba, T. Aoki, N. Moteki, S. Ohata, T. Mori, M. Koike, 
Y. Komuro, A. Tsushima, N. Nagatsuka, Variability of back carbon in Northwest Greenland during 
the past 350 years, 2017 EGU General Assembly. (Vienna, Austria, 2017.4.24) 

4. Yoshida, A., N., Moteki, S. Ohata, K. Adachi, T. Mori, M. Koike, A. Takami, Single-particle 
measurements of light-absorbing iron oxide aerosols and their radiative effects, 2017 JpGU-AGU 
joint meeting. (Chiba, Japan, 2017.5.22) 

5. Tada, R. Lake Suigetsu drilling. Earth System Science in Yunnan: Preliminary Initiatives. (Yunnan 
University (中国雲南省）, 2017.5.28) 

6. Ozaki, K., Tajika, E., Hong, P.K., Reinhard, C.T., Primitive photosynthesis and Earth’s early climate, 
Geobiology 2017 (Banff, Canada, 2017.6.11) 

7. Tada, R. Cause(s) of centennial to millennial-scale variabilities of East Asian Summer Monsoon 
during the Holocene. Asian monsoon variability and dynamics (ANGSANA Xi'an Lintong (Xi'an, 
China), 2017.6.13) 

8. Satoshi Takahashi, Akane Mizutani, Jun Ishida, Shinji Yamamoto, Shun Muto, Masayuki Ikeda, 
Kazumi Ozaki, Nozomi Suzuki, Ryuji Tada, Redox conditions across Permian-Triassic based on 
laminae preservation and pyrite framboids from the pelagic Panthalassic ocean. O13, the IGCP 
630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.14) 

9. Yoshiaki Aita, Natsuko Kikuchi, Satoshi Yamakita, Atsushi Takemura, Rie S. Hori, Satoshi 
Takahashi, Megumi Saito, Yoshimi Kubota, K. Bernhard Spörli, Hamish J. Campbell Enhanced 
biogenic silica sedimentation processes revealed in the Early Triassic, Induan bedded chert from 
Arrow Rocks, Panthalassa ocean. P4. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 
2017.6.14) 

10. Kunio Kaiho, Atena Shizuya, Kenji Yamada, Masahiro Oba, Minori Kikuchi, Naoto Senba, Zhong-
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Qiang Chen, Tsuyoshi Komiya, Jinnan Tong, Li Tian, Paul Gorjan, Satoshi Takahashi, Oceanic 
oxidation and anoxia coincided with diversification and extinction of early animals after the 
Snowball Earth. P6. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, , 2017.6.14) 

11. Kunio Kaiho, Ryosuke Saito, Kosuke Ito, Takashi Miyaji, Raman Biswas, Li Tian, Hiroyoshi Sano, 
Zhiqiang Shi, Satoshi Takahashi, Jinnan Tong, Lei Liang, Masahiro Oba, Fumiko W. Nara, 
Noriyoshi Tsuchiya, Zhong-Qiang Chen, Effects of soil erosion and anoxic‒euxinic ocean in the 
Permian‒Triassic marine crisis. P7. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 
2017.6.14) 

12. Ryosuke Saito, Kunio Kaiho, Masahiro Oba, Jinnan Tong, Zhong-Qiang Chen, Li Tian, Satoshi 
Takahashi, Megumu Fujibayashi, Tentative identification of diagenetic products of cyclic 
biphytanes in sedimentary rocks from the uppermost Permian and Lower Triassic. P8. the IGCP 
630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.14) 

13. Satoshi Takahashi, The Permian-Triassic in Akkamori, Japan, SP1. the IGCP 630 annual meeting, 
( Tohoku Univ., Sendai, Japan, , 2017.6.14) 

14. Masahiro Ehiro, Kazuko Yoshizawa, Satoshi Takahashi, Kunio Kaiho, Noritoshi Suzuki, The 
Permian-Triassic in Utatsu, Japan SP2. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 
2017.6.14) 

15. Yoshiaki Aita, Shun Muto, Satoshi Takahashi, Ryuichi Arakawa, The Permian-Triassic in Kuzuu, 
Japan: Part 2., SP4, the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.14) 

16. Satoshi Yamakita, Satoshi Takahashi, Kunio Kaiho, Megumu Fujibayashi, Satoru Kojima, Atsushi 
Takemura, Yoshiaki Aita, Rie S. Hori, K. Bernhard Spörli. Hamish J. Campbell, Smithian/Spathian 
boundary detected slightly below OAE-related black sediments in oceanic sequences in Japan and 
New Zealand. P10. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.14) 

17. Satoshi Yamakita, Atsushi Takemura, Yoshiaki Aita, Rie S. Hori, Satoshi Takahashi, Jack A. Grant-
Mackie, K. Bernhard Spörli and Hamish J. Campbell, Conodont provincialism in the Early Triassic 
environmental extreme. P11. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 
2017.6.14) 

18. Yoshiaki Aita, Shun Muto, Satoshi Takahashi, Ryuichi Arakawa, The Permian-Triassic in Kuzuu, 
Japan: Part 1 SP3. the IGCP 630 annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.14) 

19. Kazuko Yoshizawa, Satoshi Takahashi, Masayuki Ehiro, Takanobu Tsuihiji, Shun Muto, Takayuki 
Tashiro, Redox conditions of late Early Triassic oceanic region around the South Kitakami Block. 
O52, the IGCP 630 annual meeting (ohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.16) 

20. Ryosuke Saito, Kunio Kaiho, Masahiro Oba, Satoshi Takahashi, Zhong-Qiang Chen, Li Tian, Jing 
Chen, Jinnan Tong, Organic geochemical evidence for coincidence of an amelioration of harsh 
environments with biotic recovery from the end-Permian mass extinction. O53, the IGCP 630 
annual meeting (Tohoku Univ., Sendai, Japan, 2017.6.16) 

21. Harada, M., Tajka, E., and Yamagishi, A.， Rise of oxygen in the snowball aftermath and its linkage 
to the evolution of cyanobacterial antioxidant enzymes, IGCP 630 Meeting in Japan, 2017 
(Permian-Triassic Climatic& Environmental Extremes and Biotic Response) ( 東 北 大 学 , 
2017.6.16)[招待講演] 

22. Ikoma, M., B. Sato, H. Sekii, H. Hanayama,and S. Ida,Probing the interior of Jupiter toward 
unveiling its formation: A new attempt with Jovian seismology, IAG-IASPEI (Kobe, Japana, 
2017.7.31)[招待講演] 

23. Ozaki, K., Tajika, E., Hong, P., Reinhard, C., and Nakagawa, Y.， Climatic consequences of methane 
boosting by photoferrotrophs in the Archean atmosphere, Goldschmidt 2017 (Paris, France, 
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2017.8.17) 
24. Ikoma, M., A new process of super-Earth formation via pebble accretion with focus on an 

implication for TRAPPIST-1 planets, Planetary and satellite system meeting (Gotenba, Kanagawa, 
2017.8.29) 

25. Tada, R. Onset and evolution of the millennial-scale variability of East Asian Summer Monsoon 
and its tight linkage with AMOC during the last 1.45 Ma (Invited Presentation). IODP-PAGES 
Workshop on Gloabal Monsoon in Long-term Records.  (Tongji University, Shanghai, China , 
2017.9.7)[招待講演] 

26. Kayanne, H., S. Yamamoto et al., Continuous flow-through analyzer of small-sized seawater 
carbonate system to evaluate response of marine ecosystem against ocean acidification, 
14thInternational Symposium on Biomineralization (International Congress Center, Tsukuba, 
Japan, 2017.10.9-13) 

27. Shun Muto, Satoshi Takahashi, Satoshi Yamakita, Conodont biostratigraphy of Lower Triassic 
pelagic deep-sea sedimentary rocks in Japan, P15-06, InterRad XV in Niigata 2017 (Niigata Univ., 
Niigata, Japan, 2017.10.23) 

28. Satoshi Takahashi, Shin-ichi Yamasaki, Noriyoshi Tsuchiya, Yasumasa Ogawa, Kazuhiko Kimura, 
Kunio Kaiho, Takeyoshi Yoshida, Possibility of bio-essential element depleted ocean at the end-
Permian mass extinction, P15-11, InterRad XV in Niigata 2017 (Niigata Univ., Niigata, Japan, 
2017.10.23) 

29. Satoshi Takahashi, Shin-ichi Yamasaki, Noriyoshi Tsuchiya, Yasumasa Ogawa, Kazuhiko Kimura, 
Kunio Kaiho, Takeyoshi Yoshida, Possibility of bio-essential element depleted ocean at the end-
Permian mass extinction, P15-11, InterRad XV in Niigata 2017 (Niigata Univ., Niigata, Japan, 
2017.10.23) 

30. Shun Muto, Satoshi Takahashi, Satoshi Yamakita, Three episodes of black claystone deposition in 
the pelagic Panthalassa during the Early Triassic. O01-03, InterRad XV in Niigata 2017 (Niigata 
Univ., Niigata, Japan, 2017.10.23) 

31. Yoshiaki Aita, Natsuko Kikuchi, Kenta Kusaba, Takumi Maruyama, Satoshi Yamakita, Atsushi 
Takemura, Rie S. Hori, Satoshi Takahashi, Megumi Saito, Yoshimi Kubota, K. Bernhard Spörli, 
Hamish J. Campbell, Biosiliceous facies and flux change of the Early Triassic bedded chert from 
Arrow Rocks, New Zealand, O08-03, InterRad XV in Niigata 2017, Niigata Univ., (Niigata, Japan, 
26 Oct 2017. (oral), 2017.10.23) 

32. Satoshi Yamakita, Atsushi Takemura, Yoshiaki Aita, Rie S. Hori, Satoshi Takahashi, Jack A. Grant-
Mackie, K. Bernhard Spörli, Hamish J. Campbell, Early Triassic conodont provincialism and its 
implication for the paleoceanography of Tethys and Panthalassa, O10－04, InterRad XV in 
Niigata 2017, Niigata Univ. (Niigata, Japan, 2017.10.26) 

33. Ikoma, M., Accretion limit of snowy protoplanetary envelope, 10th RESCEU-2nd Planet2 
Symposium on Planet Formation around Sowline (Tokyo, Japan, 2017.11.29)[招待講演] 

34. Hajime Kawahara, Finding long period objects around snow line, Planet Formation beyond 
snowline (Tokyo, Japan, 2017.11.30)[招待講演] 

35. Tada, R., A. Seki, M. Ikeda, T. Irino, K. Ikehara, A. Karasuda, S. Sugisaki, T. Sagawa, T. Itaki., Y. 
Kubota, M. Murayama, S. Lu. Intermitted Occurrence of Millennial-scale Variability of East Asian 
Summer Monsoon before 1.45 Ma based on the High-resolution Br Record of the Japan Sea 
Sediments. 2017 AGU Fall Meeting.  (New Orleans Emest N. Morial Convention Center (New 
Orleans, U.S.A.), 2017.12.13) 

36. Ikeda, M., R. Tada, K. Ozaki, P. E. Olsen Solar System Chaos and its climatic and biogeochemical 
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consequences. 2017 AGU Fall Meeting.  (New Orleans Emest N. Morial Convention Center (New 
Orleans, U.S.A.), 2017.12.13) 

37. Nakagawa, T., Tajika, E., and Kadoya, S., On evolutionary climate tracks in deep mantle volatile 
cycle computed from numerical mantle convection simulations and its impact on the habitability 
of the Earth, AGU Fall Meeting 2017 (New Oreans, USA, 2017.12.14) 

38. Ikoma, M., Late-stage accretion and subsequent evolution of giant planets, CHARIS International 
Workshop (Tokyo, Japan, 2017.12.15)[招待講演] 

39. Kayanne, H., Continuous pH-alkalinity analyzer for a small amount of seawater, International 
Symposium "Promotion of global network studies on seagrass ecosystem based on innovative 
new technology"  (TWIns, Waseda Univ., Tokyo, Japan, 2018.2.18-20)[招待講演] 

40. Ikoma, M., Late-stage capture of solids by proto-gas giants, Workshop on Giant Planet 
Formation, Evolution, ad Interior. (Zurich, Switzerland, 2018.3.10)[招待講演] 

 
（国内会議） 
1. 高橋 聡, 中田 亮一, 渡辺 勇輔, 髙橋 嘉夫, 深海相ペルム紀-三畳紀境界層に記録された鉄・モリ

ブデンの化学種記録, BPT06-03, 日本地球惑星科学連合大会 (千葉，幕張メッセ, 2017.5.21) 
2. Kurokawa S., R. Tada, T. Irino, A. Seki, M. Murayama, Cyclo-stratigraphy of the Pliocene-Miocene 

interval in the Japan Sea sediments and timings of paleoceanographic changes (poster), JpGU-
AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.23) 

3. Sakuma A., R. Tada R, H. Zheng, T. Kanzaki, B. Wang B M. He, S. Kurokawa, The change in the 
environment and tectonics from Late Paleocene to Early Miocene in the Northeastern Tibetan 
Plateau (poster),JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.23) 

4. Seki A., R. Tada, S. Kurokawa, K. Mitake, M. Murayama Reconstruction of marine organic carbon 
content in the Japan Sea sediments from Br variability measured by XRF core scanner (poster), 
JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.23) 

5. 高橋 聡, 多田 隆治, 関 有沙, 入野 智久, Redox history of deep water in the Japan Sea during 
late Pleistocene based on trace elements MIS06-P08, 日本地球惑星科学連合大会 (千葉，幕張メ
ッセ, 2017.5.23) 

6. 多田隆治, 王可, 斎藤京太, Zheng, H., 鈴木克明, 杉崎彩子, 長島佳菜, 内田昌男, 入野智久, 中川
毅, 久保田好美, 木元克典 & 板木拓也. 東アジア夏季モンスーン降水の過去 6 千年間の千年スケ
ール変動は,偏西風ジェットの挙動に規定されたモンスーン降水フロントの南振動に起因する。
JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.23) 

7. 押尾 秀，山口 耕生，高橋 聡, 多田 隆治, 奈良岡 浩, 池原 実, 山口 飛鳥, Sulfur isotope 
geochemistry of the Japan Sea sediments (IODP Exp. 346) 30 ~ 220 kyr ago: Implications for the 
evolution of Asian Monsoon climate system, MIS06-P09, 日本地球惑星科学連合大会 (千葉，幕
張メッセ, 2017.5.23) 

8. 増田 沙恵佳，山口 耕生，高橋 聡，多田 隆治，Phosphorus geochemistry of the central Japan 
Sea sediments (IODP Exp. 346) 30~220 kyr ago: Implications for the evolution of Asian Monsoon 
climate system MIS06-P10,日本地球惑星科学連合大会 (千葉，幕張メッセ, 2017.5.23) 

9. Tajika, E., Kobayashi, T., and Ozaki, K., Behaviors of marine primary producers during ocean 
anoxic events, JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ国際会議場, 2017.5.23) 

10. 多田賢弘, 多田隆治, Carling P., Songtham W., 昱 常 , 田近英一, タイ東北部ファイオムセクシ
ョンにおける 79 万年前の東南アジア衝突イベント起源の衝撃変成石英の発見 JpGU-AGU Joint 
Meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.24) 

11. Tada, T., Tajika, E., Chang, Y., Songtham, W., Tada, R., and Carling, P. A., Discovery of Shocked 
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Quartz at Huai Om Section, Ubon Ratchathani Province, NE Thailand, JpGU-AGU Joint Meeting 
2017 (幕張メッセ国際会議場, 2017.5.24) 

12. 松本 廣直, 高橋 聡, 飯塚 毅, 武藤 俊, 深海堆積層岩から産するコノドント化石の化学組成の評
価：古海洋環境復元ツールへの応用に向けて,MIS20-04, 日本地球惑星科学連合大会 (千葉，幕張
メッセ, 2017.5.25) 

13. 武藤 俊，高橋 聡，山北 聡，下部三畳系深海チャートギャップの完全な層序復元に向けて，MIS20-
05 日本地球惑星科学連合大会 (千葉，幕張メッセ, 2017.5.25) 

14. Kadoya, S., and Tajika, E, The effect of spectral type of central star on climate and climatic 
evolution of the Earth-like planets in habitable zone, JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ
国際会議場, 2017.5.25) 

15. 茅根 創，環礁国家の水没と生態工学的維持，太平洋諸島学会第５回研究大会 (東京, 
2017.7.8)[招待講演] 

16. 生駒 大洋，Probing the interior of Jupiter toward unveiling its formation: A new attempt with 
Jovian seismology，トランジット観測検討会 (三浦海岸，神奈川, 2017.8.7) 

17. 生駒 大洋，The atmospheric growth of TRAPPIST-1planets: Pebble accretion，トランジット観測
検討会 (三浦海岸，神奈川, 2017.8.7) 

18. 関 有沙, 多田 隆治, 村山 雅史, 黒川 駿介 & 三武 司. 第四紀における日本海底層の酸化還元
状態と海洋循環の時代変化復元 (poster). 日本第四紀学会 2017 年大会 (福岡大学, 2017.8.26) 

19. 生駒 大洋，黒崎 健二，雪降る原始惑星エンベロープの冷却限界とガス集積の影響について，日
本天文学会 2017 秋季大会 (北海道大学, 2017.9.13) 

20. 相田 吉昭，菊池 那津子，草場 研太，丸山 巧，山北 聡， 竹村 厚司，堀 利栄，高橋 聡，
齋藤 めぐみ，久保田 好美， Bernhard Spörli，Hamish Campbell，パンサラサ海に堆積したアロ
ーロックス島の前期三畳紀層状 チャート層における生物源シリカ相とそのフラックスの変遷．
R17-O-1，日本地質学会第 124 年学術大会 (愛媛大学, 2017.9.16) 

21. 松本 廣直， 高橋 聡，飯塚 毅，武藤 俊，深海堆積岩中のコノドント化石の化学組成の評価．
R17-O-2，日本地質学会第 124 年学術大会 (愛媛大学, 2017.9.16) 

22. 多田 隆治, 多田 賢弘, P. Carling, W. Songtham, L.X. Thuyen, 常昱, 田近英一, 79 万年前にイン
ドシナ半島南部で起きた小天体衝突によるエジェクタ層の特定. 日本地質学会第 124 年学術大会
（2017 愛媛大会） (愛媛大学城北キャンパス, 2017.9.17) 

23. 多田 隆治, 入野 智久, 烏田 典, 池原 研, 佐川 拓也, 板木 拓也, 杉崎 彩子, 久保田 好美, 池田 
昌之, Lu, S., 関 有沙, 黒川 駿介, 三武 司 & 村山 雅史, 数百～数千年スケールで起こる東アジ
ア夏季モンスーン変動の開始時期と時代変化、そのグローバル気候変動における位置づけ （招
待講演）. 日本地質学会第 124 年学術大会（2017 愛媛大会） (愛媛大学城北キャンパス, 
2017.9.17)[招待講演] 

24. 田近 英一, 太古代の海洋微生物生態系と暗い太陽のパラドックス，2017 年度日本地球化学会第
64 回年会 (東京工業大学, 2017.9.17)[招待講演] 

25. 多田 隆治. 不安定氷床と短周期気候変動. 平成 29 年度 ISEE 研究集会 (名古屋大学宇宙環境研究
所, 2017.9.22) 

26. 生駒 大洋，亀田 真吾，村上 豪ほか，紫外線宇宙望遠鏡 WSO-UV による系外惑星サイエンス，
日本惑星科学会 (大阪大学, 2017.9.27) 

27. 多田 賢弘，多田 隆治，C. Paul, S. Wickanet, T. L. Xuan, 常 昱，田近 英一, インドシナ半島にお
ける、79 万年前の小天体衝突イベント起源の衝撃変成石英の発見，日本惑星科学会 2017 年度秋
季講演会 (大阪大学, 2017.9.28) 

28. 渡辺 泰士，田近 英一，門屋 辰太郎, 火星の地軸傾斜の変動に伴う火星二酸化炭素システムの応
答の解析，日本惑星科学会 2017 年秋季講演会 (大阪大学, 2017.9.29) 
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29. 生駒 大洋，巨大惑星形成に関する未解決問題，木星トロヤ群小惑星探査ワークショップ (大阪大
学, 2017.9.30)[招待講演] 

30. 吉田 淳, 大畑 祥, 茂木 信宏, 足立 光司, 森 樹大, 小池 真, 高見 昭憲, 東アジア域における人
為起源酸化鉄エアロゾルの動態, 第 23 回大気化学討論会. (香川県高松市, 2017.10.3) 

31. 多田 隆治, 多田 賢弘,P.  Carling, W. Songtham, L.X. Thuyen, 常昱, 田近 英一. 79 万年前のイン
ドネシア半島への小天体衝突によるエジェクタ層の特定  2017 年度地球環境史学会年会 (九州
大学伊都キャンパス, 2017.11.19) 

32. 多田 隆治，多田 賢弘，C. Paul, S. Wickanet, T. L. Xuan, 常昱，田近 英一, 79 万年前にインドシ
ナ半島への小天体衝突によるエジェクタ層の特定，第 3 回地球環境史学会年会 (九州大学, 
2017.11.19) 

33. 多田 賢弘，多田 隆治，C. Paul, S. Wickanet, T. L. Xuan, 常昱，田近 英一, オーストラリア・ア
ジアテクタイトイベント：東南アジアにおけるイジェクタ層の認定と衝突地点推定, 第 13 回衝
突研究会研究集会 天体の衝突物理の解明（XIII）～太陽系の進化過程におけるダストの役割～  
(神戸大学, 2017.11.20) 

34. 茅根 創，原 武史，荒井 修亮，山野 博哉，松田 裕之，琉球列島におけるジュゴン個体数の減
少と人間活動，日本サンゴ礁学会第 20 回大会 (東京工業大，東京, 2017.11.23-26) 

35. 中村 修子，茅根 創，全国の学校への海洋教育助成制度「海洋パイオニアスクールプログラム」
活動報告，日本サンゴ礁学会第 20 回大会 (東京工業大，東京, 2017.11.23-26) 

36. 山本 将史，茅根 創，山木 克則，Boon Keng Lim，石垣島吉原海岸におけるビーチロック形成
過程ー海水中の炭酸系日周変動ー，日本サンゴ礁学会第 20 回大会 (東京工業大，東京, 
2017.11.23-26) 

37. 中川 貴司, 田近 英一, 門屋 辰太郎, プレートテクトニクスによるマントル脱ガス史が表層機構
進化に与える影響, シンポジウム「地球環境と固体地球変動の関わり」 (東京大学, 2017.11.25) 

38. 高橋 聡，山北 聡，鈴木 紀毅，前期三畳紀遠洋域黒色粘土岩から産したプラットフォーム型コノ
ドント自然集合体，B20m，日本古生物学会 167 回例会 (愛媛大学, 2018.2.4) 

39. 山北 聡,竹村 厚司,相田 吉昭,堀 利栄,高橋 聡,Hamish Campbell, Bernhard Sporli, 両極分布を示
す前期三畳紀コノドント Wapitiodus, B19 m, 日本古生物学会 167 回例会 (愛媛大学, 2018.2.4) 

40. 生駒 大洋，系外惑星の大気獲得過程の理論研究とトランジット観測への示唆，第６回宇宙におけ
る生命ワークショップ (東京工業大学, 2018.2.20) 

41. 多田 隆治. 明暗縞に魅せられて：日本海・東シナ海掘削航海と私 (基調講演）, ワークショップ 
科学掘削の未来~現在・過去を知り、アイデアを形にしよう (JAMSTEC 横浜研究所, 2018.3.30)[招
待講演] 

 
 
7.4 固体地球科学講座 
（国際会議） 
1. Borgeaud, A. F. E., K. Kawai, R. J. Geller, and K. Konishi, Effects of initial whole mantle 1-D S-

velocity and Q structure on waveform inversion for 3-D S-velocity structure: Application to D” 
beneath Central America and the Caribbean, EGU General Assembly 2017 (Vienna, Austria, 
2017.4.24) 

2. Ozawa, K., N. Youbi, M. A. Boumehdi, D. McKenzie, and H. Nagahara, Evaluation of 
thermobarometry for spinel lherzolite fragments in alkali basalts, EGU General Assembly 2017. 
(Vienna, Austria, 2017.4.27) 

3. 井出哲，堀高峰，市村強，大規模計算を震源の理解につなげるために，JpGU-AGU joint meeting 
2017 (幕張メッセ, 2017.5.21)[招待講演] 
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4. Terasaki, H., K. Nishida, S. Urakawa, Y. Shimoyama, Y. Higo, Constraint on composition and size 
of lunar Fe-Ni-S core, JpGU-AGU joint Meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.22)[招待講演] 

5. 安藤 亮輔, Yoshihiro Kaneko,  Dynamic rupture simulation with complex fault geometries for 
the 2016 Kaikoura, New Zealand, earthquake, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 
2017.5.22) 

6. 荒井 大輝, 安藤 亮輔, 青木 陽介, 2016 年熊本地震（前震）の動的破壊シミュレーション, JpGU-
AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.22) 

7. 佐藤 大祐, 安藤 亮輔, O(N) methods for spatiotemporal BIEM, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕
張メッセ, 2017.5.22) 

8. Aso, N., V.C. Tsai, C. Schoof, A. Whiteford, and G.E. Flowers, Moulins Detected as Ambient Noise 
Sources at the Kaskawulsh Glacier, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.23) 

9. Nishikawa T., and S. Ide, Relation between slab-bending-related hydration and earthquake swarms 
in subduction zones, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.23) 

10. 寺崎英紀, 下山裕太, 真木まゆみ, 黒川冬華, 浦川啓, 西田圭佑, 斎藤龍之介, 田窪勇作, 柴崎裕樹, 
坂巻竜也, 町田晃彦, Fe-Ni-S 融体の弾性特性から探る火星内部構造, JpGU-AGU joint Meeting 
2017 (幕張メッセ, 2017.5.23)[招待講演] 

11. Kaneko, L., S. Ide and M. Nakano, Slow earthquakes in microseism frequency band (0.1-2 Hz) off 
Kii peninsula, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.24) 

12. Mizuno, N. and S. Ide, Development and evaluation of modified envelope correlation method for 
deep tectonic tremor, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.24) 

13. 奥田貴，井出哲，内田直希，東日本で発生する中規模繰り返し地震の震源過程解析，JpGU-AGU 
joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.24) 

14. Maury, J., Ide, S., Cruz-Atienza, V., Kostoglodov, V., Perez-Campos, X., Tremor analysis along the 
Mexican subduction zone, JpGU-AGU joint meeting 2017 (幕張メッセ, 2017.5.25) 

15. Chang, T. and S. Ide, Source Inversion of Very Large Earthquakes Using Empirical Green’s 
Function with P and S Wave Data, Workshop on the corroborative project between Japan and 
Mexico: Hazard Assessment of Large Earthquakes and Tsunamis in the Mexican Pacific Coast for 
Disaster Mitigation (春日野国際フォーラム, 2017.7.26) 

16. Maury, J., Ide, S., Cruz-Atienza, V., and Kostoglodov, V., Slow earthquakes variations along the 
Mexican subduction zone, Workshop on the corroborative project between Japan and Mexico: 
Hazard Assessment of Large Earthquakes and Tsunamis in the Mexican Pacific Coast for Disaster 
Mitigation (春日野国際フォーラム, 2017.7.26) 

17. Mizuno, N. and S. Ide, Development and evaluation of modified envelope correlation method for 
deep tectonic tremor, Workshop on the corroborative project between Japan and Mexico: Hazard 
Assessment of Large Earthquakes and Tsunamis in the Mexican Pacific Coast for Disaster 
Mitigation (春日野国際フォーラム, 2017.7.26) 

18. Nishikawa T., and S. Ide, Earthquake swarms in the Mexico subduction zone and their relationship 
with slow slip events and the 2014 M7.3 Papanoa earthquake, Workshop on the corroborative 
project between Japan and Mexico: Hazard Assessment of Large Earthquakes and Tsunamis in 
the Mexican Pacific Coast for Disaster Mitigation (春日野国際フォーラム, 2017.7.26) 

19. Mashino I., M. Murakami, N. Miyajima, S. Petitgirard, and D. Frost, Mineralogical model of the 
lower mantle inferred from high-pressure sound velocity data, IAG-IASPEI 2017 (神戸国際会議
場, 2017.8.2) 

20. Tsuchiya, J., E. C. Thompson, T. Tsuchiya, M. Nishi, and Y. Kuwayama, First principles 
investigation of the high-pressure behavior of the FeOOH-AlOOH-phase H (MgSiO4H2) system, 
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IAG-IASPEI (神戸国際会議場, 2017.8.2) 
21. Ide, S., S. Yabe, Y. Tanaka, Tidal controls on earthquake size-frequency statistics, IAG-IASPEI 2017 

(神戸国際会議場, 2017.8.3) 
22. Tsuchiya, J., T. Tsuchiya, M. Nishi, and Y. Kuwayama, First Principles Investigation of the High-

pressure Behavior of the FeOOH-AlOOH-Phase H System, 14th Annual Meeting Asia Oceania 
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2017.11.9) 

47. 西田圭佑, 柴崎裕樹, 戸邉宙, 寺崎英紀, 肥後祐司, 若林大佑, 船守展正, 鈴木昭夫, 20 GPa まで
の Fe-S 系メルトの音速測定 II, 第 58 回高圧討論会 (名古屋大学, 2017.11.9) 

48. 寺崎英紀, 下山裕太, 西田圭佑, 坂巻竜也, 柴崎裕樹, 肥後祐司, 丹下慶範, 川井型プレスを用い
た X 線イメージング吸収法による固体鉄の密度測定, 第 58 回高圧討論会 (名古屋大学, 
2017.11.10) 

49. 麻生未季，麻生尚文，井出哲，パークフィールドでの低周波地震のスタック波形の振幅評価，ス
ロー地震学 C01 班研究集会 (静岡大学, 2018.3.7) 

50. 植村堪介，井出哲，青地秀雄，カスケードアップの臨界性とその速度依存性，スロー地震学 C01
班研究集会 (静岡大学, 2018.3.8) 

51. Sakaguchi, I., Y. Kouketsu, S. Wallis, Water distribution in antigorite in the Shiragayama 
serpentinite̶an FT-IR study. 2018/3 変成岩などシンポジウム (長野県松本市, 2018.3.18) 

52. Yokota, M., S. Wallis, Y. Kouketsu マントルウェッジの深さ 30-20 km における流体の流動パタ
ーンの比較：四国三波川帯白髪山地域の例. 2018/3 変成岩などシンポジウム (長野県松本市, 
2018.3.18) 

53. ウォリス・サイモン，三波川変成帯に記録された沈み込み帯の温度構造と沈み込むスラブ年齢，
2018/3 変成岩などシンポジウム. (長野県松本市, 2018.3.18) 

54. 駒井美穂，水上知行，ウォリス・サイモン，永冶方敬，含水条件の変形に伴うかんらん石の段
階的細粒化：数ミリ，数 100 ミクロン, 数 10 ミクロン粒子の構造解析. 2018/3 変成岩などシ
ンポジウム (長野県松本市, 2018.3.18) 

 
 
7.5 地球生命圏科学講座 
(国際会議) 
1. Ishikawa, A., Shimizu, K., Isowa, Y., Takeuchi, T., Kitou, K., Fujie, M., Satoh, N. & Endo, K., Proteomic 

analysis of shell matrix proteins in the pond snail Lymnaea stagnalis: discrimination of potentially 
functional proteins from accidentally proteins, Japan Geoscience Union Meeting 2017(Chiba, 
Japan,2017.5.20) 

2. Yoshio Takahashi, Importance of chemical process study for the precise prediction of 
environmental change，JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.20) [招待講演] 

3. Suzuki, Y., Diversity and metabolic and genomic characteristics of prokaryotes in deep granitic 
rock independent of photosynthesis. Japan Geoscience Union Meeting 2017. (Chiba ,2017.5.21.) 
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4. Yohsio Takahashi, Overview of the radioactive particles emitted from the F1NPP, 3d Research 
Coordination Meeting, IAEA Coordinated Research Project 'Environmental Behaviour and 
Potential Biological Impact of Radioactive Particles' (IAEA, Vienna,2017.6.8) [招待講演] 

5. Kogure, T., F. Uesugi, and M. Takeguchi, Imaging of extremely beam-sensitive clay minerals using 
a high-resolution and high-speed CMOS camera, 16th International Clay Conference (Granada, 
Spain,2017.7.17) 

6. Sakuma, H., K. Kawai, S. Suehara, I. Katayama, and T. Kogure, Friction and cohesion of pyrophyllite 
and muscovite, 16th International Clay Conference (Granada, Spain,2017.7.17) 

7. Inoue, S., S. Hillier, and T. Kogure, High resolution transmission electron microscopy (HRTEM) 
study of stability of Fe-rich serpentine grooup mineral and chlorite, 16th International Clay 
Conference (Granada, Spain,2017.7.20) 

8. Kikuchi, R., H. Mukai, K. Ichimura, Y. Takahashi, Y. Sakai, and T. Kogure, Mineralogy and chemistry 
of biotite in the weathering profile of granitic rocks in the eastern part of Fukushima Prefecture, 
Japan, 16th International Clay Conference (Granada, Spain,2017.7.20) 

9. Kogure, T., T. Ishii, R. Kikuchi, R. Miyawaki, and T. Yuguchi, Two types of chlorite transformed 
from biotite by hydrothermal alteration of granite, 16th International Clay Conference (Granada, 
Spain,2017.7.20) 

10. Kikuchi, Sakiko, Teruhiko Kashiwabara, and Yoshio Takahashi, Difference of Cesium and 
Selenium Adsorptions between Biogenic and Synthetic Ferrihydrite, Goldschmidt2017 (Paris, 
France, 2017.8.14) 

11. Nakada, Ryoichi, Yoshio Takahashi, and Masaharu Tanimizu, Cerium Stable Isotope Ratio in 
Ferromanganese Deposites and its Potential as a Paleoredox Proxy, Goldschmidt2017 (Paris, 
France, 2017.8.14) 

12. Takahashi, Yoshio, Qiaohui Fan, Kazuya Tanaka, and Vladimir V. Kanivets, Comparison of Solid-
Water Distributions of Radiocesium in River Waters between Fukushima and Chernobyl Areas, 
Goldschmidt2017 (Paris, France, 2017.8.14) 

13. Yamaguchi, Akiko, Masato Tanaka, and Yoshio Takahashi, Effect of Ionic Radii on Metal Ion 
Species Adsorbed in the Interlayer of 2:1 Phyllosilicate: Impcliations on their Migration in 
Environment, Goldschmidt2017(Paris, France, 2017.8.14) 

14. Kahiwabara, Teruhiko, Sayuri Kubo, Masato Tanaka, Ryoko Senda, Tsuyoshi Iizuka, Masaharu 
Tanimizu, and Yoshio Takahashi, Stable Isotope Fractionation of Tungsten during Adsorption on 
Fe and Mn (Oxyhydr)oxides, Goldschmidt2017(Paris, France, 2017.8.15) 

15. Shoko Imamura, Natsumi Noda, Yasuhito Sekine, Minako Kurisu, Haruhisa Tabata, and Yoshio 
Takahashi, Low-CO2 Water Environment for Ancient Aquifer within Gale Crater Inferred from 
Manganese Oxidation Experiments, Goldschmidt2017(Paris, France, 2017.8.15) 

16. Noda, Natsumi, Shoko Imamura, Yasuhito Sekine, Soichiro Uesugi, Minako Kurisu, Takashi 
Murakami, and Yoshio Takahashi, High-O2 Atmosphere on Early Mars? Interpretation of Mn-
Oxide on Gale Crater by Laboratory Experiments, Goldschmidt2017(Paris, France, 2017.8.16) 

17. Miyamoto, Chihiro, Yoshinori Iizuka, Kohei Sakata, and Yoshio Takahashi, Calcium Speciation of 
Particles Trapped in Greenlandic Ice Core, Goldschmidt2017(Paris, France, 2017.8.17) 

18. Hameed, S., S. Xie, H. Hase, Y. Kuroda, M. Nonaka, Y. Masumoto, and H. Sasaki, Remote and in 
situ observations of intraseasonal air-sea coupling in the south equatorial Indian Ocean, 2004 
Western Pacific Geophysics Meeting (Honolulu, Hawaii,2004.8.10) [招待講演] 

19. Suzuki, Y., Methane is a key reagent for preservation of aDNA in marine sediments. “A workshop 
for "Assessing the potential of ancient DNA in marine sediments” (Sydney ,2017.10.10) [招待講
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演] 
20. Ishikawa, A., Shimizu, K., Isowa, Y., Takeuchi, T., Kitou, K., Fujie, M., Satoh, N. & Endo, K., Proteomic 

analysis of shell matrix proteins in the pond snail Lymnaea stagnalis: identification of potentially 
functional proteins, 14th International Symposium on Biomineralization (Tsukuba, 
Japan,2017.10.11) 

21. K. Endo, Structures, functions, and evolution of skeletal matrix protein. The 14th International 
Symposium on Biomineralization (Tsukuba, Japan,2017.10.11) 

22. Kogure, T., M. Yoshimura, T. Okumura, On the transition temperature to calcite and lattice 
constants for various biogenic aragonite, 14th International Symposium on Biomeralization(つく
ば国際会議センター,2017.10.11) 

23. Kogure, T., T. Okumura, M. Suzuki, T. Sasaki, Unique crystallographic elongation of aragonite 
fibers in the crossed lamellar structure of molluscan shells, 4th International Symposium on 
Biomeralization(つくば国際会議センター,2017.10.11) 

24. Isowa, Y., Sarashina, I., Kito, K., Oshima, K., Hattori, M., Kawashima, T., Fujie, M., Satoh, N. & Endo, 
K., Proteomic identification and comparative analysis of shell matrix proteins in brachiopods. The 
14th International Symposium on Biomineralization (Tsukuba, Japan,2017.10.12) 

25. Shimizu, K., Luo, Y.-J., Satoh, N, & Endo, K., Possible co-option of engrailed during brachiopod and 
mollusc shell development. 14th Internationa Symposium on biomineralization. (Tsukuba, 
Japan,2017.10.12) 

26. Ishikawa, M., H. Kagi, T. Kase, Y. Shigeta, Y. Matsubara, Y. Ito, K. Endo, Structural changes of 
molluscan shell pigments associated with fossilization revealed by in situ micro Raman 
spectroscopy. BIOMIN XIV: 14th International Symposium on Biomineralization (Tsukuba, 
Japan,2017.10.13) 

27. Tsuihiji1, T., Andres, B․, O’Connor, P. M., Watabe, M., Tsogtbaatar, K․, and Mainbayar, B. Giant 
pterosaur remains from the upper-most Cretaceous in the Mongolian Gobi Desert and their 
paleoecological implications. Fifth International Symposium of IGCP 608(Jeju, Korea,2017.10.26) 

28. Wakui, M. and Ttsuihiji, T. Quantification of skeletal pneumaticity in the pterosaur Anhanguera 
piscator and comparison with the avian condition. Fifth International Symposium of IGCP 608 
(Jeju, Korea,2017.10.26) 

29. Itai, T., T. Kamei, and S. Tanabe, Comprehensive assessment for controlling factor of total Hg level 
in skipjack tuna from Western North Pacific Ocean, 2017 SETAC North America (Mineapolice, 
Minesota,2017.11.13) [招待講演] 

30. Yoshio Takahashi, samples, y microscopy (STXM etc.) to Hayabusa 2 asteroid samples, Joint 
meeting of Multi‐scale asteroid science & Aqua planetology(宇宙科学研究所,2017.12.3) [招待
講演] 

31. Kano, A. and T. Mori, Temperature and seawater isotopic controls on stalagmite oxygen isotopic 
records since 83 ka from maritime Japan. International Conference on Holocane Climate 
Change(Taipei, Taiwan,2018.2.7) [招待講演] 

32. Yoshio Takahashi, Development of STXM at Photon Factory and its application to 
extraterrestrial materials, Mini-workshop “Towards Japanese exploration program of Mars”(宇
宙科学研究所,2018.3.6) [招待講演] 

 
(国内会議) 
1. 高橋 聡・中田亮一・渡辺勇輔・髙橋嘉夫，深海相ペルム紀-三畳紀境界層に記録された鉄・モリ

ブ デ ン の 化 学 種 記 録 ，日 本 地 球 惑 星 科学 連 合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017( 幕張 メ ッ
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セ,2017.5.20) 
2. 野田夏実・今村翔子・関根 康人・上杉 宗一郎・栗栖 美菜子・宮本千尋・田畑陽久・髙橋嘉夫・

村上 隆，Experimental study on manganese oxide formation: Interretaion of manganese oxide on 
gale crater and oxidizing environment on early Mars，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint 
Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.20) 

3. 上杉宗一郎・髙橋嘉夫・田中雅人・柏原輝彦・臼井 朗，海底鉄マンガン酸化物への微量元素の濃
集に与えるイオン構造の違い影響: ヒ素およびアンチモン，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU 
Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.21) 

4. 砂村倫成. マンガンクラスト形成に関わる微生物群集解析, 日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU 
Joint Meeting 2017 (幕張メッセ,2017.5.21) 

5. 狩野彰宏・宮原玲奈・柳川勝紀・松本 良, 日本海ガスハイドレート地域の泥質堆積物の間隙充填
状態：水成分の酸素同位体からの見積もり．日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017 
(幕張メッセ,2017.5.22) 

6. 癸生川陽子・伊藤元雄・Zolensky Michael・中藤亜衣子・菅大暉・髙橋嘉夫・武市泰男・間瀬一
彦・Chan Queenie・Fries Marc・小林憲正，Molecular and Isotope Analyses of Organic Matter in 
a Primitive Clast in the Zag H Chondrite，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕
張メッセ,2017.5.22) 

7. 雨川翔太, 加藤大和, 狩野彰宏，トゥファに記録される炭酸凝集同位体の年変化．日本地球惑星科
学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017 幕張メッセ,2017.5.23) 

8. 加藤大和・雨川翔太・狩野彰宏, 石筍の炭酸凝集同位体に記録された広島県での最終氷期以降の
気温変化. 日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ,2017.5.23) 

9. 宮本千尋・飯塚芳徳・坂田昂平・髙橋嘉夫，グリーンランドアイスコア中に捕捉された粒子中の
カルシウム化学種の同定：炭酸カルシウムの大気中での中和反応と関連して，日本地球惑星科学
連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.23) 

10. 森 大器，狩野彰宏，柏木健司，中部日本で採集した２つの石筍記録に見られる 1000 年スケール
変動．日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017 (幕張メッセ,2017.5.23) 

11. 青木翔吾・坂田周平・中田亮一・柏原輝彦・大野 剛・髙橋嘉夫・Tsikos Harilaos・小宮剛，古原
生代 Transvaal 超層群 Hotazel 層の縞状鉄鉱層および Mn 堆積物の地質学・地球化学的研究 : 
希土類元素組成から示唆される堆積環境の酸化還元と熱水の影響の変化，日本地球惑星科学連合
JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.23) 

12. 牧田寛子・菊池早希子・光 聖・Tanaka Emiko・Takaki Yoshihiro・山中寿朗・土岐知弘・Noguchi 
Takuroh・中村謙太郎・Abe Mariko・Hirai Miho・Yamamoto Masahiro・Uematsu Katsuyuki・宮
崎淳一・布浦拓郎・髙橋嘉夫・高井研，Microorganisms involved in the formation of distinctive 
iron oxide in deep-sea environments of Earth and even in extraterrestrial bodies，日本地球惑星
科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.23) 

13. Kashiwagi, K., T. Mori, Y. Hino, A. Kano, M. Takagi, Dating rock failure by speleothem and cave 
use of Japanese monkeys: a case study of Saru-ana Cave in the karst region along Kurobe Gorge 
in eastern Toyama Prefecture of central Japan. 日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 
2017 (幕張メッセ,2017.5.24) 

14. 伊藤理彩・服部祥平・吉田尚弘・髙橋嘉夫，マジュロ環礁における堆積物酸性化，日本地球惑星
科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.24) 

15. 浦本豪一郎・諸野祐樹・富岡尚敬・若木重行・和穎朗太・上杉建太朗・竹内晃久・星野真人・鈴
木芳生・光延聖・菅 大暉・宮本千尋・髙橋嘉夫・稲垣史生，南太平洋環流域の堆積物に含まれる
微小金属粒の鉱物学的・地球化学的特徴について（ IODP Exp.329），日本地球惑星科学連合 JpGU-
AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.24) 



 
 

104 

16. 宮田桃子・髙橋嘉夫・渡辺勇輔・古山精史朗・狩野彰宏,Estimation of Depositional Environment 
of Ediacaran Carbonates by Trace Element Abundances，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint 
Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.24) 

17. 栗原雄一・三浦 輝・小暮敏博・山口紀子・桧垣省吾・坂口 綾・恩田裕一・山本政義・田中万也・
神田穣太・石丸 隆・髙橋嘉夫，Radioactive cesium-bearing particles in various environmental 
samples，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.24) 

18. 山口瑛子・本多 翼・髙橋嘉夫，イオン吸着型鉱床がレアアースの資源となる理由，日本地球惑星
科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.24) 

19. 青木翔吾・坂田周平・中田亮一・柏原輝彦・大野 剛・髙橋嘉夫・Tsikos Harilaos・小宮 剛，縞
状鉄鉱層の遷移金属元素濃度の空間分布 : 海洋生命必須元素濃度の経年変化と生物進化への影
響，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 201(幕張メッセ,2017.5.24) 

20. 浅野眞希・武 泰男・菅大暉・小野寛太・髙橋嘉夫・和穎朗太，異なる土壌タイプの微小団粒中の
有機無機集合体の不均一性，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッ
セ,2017.5.24) 

21. 髙橋嘉夫・栗栖美菜子,エアロゾル中の様々な起源の鉄の HNLC 海域に対する寄与: 化学種および
安定同位体比からの考察,日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッ
セ,2017.5.25) [招待講演] 

22. 今村翔子・野田夏実・関根康人・上杉宗一郎・栗栖美菜子・宮本千尋・田畑陽久・村上 隆・髙橋
嘉夫，火星は厚い CO2 大気を持っていなかった？マンガン酸化実験から探る初期火星の大気組
成，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 2017(幕張メッセ,2017.5.25) 

23. 三浦 輝・栗原雄一・谷口圭輔・坂口 綾・桧垣正吾・恩田裕一・髙橋嘉夫，セシウム包有微粒子
が河川水中のセシウムの固液分配へ与える影響，日本地球惑星科学連合 JpGU-AGU Joint Meeting 
2017(幕張メッセ,2017.5.25) 

24. 小暮敏博, 上杉文彦, 竹口正樹, 高速・高解像度 CMOS カメラによる粘土鉱物の HRTEM 観察, 日
本顕微鏡学会第 73 回学術講演会(札幌コンベンションセンター,2017.5.30) 

25. 小暮敏博, 長谷川琴音, 三留正則, 原徹, 山口紀子, 福島原発事故と電顕: 原子炉由来放射性微粒
子の構造と組成, 日本顕微鏡学会第 73 回学術講演会(札幌コンベンションセンター,2017.5.30) 

26. 松井久美子，河部壮一郎，遠藤秀紀，對比地孝亘，甲能直樹 頭骨形態を指標とした束柱類（哺
乳類:？アフリカ獣類）の水棲適応の定量的解析̶Paleoparadoxia 梁川標本を例に̶． 日本古生
物学会 2017 年年会 (北九州市立自然史・歴史博物館,2017.6.10) 

27. 對比地孝亘, Brian Andres, Patrick M. O’Connor, 渡部真人, Khishigjav Tsogtbaatar, Buuvei 
Mainbayar, モンゴル上部白亜系産巨大翼竜類について．日本古生物学会 2017 年年会 (北九州
市立自然史・歴史博物館,2017.6.10) 

28. 髙橋嘉夫, 特別シンポジウム 「高輝度放射光を利用した微量元素計測の最前線」ＸＡＦＳを用い
た状態分析による微量元素の環境挙動解析,第 28 回日本微量元素学会学術集会(東北大学, 
2017.7.29) [招待講演] 

29. 砂村倫成. 深海海水を対象としたフローサイトメトリーの利用. 第 4 回先端深海観測技術研究会
(東京大学生産研,2017.8.24)  

30. 板井啓明, 地球化学データの環境学的活用法について , 2017 年度日本地球化学会年会(東京工業
大学,2017.9.12) [招待講演] 

31. 鈴木庸平. 微生物細胞の局在化で解明する地球規模で進行する鉱物―水反応のフロント, 日本鉱
物科学会 2017 年年会, (愛媛 ,2017.9.12.) 

32. 宮本千尋・飯塚芳徳・坂田昂平・髙橋嘉夫, グリーンランドの氷床コア中に捕捉された粒子のカ
ルシウム化学種の解明，2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

33. 栗原雄一・三浦 輝・坂口 綾・長尾誠也・山 政儀・桧垣正吾・田中万也・髙橋嘉夫，道路粉塵 
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(黒い物質) 中の放射性セシウム包有粒子， 2017 年度日本地球化学会第 64 回年会 (東京工業
大学,2017.9.13) 

34. 栗栖美菜子・坂田昂平・髙橋嘉夫, 人為起源鉄の低い安定同位体比の原因の解明：野焼きおよび
製鉄所由来のエアロゾル， 2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

35. 高橋修也・鍵 裕之・篠崎彩子・菅 大暉・田昂平 ・髙橋嘉夫・宮本千尋・野口高明・武市泰男，
X 線顕微鏡（ cSTXM ）を用いたアラニンの高圧重合生成物ナノスケールマッ ピング， 2017
年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

36. 坂田昂平・,栗栖美菜子・坂口綾・谷本浩志・髙橋 嘉夫，太平洋上におけるエアロゾル中の微量金
属の空間および粒径分布：クリーンサンプリング法の開発とその応用， 2017 年度日本地球化学
会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

37. 三浦 輝・栗原雄一・坂口 綾・長尾誠也・田中万也・桧垣正吾・髙橋嘉夫, 福島地域の河川に
おいて放射性セシウム含有微粒子がセシウムの固液分配に与える影響， 2017 年度日本地球化学
会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

38. 山口紀子, 小暮敏博, 彦野安津子, 向井広樹, 福島第一原子力発電所事故により放出された放射性
微粒子の溶解実験, 日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

39. 小暮敏博, 下山巖, 本田充紀, 馬場祐治, 岡本芳浩, 矢板毅, セシウムフリー鉱化法による汚染土
壌からの放射能除去, 日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

40. 小暮敏博, 山口紀子, 向井広樹, 長谷川琴音, 三留正則, 原徹, 藤原英司, 福島で発見された新し
い構造・組成の放射性微粒子, 日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

41. 田中万也・山崎信哉・髙橋嘉夫・鈴木勝彦, 原発事故で放出された放射性核種の環境動態， 2017
年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.13) 

42. 稲垣純平・坂口 綾・井上美南・羽場宏光・柏原輝彦・山﨑 信・,菊池早希子・,金子政志・小谷
弘明・髙橋嘉夫・臼井 朗・末木啓介，鉄マンガンクラストにおける Zr, Hf の分別挙動に関する
考察， 2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.14) 

43. 宮下 駿・福士圭介・諸留章二・髙橋嘉夫，高アルカリ条件下における酸化マグネシウムによる亜
セレン酸の取り込み機構， 2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.14) 

44. 山口瑛子・髙橋嘉夫・田中雅人，吸着構造のイオン半径依存性: 粘土鉱物への吸着反応について，
2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.14) 

45. 田中雅人・有賀大輔・柏原輝彦・髙橋嘉夫, マンガン酸化物への吸着に伴う同位体分別を引き起
こすモリブデンの元素的な性質， 2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大
学,2017.9.14) 

46. 徳永紘平・髙橋嘉夫・香西直文，バライト（BaSO4）への共沈反応を用いた有害元素の効果的な
除去法の確立(東京工業大学,2017.9.14) 

47. 福士圭介・鈴木雄真・松宮春奈・川野 潤・大野 剛・小川雅裕・,家路豊成・髙橋 嘉夫，モノハ
イドロカルサイトと共存する Mg の存在状態：XANES, 第一原理計算と地球化学モデリング，
2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.14) 

48. 伊藤理彩・大森貴之・米田穣・髙橋嘉夫，環礁堆積物に付加された重金属の化学種とその挙動，
2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.15) 

49. 髙橋嘉夫・秦海波・武市泰男・,仁谷浩明・寺田靖子，マイクロ XRF-XAFS-XRD を用いた水-土壌
系でのテルルの化学種解析およびセレンとの比較，2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京
工業大学,2017.9.15) 

50. 丹 秀也・関根康人・渋谷岳造・宮本千尋・髙橋嘉夫，エウロパ内部海における硫酸還元反応と熱
水環境存在可能性，2017 年度日本地球化学会第 64 回年会(東京工業大学,2017.9.15) 

51. 髙橋嘉夫・山口瑛子，イオン吸着型鉱床：気候の影響やレアアースの特異性，日本地質学会第 124
年学術大会（2017 年愛媛大会）(愛媛大学,2017.9.16) [招待講演] 
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52. 加藤大和, 雨川翔太, 狩野彰宏, 桑原義博, 石橋純一郎, 炭酸凝集同位体温度計の石筍及びトゥフ
ァ試料への適用. 日本地質学会(愛媛大学,2017.9.18) 

53. 狩野彰宏, 森 大器, 柏木健司, 三重県霧穴の石筍酸素同位体が示す過去 8 万年間の気温変動. 日
本地質学会(愛媛大学,2017.9.18) 

54. 白石史人, 大西 咲, 早坂康隆, 高島千鶴, 奥村知世, 狩野彰宏, マリノアン氷河期後に見られるリ
ン酸塩ストロマトライトの成因．日本地質学会(愛媛大学,2017.9.18) 

55. 伊藤歩夢, 甕聡子, 向井広樹, 湊川和貴, 高桑駿, 小暮敏博, 笠間丈史, 佐藤努, 大竹翼, 伊藤真由
美, 福島県に産する様々な土壌における放射性セシウム濃集粒子の特徴と減容化に向けた高度選
別処理, 第 61 回粘土科学討論会(富山大学,2017.9.25) 

56. 下山巌, 本田充紀, 小暮敏博, 馬場祐治, 矢板毅, 岡本芳浩, セシウムフリー鉱化法を用いた実土
壌除染における塩化物の添加効果, 第 61 回粘土科学討論会(富山大学,2017.9.25) 

57. 向井広樹・田村堅志・菊池亮佑・髙橋嘉夫・矢板 毅・小暮敏博，風化黒雲母に吸着された極低濃
度のセシウムの脱離について，第 61 回粘土科学討論会(富山大学,2017.9.25) 

58. 向井広樹, 田村堅志, 菊池亮佑, 髙橋嘉夫, 矢板毅, 小暮敏博, 風化黒雲母に吸着された極低濃度
のセシウムの脱離について, 第 61 回粘土科学討論会(富山大学,2017.9.25) 

59. 小暮敏博, 上杉文彦, 竹口正樹, 次世代 TEM 用カメラによるカイラルなハロイサイトチューブの
観察, 第 61 回粘土科学討論会(富山大学,2017.9.25) 

60. 菊池亮佑, 向井広樹, 市村康治, 髙橋嘉夫, 酒井陽一, 小暮敏博, 小領域分析に基づく阿武隈花崗
岩風化帯における黒雲母の風化プロセス, 第 61 回粘土科学討論会(富山大学,2017.9.26) 

61. 栗原雄一・三浦 輝・桧垣正吾・坂口 綾・田中万也 ・長尾誠也・山本政儀・髙橋嘉夫，黒い物質
中の放射性セシウム含有微粒子に 黒い物質中の放射性セシウム含有微粒子に ついて， 2017 日
本放射化学会年会・第 61 回放射化学討論会(筑波大学,2017.9.6) 

62. 三浦 輝・栗原雄一・坂口 綾・長尾誠也・田中万也 ・山口紀子・桧垣正吾・髙橋嘉夫，福島地域
の河川において、セシウム含有微粒子がセシウムの固液分配に与える影響， 2017 日本放射化学
会年会・第 61 回放射化学討論会(筑波大学,2017.9.6) 

63. Sang-Ho Lee・髙橋嘉夫， Removal of iodide in water by bismuth-based adsorbents， 2017 日
本放射化学会年会・第 61 回放射化学討論会(筑波大学,2017.9.7) 

64. 髙橋嘉夫，化学種および同位体比に基づく福島第一原発由来の放射 核種の挙動解析， 2017 日
本放射化学会年会・第 61 回放射化学討論会(筑波大学,2017.9.7) [招待講演] 

65. 板井啓明, J. E. Sonke, D. Point, 田辺信介, 海洋高次生物における水銀安定同位体比のバリエーシ
ョン, 2017 年度 質量分析学会同位体比部会(伊豆,2017.11.10) 

66. 栗栖美菜子・髙橋嘉夫，エアロゾル中人為起源鉄の安定同位体比に基づく海洋表層への寄与の評
価，2017 年度同位体比部会(熱川ハイツ （静岡県賀茂郡）,2017.11.9) 

67. 髙橋嘉夫，放射光を用いた放射性セシウム濃集粒子の分析，「福島原発事故で放出された放射性
物質の多面的分析」専門研究会(京都大学原子炉実験所,2017.12.5) 

68. 狩野彰宏, 酸素同位体を用いたハイドレート量の新しい評価方法(明治大学,2018.1.26) [招待講
演] 

69. 髙橋嘉夫，河川中の放射性セシウム 溶解阻害する仕組み，政策シンクタンク「時代を刷新する会」
主催「環境技術委員会」(衆議院第一議員会館,2018.2.22) [招待講演] 

70. 吉澤和子，對比地孝亘，真鍋真， 頭骨の CT スキャンデータを中心とした魚鰭類 Utatsusaurus 
hataii の骨格形態の再検討態．日本古生物学会第 167 回例会(愛媛大学,2018.2.3) 

71. 松井久美子・Rachel Ann Racicot・Jorge Veletz-Juarbe・對比地孝亘・甲能直樹 奇妙な耳：束柱
類の内耳形態が語る水棲適応と古生態への示唆. 日本古生物学会第 167 回例会(愛媛大
学,2018.2.3) 

72. 上田裕尋, 對比地孝亘, 爬虫類の前肢血管系の相同性 日本古生物学会第 167 回例会(愛媛大
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学,2018.2.3) 
73. 對比地孝亘, 渡部真人, Khishigjav Tsogtbaatar, 断片的な標本に基づくモンゴル・上部白亜系

Bayan Shire 層における獣脚類恐竜類の多様性に関する新知見, 日本古生物学会第 167 回例会 
(愛媛大学,2018.2.3) 

74. 奥村大河、小暮敏博、山口紀子、土肥輝美、飯島和毅、原発事故由来放射性微粒子の加熱による
放射能消失、第 19 回「環境放射能」研究会(高エネルギー加速器研究機構研究本館,2018.3.14) 

75. 奥村大河、小暮敏博、酒井陽一、瀬川浩代、土肥輝美、飯島和毅、EELS による原発事故由来放射
性微粒子の形成雰囲気の推定、第 19 回「環境放射能」研究会(高エネルギー加速器研究機構研究
本館,2018.3.15) 

76. 山口紀子、奥村大河、小暮敏博、土肥輝美、飯島和毅、純水中における原発事故由来放射性微
粒子の溶解速度と形態変化、第 19 回「環境放射能」研究会(高エネルギー加速器研究機構研究
本館,2018.3.15) 

 
 
8  社会貢献・普及活動 

 

8.1 大気海洋科学講座 
（他大学での集中講義・セミナー） 
1. 佐藤 薫・特別セミナー「An interplay of Rossby waves and gravity waves in the general circulation 

of the middle atmosphere」Max-Planck-Institut für Meteorologie (2017/05) 
2. 佐藤 薫・特別セミナー「大型大気レーダー国際共同観測で探る気候のテレコネクション」宇宙

科学研究所 (2017/09) 
 
（一般講演会） 
1. 佐藤薫, 我が国の地球衛星観測のあり方について, 日本学術会議公開シンポジウム「我が国の衛

星地球観測計画」 (2017/07) 
2. 佐藤薫, WCRP コアプロジェクトⅡ：SPARC, 日本学術会議公開シンポジウム「Future Earth 時代

の WCRP」 (2017/07) 
3. 日比谷紀之, ｢第 12 回東京大学の海研究」の開催にあたって, 東京大学海洋アライアンス/日本財

団共催シンポジウム (2017/07) 
4. 三浦裕亮, 天気予報と気候予測：未来を知る方法とその限界, 東京大学理学部オープンキャンパ

ス (2017/8/2, 3) 
5. 日比谷紀之, 深海の謎への挑戦, 第 1 回地惑融合セミナー (2017/08) 
6. 日比谷紀之, ウィンドチャレンジャー計画成果報告会開催にあたって, ウィンドチャレンジャー

計画成果報告会 2017 (2017/09) 
7. 日比谷紀之, 海洋立国を支える人材の育成について, 日本海洋政策学会第 9 回年次大会パネル・

ディスカッション「第 3 期海洋基本計画への期待」 (2017/12) 
8. 日比谷紀之, 第 5 回全国海洋教育サミット「海でつながり うまれる学び」閉会挨拶, 東京大学

海洋アライアンス海洋教育研究促進センターシンポジウム (2018/02) 
9. 日比谷紀之, 国際ワークショップ「海洋の保全と利用をめぐる合意形成の科学」開催にあたって, 

国際ワークショップ「海洋の保全と利用をめぐる合意形成の科学」International Workshop 
“Sciences behind decision-making process for conservation and sustainable use of the ocean 
(2018/02) 

10. 日比谷紀之, ワークショップ「日本の海洋空間計画に向けた課題｣開催にあたって, ワークショッ
プ「日本の海洋空間計画に向けた課題」 (2018/02) 
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11. 日比谷紀之, 「メガ津波から命を守るための防災の高度化研究」プロジェクト成果報告会開催に
あたって, 海洋アライアンス 総合海洋基盤(日本財団)プログラム「メガ津波から命を守るため防
災の高度化研究」プロジェクト成果報告会 (2018/03) 

12. 日比谷紀之, 九州西方沿岸域を襲う巨大波「あびき」の正体をとらえる, 海洋アライアンス 総合
海洋基盤(日本財団)プログラム「メガ津波から命を守るため防災の高度化研究」プロジェクト成
果報告会 (2018/03) 

13. 日比谷紀之, 「海洋生物シンポジウム２０１８」開催にあたって, 日本海洋学会 海洋生物学研究
会 (2018/03) 

14. 日比谷紀之, 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化, 地球惑星
科学分野大型研究計画ヒアリング (2018/03) 

 
（メディア等） 
1. 日比谷 紀之, 日経産業新聞(朝刊), 「海洋研究のあり方は-企業と連携もっと深く-」, 日経産業新

聞(朝刊) (2017/8/14) 
2. 日比谷 紀之, 日本経済新聞(夕刊), 「沖合の津波観測 誤差 5 センチ-東大が新技術 航空機使い

低コスト-」, 日本経済新聞(夕刊) (2017/8/19) 
3. 三浦 裕亮, 茶わんの湯と大気科学, 現代化学 11 月号（東京化学同人） (2017/11/1) 
4. 日比谷 紀之, 日本経済新聞(朝刊), 「12 年ぶり 黒潮「ひ」の大蛇行 -九州南東沖の渦がきっか

け-」, 日本経済新聞(朝刊) (2017/12/3) 
5. 日比谷 紀之, NHK 教育テレビジョン,  サイエンス ZERO「巨大海流 黒潮」, NHK 教育テレビジ

ョン (2018/1/21) 
6. 佐藤 薫, 「丁寧に、粘り強く」チャレンジを続ければ成果は出せる。, UTOKYO VOICES 

(2018/2/20) 
 
（社会貢献活動） 
1. 日比谷紀之, 逗子開成中学校・高等学校出前講座「月が導く深海の流れ －地球を巡る深層海流の

謎への挑戦－」に関する講義,  逗子開成中学校・高等学校, (2017/6/29) 
2. 東塚知己, 1 年理数科東京研修『海の中の前線』に関する講義を行った。,  兵庫県立加古川東高

等学校, (2017/8/4) 
3. 日比谷紀之, 山手学院高等学校出前講座「月が導く深海の流れ －地球を巡る深層海流の謎への挑

戦－」に関する講義,  山手学院高等学校, (2017/11/20) 
 
8.2 宇宙惑星科学講座 
（他大学での集中講義・セミナー） 
1. M. Hoshino・セミナー「Particle acceleration in non-relativistic and relativistic shocks」Institute 

of Nuclear Physics, Krakow, Poland (2017/04) 
2. 杉田精司・セミナー「はやぶさ２探査が解明する太陽系の初期進化過程」東工大 (2017/06) 
3. 杉田精司・集中講義「惑星探査学特論」神戸大学 (2017/7/12-14) 
4. 天野孝伸・セミナー「In-situ signatures of whistler-electron interactions in the Earth's bow shock 

and the implication for the electron injection」The Astronomical Observatory of the Jagiellonian 
University, Poland (2017/07) 

5. 杉田精司・集中講義「現代物理学特別講義４」立教大学 (2017/7/20,21,25,26) 
6. 杉田精司・セミナー「Hayasbau2 Update」Brown University (2017/08) 
7. M. Hoshino・セミナー「Particle acceleration and reconnection in collisionless accretion disks」

Obserwatorium Astronomiczne Uniwersytetu Jagiellońskiego, Krakow, Poland (2017/08) 
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8. 三 河 内  岳 ・ セ ミ ナ ー 「 Reconstructing a cumulate igneous body(s?) of nakhlite Martian 
meteorites 」マカオ科学技術大学 (2017/09) 

9. 橘 省吾・集中講義「地球惑星科学特別講義（地質）1」京都大学 (2017/12) 
10. 大平豊・セミナー「First cosmic ray」京都大学 (2018/02) 
 
（一般講演会） 
1. 比屋根 肇, ミクロな分析から太陽系の形成過程をさぐる, 東京大学理学部オープンキャンパス講

演会 (2017.8.2-3) 
2. 三河内 岳, いん石の話, 東京大学理学部ホームカミングデイ (2017/10) 
3. 関 華奈子, 惑星をとりまく宇宙環境と生命居住可能性, 第 16 回ホームカミングデイ弥生会一般

講演会 (2017/10) 
4. 関 華奈子, 火星からの大気散逸と生命居住可能性, 名古屋大学高等研究院 15 周年記念講演会 

(2017/12) 
5. 笠原 慧, 宇宙プラズマの謎に挑む 「あらせ (ERG)」衛星, 第 16 回坂田・早川記念レクチャー 

ミニ講演 (2017/12) 
 
（メディア等） 
1. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, NASA ウェブサイト (2018/2) 
2. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 毎日新聞 (2018/2) 
3. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 中日新聞 (2018/2) 
4. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, AstroArts ウェブサイト (2018/2) 
5. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 日本経済新聞 (2018/2) 
6. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, Newsweek (2018/2) 
7. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 読売新聞 (2018/2) 
8. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, NHK ラジオ (2018/2) 
9. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, SKY&TELESCOPE (2018/2) 
10. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, NHK NEWS WEB (2018/2) 
11. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 東京新聞 (2018/2) 
12. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 日本経済新聞 (2018/2) 
13. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 日刊工業新聞 (2018/2) 
14. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, sorae (2018/2) 
15. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 読売新聞 (2018/2) 
16. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, EurekAlert! (2018/2) 
17. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 時事通信 (2018/2) 
18. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, Science Portal (2018/2) 
19. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, カナダ・CBC ニュース (2018/2) 
20. 笠原 慧, 明滅するオーロラの起源を ERG（あらせ）衛星が解明, 朝日新聞 (2018/3) 
21. 三河内 岳, 岐阜市長良で発見された鉄隕石、「長良隕石」と命名, 各種メディア (2018/3) 
 
（社会貢献活動） 
1. 三河内 岳, 東京大学理学部ホームカミングデイ小学校高学年向け講演会の開催, (2017/10/21) 
2. 橘 省吾, 数理科学チャレンジ・ウインターキャンプ 2017 国際科学オリンピックを目指す中・

高生を育てる目的の合宿で地学の講義を担当,  立命館慶祥中学校・高等学校, (2017/12/26-28) 
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8.3 地球惑星システム科学講座 
（他大学での集中講義・セミナー） 
1. 田近 英一・特別講義「「地球環境の長期的な変動と進化」」東京工芸大学 (2017/06) 
2. 河原 創・集中講義「系外惑星の探査」北海道大学 (2017/8/8-2017/8/10) 
3. 生駒 大洋・セミナー「On our recent studies relevant to formation and evolution of giant planets」

Zurich Universtiy  (2017/10) 
4. 生駒 大洋・セミナー「A new process for failed core formation via pebbe」Bern University 

(2017/10) 
5. 茅根 創・セミナー「サンゴと有孔虫で島を造る」慶應大学景観史研究会 (2017/11) 
 
（一般講演会） 
1. 茅根 創, 地球温暖化で危機にあるサンゴ礁ー今何ができるか考えようー, 日本環境教育セミナー

（東京都・ウィメンズプラザ） (2017/04) 
2. 茅根 創, 白化の閾値としての週積算高水温, 環境省サンゴ大規模白化緊急対策会議（名護市・沖

縄科学技術大学院大学） (2017/04) 
3. 生駒大洋, 系外惑星～他の星のまわりの世界, 東京都立上野高等学校 特別授業 (2017/05) 
4. 田近 英一, ハビタブル惑星の誕生と進化～地球はこれからどうなるのか？, 中日文化センター講

座「宇宙・星・地球の終焉～私達はどこに向かうのか」 (2017/06) 
5. 茅根 創, 海面上昇に対する環礁州島の生態工学的維持, 海洋アライアンスシンポジウム第 12 回

東京大学海の研究～社会への発信～（東京大・弥生講堂） (2017/07) 
6. 生駒大洋, 系外惑星～他の星のまわりの世界, 長野県立八代高等学校 特別授業 (2017/07) 
7. 田近 英一, 地球環境変動史の解明～スノーボールアース・イベントと酸素濃度の増加～, 第 40

回我孫子サイエンスカフェ (2017/10) 
8. 高橋 聡, 「大量絶滅のとき海はどう応答したか」, NYS17 地球科学若手の会講師 (2017/10) 
9. 茅根 創, Ecosystem-based coastal protection of atoll island countries against sea level rise, 

UNITAR（仙台市） (2017/11) 
10. 田近 英一, ハビタブルプラネット～生命を宿す惑星の条件～, 郡山市ふれあい科学館 第 32 回

星の講演会 (2017/11) 
11. 田近 英一, 東大教授による特別講演「未来の東大生たちへ」, 河合塾親と子の東大現役合格作戦 

(2017/11) 
12. 高橋 聡, 「地層はタイムカプセル」, 一関市立清田小学校 (2017/12) 
13. 高橋 聡, 「地層はタイムカプセル」, 日本地球惑星科学連合 高校生のための冬休み講座 2017 

(2017/12) 
14. 茅根 創, 国境離島としての沖ノ鳥島と南鳥島, 東京大学海洋アライアンス小島嶼国研究会沖ノ鳥

島勉強会（東京大学） (2018/01) 
15. 茅根 創, 国境離島としての沖ノ鳥島と南鳥島～日本の南端と東端, 東京都第 12 回沖ノ鳥島フォ

ーラム（東京国際フォーラム） (2018/01) 
16. 生駒大洋, 第２の地球を探せ！～系外惑星探査最前線～, 日本未来館 (2018/01) 
17. 茅根 創, 水没する楽園ー環礁国の真実, 東洋文庫ミュージアム講演会（東洋文庫） (2018/02) 
 
（メディア等） 
1. 茅根 創, サンゴ白化"緊急宣言"海の森を守れるか？, ＮＨＫ第一 くらし☆解説 (2017/4) 
2. 茅根 創, 水が育む驚異の地形, ニュートン (2017/4) 
3. 茅根 創, サンゴ再生「行動を」緊急会議, 読売新聞ほか (2017/4) 
4. 茂木 信宏, 製鉄所の酸化鉄、温暖化の一因 中国からの大気分析で判明, 共同通信、四国新聞、
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静岡新聞、高知新聞、長崎新聞、山形新聞、愛媛新聞、西日本新聞（電子版）、 (2017/5) 
5. 茂木 信宏, 温暖化物質に新たな難敵 車から排出の酸化鉄が影響, 朝日新聞デジタル (2017/5) 
6. 茂木 信宏, PM2.5 の酸化鉄、新たな温暖化物質, 朝日新聞（朝刊７面） (2017/5) 
7. 茂木 信宏, 大気中のマグネタイトが温暖化の一因？ 東大の研究, 財経新聞（電子版） (2017/5) 
8. 茂木 信宏, 浮遊する黒色酸化鉄粒子が大気を加熱, サイエンスポータル（科学技術の最新情報を

提供する総合 web サイト） (2017/5) 
9. 茂木 信宏, 空をただよう黒いつぶつぶ、新たな温暖化原因物質か？, 朝日小学生新聞（３面） 

(2017/5) 
10. 茂木 信宏, 微粒子に地球温暖化効果、東京大など発表, 毎日新聞（東京朝刊） (2017/5) 
11. 茂木 信宏, 人為起源の黒色酸化鉄、大気加熱する効果あり, 科学新聞（６面） (2017/5) 
12. 茅根 創, サンゴの大規模白化, Japan FM Network, Oh Happy Morning, Today's Focus (2017/6) 
13. 茅根 創, 海洋アドベンチャータラ号の大冒険２「太平洋横断 サンゴの危機を救え！」, NHK ド

キュメンタリー (2017/7) 
14. 茅根 創, サンゴ再生 絶妙の解追求, 日本経済新聞 (2017/8) 
15. 茅根 創, 危機にあるサンゴ礁, Bay FM Love Our Bay (2017/10/30-11/2) 
16. 高橋 聡, 地層に過去、未来 東大助教の高橋さん 清田小で出前授業, 岩手日日新聞 (2017/12) 
17. 田近 英一, 太古の地球，メタンで温暖 東大 複数の細菌が生成, 日本経済新聞 (2017/12) 
18. 田近 英一, 太古代の地球は温暖 東大がメカニズム解明, 日刊工業新聞 (2017/12) 
19. 田近 英一, 暗い太陽、暑い理由は, 朝日新聞 (2018/2) 
20. 田近 英一, 暗い太陽のパラドックスに新説 原始微生物の豊かな生態系が地球の温暖化をもたら

した, 日経サイエンス (2018/3) 
21. 茅根 創, 温暖化「適応」対策 増す重要性, 朝日新聞 (2018/3) 
 
（社会貢献活動） 
1. 茅根 創, 海洋人間学特別講義日本の国境離島と太平洋の島国, 逗子開成高校, (2017.11.1) 
2. 茅根 創, 特別海洋教室根津の谷の地学・歴史, 忍岡小学校, (2017.11.18) 
 
8.4 固体地球科学講座 
（他大学での集中講義・セミナー） 
1. 井出哲・集中講義「Discovery and characteristics of seismic slow earthquakes」チリ大学 

(2017/07) 
2. 井出哲・セミナー「Multiscale Heterogeneities in Earthquake Source Process 」チリ大学 

(2017/07) 
3. ウォリス サイモン・集中講義「固体地球科学」新潟大学 (2017/11) 
 
（一般講演会） 
1. 廣瀬 敬, ここまでわかった地球生命誕生の謎, 読売フォーラム (2017/05) 
2. 井出 哲, 巨大地震の発生機構の研究, 読売テクノフォーラム第２３回ゴールドメダル賞受賞記念

講演会（東京） (2017/05) 
3. 井出 哲, Physics of fast and slow earthquakes: La física de los terremotos rápidos y lentos, Charla 

Abierta (2017/07) 
4. 廣瀬 敬, 地球の誕生と初期進化, 東大オープンキャンパス、理学部主催講演会 (2017/08) 
5. 井出 哲, 巨大地震の発生機構の研究, 読売テクノフォーラム第２３回ゴールドメダル賞受賞記念

講演会（大阪） (2017/08) 
 
（メディア等） 
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1. 安藤亮輔, 関東地震研究の成果について, 朝日新聞，毎日新聞，読売新聞，東京新聞，サンケイし
分，千葉日報，共同通信 (2017/5) 

2. 廣瀬 敬, ここまでわかった地球生命誕生の謎, 読売新聞 読売フォーラムの開催報告 (2017/5) 
3. 安藤亮輔, 関東地震研究の成果について, ニュートン (2017/8) 
4. 河合研志、ロバート・ゲラー, 東大、古プレートの核・マントル境界への沈み込みを確認, 日本経

済新聞電子版ニュース、日経速報ニュースアーカイブ、日経プレスリリース (2017/11) 
5. 河合研志、ロバート・ゲラー, 地球の岩板 深～く沈む 核付近まで到達 東大チーム解析, 東京読

売新聞 (2017/11) 
6. 河合研志、ロバート・ゲラー, マントル・外核境界に到達＝昔の海洋プレート沈み込み―東大, 時

事通信ニュース (2017/11) 
7. 河合研志、ロバート・ゲラー, 古い海洋プレート、マントル境界に沈み込み 東大がカリブ海で確

認, 日刊工業新聞 (2017/11) 
8. 河合研志、ロバート・ゲラー, 地球のプレート 核近くまで沈む 東大チーム解析, 大阪読売新聞 

(2017/12) 
9. 河合研志、ロバート・ゲラー, 東大、古プレートの核・マントル境界への沈み込みを確認, 日本経

済新聞 (2017/12) 
 
（社会貢献活動） 
1. 廣瀬 敬, 出前授業「地球と生物のお話」,  横浜市立下田小学校, (2017.11.27) 
 
 
8.5 地球生命圏科学講座 
（他大学での集中講義・セミナー） 
1. 遠藤一佳・特別講義「進化論の世界」聖心女子大学 (2017/10-2018/3) 
2. 髙橋嘉夫・集中講義「無機化学特論３」学習院大学 (2017/7) 
3. Suzuki, Y. ・ Institute of Oceanology Seminar「 Exploring mineral-microbe interactions and 

microbial ecology in deep marine environments」Chinese Academy of Science (2017/7) 
4. 對比地孝亘・特別講義「"Vertebrate Paleontology"の講義中の１こま」早稲田大学教養学部 

(2017/7) 
5. 對比地孝亘・特別講義「"Dinosaurs - Discovery and Research"の講義中の１こま」早稲田大学教

養学部大学院 (2017/7) 
6. 狩野彰宏・集中講義「炭酸塩岩の地球史」北海道大学 (2017/9) 
 
（一般講演会） 
1. 小暮敏博, 電子後方散乱回折 -SEM の中で結晶学的情報を得る-, 第 27 回電子顕微鏡大学 

(2017/07) 
2. 髙橋嘉夫, 原発事故から 7 年。放射能汚染の状況はどこまで改善したか, 日本科学未来館主催

「Lesson#3.11 シンポジウム」 (2017/03) 
 
（メディア等） 
1. 小暮 敏博, セシウムの粒 事故知る鍵 －炉心溶融で生成？影響未知, 日本経済新聞 (2017/6) 
2. 鈴木 庸平, 地底 300m に微生物発見 マグマ含有のメタン食べ生息, 朝日新聞 (2017/9) 
3. 髙橋 嘉夫, 「セシウムボールを福島県内の川で発見」, TBS ニュースバード (2018/3) 
4. 髙橋 嘉夫, 「セシウムボールを福島県内の川で発見」, News 23 (2018/3) 
5. 鈴木 庸平, 地下にいた始原生命体 , 日経サイエンス (2018/3) 
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（社会貢献活動） 
1. 鈴木庸平, 学問研究プログラム授業「生命の起源」,  静岡聖光学院, (2017.11.13) 
2. 對比地孝亘, 高大連携事業講演会 恐竜に関する講演,  東京都立立川国際中等教育学校, 

(2017.12.18) 
 
 
9  専攻外講演者によるセミナー 

 

9.1 大気海洋科学講座 
講演者名 講演題目 講演者所属 実施日 セミナー名 

丹羽 淑博 船舶と飛行機を利用した津波の観測方
法の開発 

東京大学 海洋
アライアンス 

2017/7/5 海洋力学セミ
ナー 

Daijiro 
Kobashi  

Sub-mesoscale frontal eddies on the 
Texas-Louisiana Shelf. Their potential 

implications for bottom oxygen 

Texas A&M 
University 

2017/7/7 海洋力学セミ
ナー 

三寺 史夫 海氷縁に出現するアイスバンドの形成
メカニズムについて 

北海道大学 2017/7/12 海洋力学セミ
ナー 

藤原 泰 水面波と流れの直接数値計算を用いた
Langmuir 循環の研究 

京都大学 2017/7/19 海洋力学セミ
ナー 

伊藤 薫 渦と内部波の相互作用の分類と OFES
出力を使った捕捉・混合強度の見積も

り 

北海道大学 2017/7/26 海洋力学セミ
ナー 

三好 建正 Data Assimilation Research at RIKEN: 
Numerical Weather Prediction and 

Beyond 

理化学研究所 
計算科学研究

機構 

2017/9/11 大気海洋合同
セミナー 

Marie-
Fanny 

Racault 

Ocean-Colour Observations in Climate 
Studies 

Plymouth 
Marine 

Laboratory 

2017/7/11 海洋物理学セ
ミナー 

丹羽 淑博 フェリー搭載 GNSS による五島灘にお
ける気象津波に伴う海面高度変化の観

測 

東京大学 海洋
アライアンス 

2017/12/2
0 

海洋力学セミ
ナー 

 
 
9.2 宇宙惑星科学講座 

講演者名 講演題目 講演者所属 実施日  セミナー名 

C. P. Tang Chinese lunar exploration and its 
role at Macau University of Science 

and Technology 

Macau 
University of 
Science and 
Technology 

2017/8/7 隕石学セミ
ナー 
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Heather 
Enos 

OSIRIS-REx Science Operations 
Planning and Implementation 

University of 
Arizona 

2017/12/
7 

UTOPS セミ
ナー 

 
 
9.3 地球惑星システム科学講座 

講演者名 講演題目 講演者所属 実施日 セミナー名 

Chen 
Jianbo 

二国間研究者交流を踏まえた今後の共
同研究の方向性について 

雲南大学（中
国雲南省） 2018/2/9 

システムセミ
ナー 

 
 
9.4 固体地球科学講座 

講演者名 講演題目 講演者所属 実施日 セミナー名 

William 
Frank 

How to build and exploit repeating 
seismicity catalogs 

MIT 2017/5/30 
固体フォー
ラム 

白濱 吉起 
2016 年熊本地震に関わる活断層調
査によって明らかになった布田川・
日奈久断層帯の活動 

産総研・地質
調査総合セン
ター 

2017/6/13 
固体フォー
ラム 

原田雄司 
Constraints on the Deep Lunar 
Interior Based on the Tidal 
Response Parameters 

マカオ科技大
学 

2017/9/29 
wse セミナ
ー 

行竹 洋平 
箱根火山における群発地震と地殻流
体との関係 

神奈川県温泉
地学研究所 

2017/11/17 
wse セミナ
ー 

木村 友亮 
惑星深部物質の融解挙動から推測す
る惑星内部構造 

愛媛大学 2017/12/15 
wse セミナ
ー 

山本 伸次 
地球史を通じた古地磁気強度測定の
ための磁鉄鉱離溶相の記載：斜長
石・ジルコン・アパタイト 

横浜国立大学 2018/2/16 
wse セミナ
ー 

 
 
9.5 地球生命圏科学講座 

講演者名 講演題目 講演者所属 実施日 セミナー名 

Jay Quade The Geology and 
Paleoenvironmental Setting of Early 
Humans in Ethiopia 

アリゾナ大学 2017/4/17 GBS セミナ
ー 

森岡 一 名古屋議定書時代の研究のあり方 元遺伝研 2017/4/25 
進化古生物
セミナー 

Plillip 
Manning Imaging Life on Earth 

University of 
Manchester, U. 
K. Dec-17 

進化古生物
学セミナー 
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陳 剑波  Paleoenvironment reconstruction 
around P/T boundary in South China 
as well as brief introduction of 
geology in Yunnan Province 

雲南大学 2018/2/9 GBS セミナ
ー 
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10  その他の活動 
 
10.1 委員会活動(学内、学会、行政・その他) 
(学内委員会) 

教員名 組織名・学会名等 委員会名・役職 
井出 哲 MOOC に関する懇談会 委員 
井出 哲 地震・火山噴火予知研究協議会 委員 
遠藤 一佳 理学系・生物情報科学科協議会 委員 
遠藤 一佳 総合研究博物館地史古生物部門 部門主任 
茅根 創 総合研究博物館 運営委員会委員，地理資料部門長 
茅根 創 海洋アライアンス 海洋リテラシープログラム長 
茅根 創 空間情報科学研究センター 運営委員会委員 
関 華奈子 大学院理学系研究科 国際交流委員会・委員 
関 華奈子 大学院理学系研究科 男女共同参画委員会・委員 
髙橋 嘉夫 総合研究博物館（東大） タンデム加速器研究 運営委員 
髙橋 嘉夫 東京大学理学部 地球惑星環境学科長 
髙橋 嘉夫 東京大学大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻専攻長 
髙橋 嘉夫 東京大学理学部 GSC 委員会委員 
髙橋 嘉夫 東京大学大学院理学系研究科 キャリア支援室運営員会委員 
多田 隆治 理学系研究科 学術運営委員会･運営委員 
多田 隆治 理学系研究科 研究科教育会議・運営委員 
多田 隆治 理学系研究科 図書委員会・副委員長 
多田 隆治 東京大学 学生支援室 運営委員 
多田 隆治 総合研究博物館放射性炭素年代測定室 炭素 14 委員会･運営委員 
田近 英一 東京大学 教育運営委員会学部前期課程部会・委員 
田近 英一 東京大学 教育運営委員会進学選択調整部会・委員 
田近 英一 東京大学 総合科目運営委員会・委員 
田近 英一 東京大学 初年次ゼミナール理科運営委員会委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 研究科長補佐 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 教務委員会・委員長 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 企画室会議・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 学術運営・教育推進会議・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 理・工執行部懇談会・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 キャリア支援室運営委員会・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 学生支援室運営委員会・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 広報室運営委員会・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 宇宙惑星科学機構・兼任教授 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 ビッグ・バンセンター・研究協力者 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 定年年齢を超えた特任教授雇用に関する

WG・委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 新棟（東棟）講義室における什器調達に

係る仕様策定委員会・委員長 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 新棟講義室における什器調達に係わる仕

様策定委員会・委員長 
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田近 英一 東京大学地震研究所 高エネルギー素粒子地球物理学センター
公募委員会・委員 

日比谷 紀之 海洋アライアンス 機構長 
日比谷 紀之 教育運営委員会 学部前期課程部会 PEAK 制度検討委員会委員 
日比谷 紀之 大気海洋研究所 協議会委員 
星野 真弘 理学系研究科 副研究科長 
星野 真弘 全学 キャンパス計画室会議委員 
星野 真弘 理学系研究科 学生支援室長 
星野 真弘 理学系研究科 情報システム室長 
星野 真弘 理学系研究科 キャンパス委員会委員長 
星野 真弘 理学系研究科 キャンパス計画室室長 
星野 真弘 理学系研究科 学術運営委員会委員長 
星野 真弘 情報基盤センター 運営委員会委員 
星野 真弘 理学系研究科 企画室会議委員 
星野 真弘 理学系研究科 教育推進委員会委員 
三河内 岳 理学系研究科 広報委員会・委員 
三河内 岳 理学系研究科 理学部オープンキャンパス実行委員会・

副委員長 
三河内 岳 総合研究博物館 運営委員会・委員 
三河内 岳 総合研究博物館鉱物部門 部門主任 
横山 央明 東京大学地球惑星科学専攻 専攻教務委員 
横山 央明 東京大学理学系研究科 広報委員 
砂村 倫成 全学 過半数代表者選任委員会・委員  

 
 
(学会関連) 

教員名 組織名・学会名等 委員会名・役職 
井出 哲 日本地球惑星科学連合 理事・代議員・財務委員・環境災害対応

委員 
井出 哲 日本地震学会 代議員 
井出 哲 American Geophysical Union JGR Solid Earth, Associate Editor 
井出 哲 Seismological Society of America Nominatiing Committee 
井出 哲 IASPEI Commission on Earthquake Source 

Mechanism, Chair 
遠藤 一佳 日本古生物学会 評議員 
遠藤 一佳 日本地球惑星科学連合 地球生命科学選出代議員 
遠藤 一佳 日本地球惑星科学連合 地球生命科学セクションプレジデント 
遠藤 一佳 日本古生物学会 賞の委員会委員 
狩野 彰宏 日本地質学会 理事 
狩野 彰宏 日本堆積学会 運営委員 
狩野 彰宏 J-DESC IODP 執行部会委員 
茅根 創 日本サンゴ礁学会 理事 
茅根 創 太平洋諸島学会 理事 
小暮 敏博 日本鉱物科学会 理事 
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小暮 敏博 日本粘土学会 副会長 
小暮 敏博 日本顕微鏡学会 社員 
佐藤 薫 日本気象学会 理事 
佐藤 薫 日本気象学会 人材育成・男女共同参画委員会・委員長 
佐藤 薫 日本気象学会 学会賞候補者推薦委員会・委員 
佐藤 薫 日本気象学会 学術委員会・委員 
佐藤 薫 日本地球惑星科学連合 代議員 
佐藤 薫 日本地球惑星科学連合 大気水圏科学セクションバイスプレジデ

ント 
佐藤 薫 WCRP/SPARC（対流圏・成層圏過程と

その気候への影響） 
Scientific Steering Group (SSG) Member 

佐藤 薫 WCRP/SPARC Gravity Wave Activity Leader 
関 華奈子 日本地球惑星科学連合 代議員 
関 華奈子 日本地球惑星科学連合 宇宙惑星科学セクション・バイスプレジ

デント 
関 華奈子 日本地球惑星科学連合 グローバル戦略委員会・幹事 
関 華奈子 地球電磁気・地球惑星圏学会 大林奨励賞推薦委員会・委員 
関 華奈子 地球電磁気・地球惑星圏学会 男女共同参画提言ＷＧ・委員 
髙橋 嘉夫 日本放射化学会 副会長 
髙橋 嘉夫 日本放射化学会 学会賞選考委員長 
髙橋 嘉夫 日本放射化学会 ジャーナル編集委員 
髙橋 嘉夫 日本地球化学会 評議員・将来計画委員 
髙橋 嘉夫 Geochemical Journal 誌 Guest Editor 
髙橋 嘉夫 日本地球惑星科学連合 幹事 
多田 隆治 日本地球惑星科学連合 ジャーナル編集委員、ジャーナル企画経

営委員  
多田 隆治 Ｐａｌｅｏｃｅａｎｏｇｒａｐｈｙ Ａｓｓｏｃｉａｔｅ Ｅｄｉｔｏｒ 
多田 隆治 環境史学会 評議委員 
多田 隆治 東京地学協会 総務委員会委員 
田近 英一 東京大学大学院理学系研究科・理学部 若手人事に関する WG・委員 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 副会長 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 理事 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 代議員 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 ユニオンサイエンスボード 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 宇宙惑星科学セクション・セクションサ

イエンスボード 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 ジャーナル企画経営委員会・委員 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 広報普及委員会・委員長 
田近 英一 日本地球惑星科学連合 JGL 編集小委員会・編集長 
田近 英一 日本惑星科学会 運営委員会・委員 
田近 英一 日本惑星科学会 対外協力・連携専門委員会・委員長 
田近 英一 生命の起源および進化学会 暫定運営委員 
橘 省吾 Meteoritical Society Nominating Committee・Member 
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橘 省吾 NASA Laboratory Analysis of Returned Samples 
(LARS) Program Review Panel・Member 

橘 省吾 日本地球惑星科学連合 宇宙惑星科学セクションサイエンスボー
ド・幹事 

橘 省吾 日本地球惑星科学連合 JGL 編集委員・編集幹事 
橘 省吾 日本地球惑星科学連合 グローバル戦略委員会・委員 
橘 省吾 日本地球惑星科学連合 広報普及委員会・委員 
橘 省吾 日本地球惑星科学連合 代議員 
橘 省吾 日本惑星科学会 運営委員会・委員 
橘 省吾 日本地球化学会 理事 
橘 省吾 日本地球化学会 総務幹事 
橘 省吾 日本鉱物科学会 Elements 編集委員会・委員 
橘 省吾 日本鉱物科学会 広報委員会・委員 
日比谷 紀之 国際海洋物理科学協会(IAPSO) 執行委員(Executive Committee Member) 
日比谷 紀之 日本海洋学会 学会長 
日比谷 紀之 日本海洋学会 沿岸海洋研究委員会委員 
日比谷 紀之 日本海洋政策学会 理事 
日比谷 紀之 日本海洋政策学会 常設委員会委員(総務委員会委員) 
日比谷 紀之 日本地球惑星科学連合 国際対応理事 
日比谷 紀之 日本地球惑星科学連合 ジャーナル(Progress in Earth and 

Planetary science)編集委員 
日比谷 紀之 日本地球惑星科学連合 グローバル戦略委員会委員 
日比谷 紀之 日本地球惑星科学連合 代議員 
星野 真弘 レーザー学会 学術応用調査専門委員会委員 
升本 順夫 日本海洋学会 評議員 
升本 順夫 日本海洋学会 防災学術連携体委員 
天野 孝伸 地球電磁気・地球惑星圏学会 運営委員会 
生駒 大洋 日本惑星科学会 欧文誌専門委員会・委員長 
板井 啓明 日本地球化学会 理事・庶務幹事 
東塚 知己 日本海洋学会 庶務幹事 
東塚 知己 日本海洋学会 評議員 
東塚 知己 日本地球惑星科学連合 代議員 
三浦 裕亮 日本気象学会 人材育成・男女共同参画委員会・委員 
三浦 裕亮 日本気象学会 山本賞候補者選考委員会・委員 
三浦 裕亮 日本気象学会 気象集誌編集委員会・委員 
三浦 裕亮 日本地球惑星科学連合 PEPS 編集委員会・委員 
三浦 裕亮 American Meteorological Socienty Assistant Editor (Monthly Weather 

Review) 
横山 央明 太陽研究者連絡会 運営委員 
横山 央明 日本天文学会 早川幸男基金選考委員 
横山 央明 日本天文学会 代議員推薦委員 
横山 央明 日本天文学会 研究奨励賞選考委員 
横山 央明 日本地球惑星科学連合 宇宙惑星科学セクションボードメンバー 
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横山 央明 日本地球惑星科学連合 情報システム委員 
河合 研志 日本地震学会 理事 
河合 研志 日本地震学会 学会情報誌編集委員会委員長 
河合 研志 日本地震学会 学生優秀発表賞選考委員 
三河内 岳 日本鉱物科学会 理事 
三河内 岳 日本鉱物科学会 Journal of Mineralogical and Petrological 

Sciences・Associate editor 
小池 真 日本気象学会 学術委員会 
東塚 知己 日本海洋学会 Journal of Oceanography・Editor 
東塚 知己 American Meteorological Society Journal of Climate・Associate Editor 
東塚 知己 

 
Frontiers in Atmospheric Science・
Review Editor 

對比地 孝亘 日本地球惑星科学連合 地球生命科学セクションボード・メンバ
ー 

對比地 孝亘 日本古生物学会 行事係幹事 
砂村 倫成 Microbes & Environment 誌 編集幹事・Managing Editor 
砂村 倫成 日本微生物生態学会 評議員 
高橋 聡 地球環境史学会 評議員 
高橋 聡 日本地質学会 ゲスト編集員 
高橋 聡 日本有機地球化学会 学会誌編集委員 

 
 
(行政・その他) 

教員名 組織名・学会名等 委員会名・役職 
井出 哲 南海トラフ沿いの大規模地震の予測可

能性に関する調査部会 
委員 

ウォリス サ
イモン 

文部科学省 海洋研究開発機構部会・委員 

ウォリス サ
イモン 

JAMSTEC 海域地震発生帯課題・評価推進委員会・
委員 

ウォリス サ
イモン 

日本地球惑星科学連合 理事 

遠藤 一佳 日本学術会議 IPA 小委員会 委員 
遠藤 一佳 遺伝学普及会 編集委員会委員 
茅根 創 防衛省 普天間飛行場代替施設建設事業に係る環

境監視等委員会・委員 
茅根 創 国土交通省 サンゴ礁海岸保全研究会・委員 
茅根 創 （財）みなと総合研究財団（国土交通

省委託） 
特定離島港湾施設整備に係るサンゴ移植
分析評価に関する検討会・委員 

茅根 創 海洋政策研究財団 島と周辺海域の持続可能な開発の推進に
関する調査研究委員会・委員 

茅根 創 （社） 水産土木建設技術センター 
（水産庁委託） 

サンゴ増養殖技術検討委員会・委員 

佐藤 薫 日本学術会議 連携会員 
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佐藤 薫 日本学術会議 地球惑星科学委員会・委員 
佐藤 薫 日本学術会議 地球惑星科学委員会 地球・惑星圏分科

会・委員 
佐藤 薫 日本学術会議 地球惑星科学委員会・地球・惑星圏分科

会・地球観測の将来構想に関する検討小
委員会・委員長 

佐藤 薫 日本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGG 分科会・
IAMAS 小委員会・委員 

佐藤 薫 日本学術会議 IWD 合同分科会・委員 
佐藤 薫 気象庁 気象研究所 評議委員会・評議委員 
佐藤 薫 情報・システム研究機構 国立極地研

究所 
南極観測審議委員会重点研究観測専門部
会・委員 

佐藤 薫 情報・システム研究機構 国立極地研
究所 

客員教授 

佐藤 薫 文部科学省 科学技術・学術審議会・臨時委員 
地球観測推進部会・委員 

佐藤 薫 国土交通省 交通政策審議会・臨時委員 
佐藤 薫 国土交通省 社会資本整備審議会・臨時委員 
佐藤 薫 （株）新興出版社啓林館 検定教科書編修委員 
杉田 精司 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 運営協議会・委員 
杉田 精司 国立天文台 運営委員会・委員 
関 華奈子 日本学術会議 連携会員 
関 華奈子 日本学術会議 地球惑星科学委員会・委員 
関 華奈子 日本学術会議 地球惑星圏分科会・幹事 
関 華奈子 日本学術会議 地球惑星科学人材育成分科会・委員 
髙橋 嘉夫 日本学術会議 特別連携会員 
髙橋 嘉夫 海洋研究開発機構 招聘上席研究員 
髙橋 嘉夫 高エネルギー加速器研究機構 客員教授 
髙橋 嘉夫 高エネルギー加速器研究機構 PAC 専門委員 
髙橋 嘉夫 日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員 
髙橋 嘉夫 日本原子力研究開発機構 中性子及び放射光利用研究開発・評価委

員会委員 
髙橋 嘉夫 SPring-8 課題審査委員 
髙橋 嘉夫 Lawrence Berkeley National 

Laboratory 
課題審査委員 

髙橋 嘉夫 国際環境研究協会 ゲスト編集委員 
髙橋 嘉夫 広島大学 博士学位請求論文審査委員会委員 
髙橋 嘉夫 IAEA Final Research Coordination Meeting 委

員 
多田 隆治 石油技術協会 理事 
多田 隆治 島根大学 エスチュアリー研究センタ

ー 
協議会委員 
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多田 隆治 日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会ごう
どう FE･WCRP 合同分科会 PAGES 小委員
会 委員 

田近 英一 日本学術会議 第三部会員 
田近 英一 日本学術会議 地球惑星科学委員会・副委員長 
田近 英一 日本学術会議 地球惑星科学委員会・企画分科会・副委

員長 
田近 英一 日本学術会議 地球惑星科学委員会・地球・惑星圏分科

会・委員長 
田近 英一 日本学術会議 地球惑星科学委員会・社会貢献分科会・

幹事 
田近 英一 文部科学省 HPCI 計画推進委員会 ポスト「京」重点

課題推進ワーキンググループ 萌芽的課題
サブワーキンググループ・委員 

田近 英一 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機
構 

宇宙科学評議会・評議委員 

田近 英一 大学共同利用期間法人自然科学研究機
構アストロバイオロジーセンター 

運営委員会・委員 

田近 英一 東京大学出版会 企画委員会・委員 
橘 省吾 Solar System symposium in Sapporo Co-chair 
橘 省吾 ISSI-Beijing Forum 'Roads towards Sample Return 

from Comets and Asteroids'・Co-
Convener 

橘 省吾 ISSI ISSI-Europlanet Workshop 'The role of 
Sample Return Missions in the Scientific 
Exploration of the Solar System'・Co-
Convener 

日比谷 紀之 海上保安庁 海上保安庁政策アドバイザー 
日比谷 紀之 東京海洋大学 東京海洋大学付属練習船神鷹丸共同利用

運営協議会委員 
日比谷 紀之 日本海洋科学振興財団 理事 
日比谷 紀之 日本海洋科学振興財団 調査研究委員会委員(海洋調査研究観測機

器等の供用化支援システム構築方策に関
する委員会) 

日比谷 紀之 日本学術会議 連携会員(地球惑星科学委員会 SCOR 分科
会) 

日比谷 紀之 日本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IAPSO
小委員会委員 

日比谷 紀之 文部科学省 新学術領域研究専門委員会委員(新海洋混
合学) 

星野 真弘 Space Research Institute, Austrian 
Academy of Sciences 

評価委員会 

星野 真弘 高度情報科学技術研究機構 専門委員 
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星野 真弘 大阪大学レーザーエネルギー学研究セ
ンター 

共同利用専門委員 

星野 真弘 名古屋大学宇宙地球環境研究所 運営協議会委員 
星野 真弘 学術会議 SCOSTEPS 小委員会委員 
升本 順夫 日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 

IGBP・WCRP・DIVERSITAS 合同分科会 
CLIVAR 小委員会委員 

升本 順夫 海洋研究開発機構 IOC 協力推進委員会 海洋観測・気候変動
国内専門部会委員 

升本 順夫 勁草書房 海面高度計ミッションにおける委員会委
員 

升本 順夫 気象庁 異常気象分析検討委員 
升本 順夫 IOC/SCOR/GOOS IIOE-2  Science Theme 2 Co-chair 
升本 順夫 IOC/SCOR/GOOS IIOE-2  Working Group 1 Member 
升本 順夫 TPOS2020 Science Steering Committee Member 
升本 順夫 TPOS2020 Modelling and Data Assimilation Task 

Team Member 
生駒 大洋 EPS 誌 運営委員・委員 
東塚 知己 CLIVAR Indian Ocean Panel・委員 
東塚 知己 日本学術会議 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 

IGBP•WCRP•DIVERSITAS 合同分科会 
CLIVAR 小委員会 委員 

横山 央明 国立天文台 プロジェクト評価委員 
横山 央明 高度情報科学技術研究機構 利用研究課題審査委員会レビュアー 
横山 央明 宇宙航空研究開発機構 JSS2 大学共同利用選考小委員会 
三河内 岳 文部科学省 科学技術学術政策研究所・専門調査員 
三河内 岳 国立極地研究所 南極隕石研究委員会・委員 
小池 真 日本学術会議 iLEAPS 小委員会委員 
小池 真 東海大学情報技術センター EarthCARE 委員会委員 
鈴木 庸平 海洋研究開発機構 海洋研究課題審査部会・部会員 
砂村 倫成 海洋研究開発機構 海洋研究課題審査部会・部会員 
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10.2 役務分担 
 

委員会等名 委員長 委  員 
専攻長 髙橋（嘉）  

副専攻長 井出  
学科長 
（地物） 

井出  

   〃   
（環境） 

髙橋（嘉）  

専攻教務 
（正/副） 

杉田/遠藤 東塚/日比谷、横山/笠原、関根/生駒、河合/飯塚（後半 Wallis）、狩
野/鈴木、竹内/市原・清水（地震）、 渡部/黒田（大海）、小坂/中村
（先端）、清水/斎藤（宇宙） 

学科教務
（地物） 

小暮/横山 小池、横山、安藤、生駒、井出（学科長） 

   〃   
（環境） 

小暮/鈴木 多田、田近、関根、鈴木、高橋（聡）、須貝、茂木、砂村、荻原、茅
根、狩野、髙橋（嘉）（学科長） 

会計 小澤 三浦(裕)、関、田近、小澤、荻原 
図書 多田 高麗、杉田、茅根、安藤、遠藤/荻原 
部屋 升本 升本、三河内、関根、小澤、鈴木 
広報 三河内 東塚/田中（祐）、天野、三河内、高橋（聡）/茂木、桜庭/西田、對比

地/砂村、栗栖 
技術 小暮 升本、吉岡、茅根、小澤、小暮 
ネットワー
ク 

三浦（裕） 三浦（裕）、桂華、河原、井出、砂村、栗栖 

科学機器 飯塚 小池 、比屋根、多田、飯塚、小暮/鈴木、吉田、市村、小林 
自動車 三河内  
安全管理 比屋根 小池、比屋根、茂木、清水、對比地、小林 
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10.3 受賞 
 
教職員の受賞 

賞の名称 受賞者名 受賞タイトルまたは内容 授与団体 受賞年月 

Progress in Earth and 
Planetary Science Most 
Cited Paper Award 
2017 

三浦 裕亮 

The Non-hydrostatic 
Icosahedral Atmospheric 
Model: description and 
development 

日本地球惑星科
学連合 

2017/04 

読売テクノ・フォーラ
ム 第 23 回ゴールドメ
ダル賞 

井出 哲 巨大地震の発生機構の研究 
読売テクノ・フ

ォーラム 
2017/04 

地球惑星科学振興西田
賞 生駒 大洋 

巨大ガス惑星の形成過程の
理論的研究と系外惑星への
応用 

日本地球惑星科
学連合 

2017/05 

大林奨励賞 笠原 慧 

磁気圏プラズマ研究のため
の中間エネルギー帯粒子観
測器の開発研究 

地球電磁気・地
球惑星圏学会 

2017/10 

SOLA 論文賞 三浦 裕亮 

Coupling the hexagonal B1-
grid and B2-grid to avoid 
computational mode 
problem of the hexagonal 
ZM-grid 

日本気象学会 2018/01 

日本地図学会第 12 回論
文賞 

栗栖 晋二 
東大伊能図の来歴に関する
考察 

日本地図学会 2018/02 

欧文研究報告論文賞 河原 創 Systematic X-ray Analysis 
of Radio Relic Clusters with 
Suzaku, Akamatsu and 
Kawahara, PASJ 65,16 
(2013)に対して 

日本天文学会 2018/03 

 
学生の受賞 

賞の名称 受賞者氏名 授与団体名 受賞年月 

学生優秀発表賞 金子 りさ 日本地球惑星科学連合 2017 年大会 2017/07 

澁谷 亮輔 

西川 友章 

武藤 俊 

奥田 貴 

山上 遥航 

中島 駿 

Best presentation 
award 

Shun Muto InterRad XV  2017/10 
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AGU2017 
Outstanding Student 
Paper Awards 
(OSPAs) 

金子 りさ AGU(The American Geophysical Union) 2018/01 

理学系研究科 研究奨
励賞（博士） 

澁谷 亮輔 東京大学 大学院理学系研究科 2018/03 

 
 
10.4 外部資金受入状況 
 

種  別 件数  総額（千円） 

科学研究費補助金 

新学術領域研究 8  90,340 

特別推進研究 １ 82,250 

基盤研究 A 12  85,300 

基盤研究 B 8  36,200 

基盤研究 C 5  8,200 

挑戦的萌芽研究 4 3,200 

若手研究 A 7 25,900 

若手研究 B 9 10,548  

研究活動スタート支援 2  2,200 

特別研究員奨励費 28 38,206  

分担者配分 43  62,472  

委託費（政府系） 15  161,988 

共同研究 4  8,910 

受託研究員等 10 23,550 

奨学寄付金 7  7,452 
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